






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　見渡す限り、どこもかしこも花であふれていた。

　サルビア、マリーゴールド、ペチュニア、インパチェンス、日日草に茴うい香きよう、芍しやく薬やく、石しやく楠な花げ。クレマティス、デルフィニウム、ひなげしに忘れな草。上から見下ろすと、それはもう目が痛くなるほどの色彩の洪水だった。

　すべては、戦争で命を落とした多くの人々の冥福を祈るために、丹精されたものだ。

　なぜ、人は死者を悼むのに花を手向けるのだろうか。

　宗教によっては、その由来が聖典の中で説明されていることもあるけれど、死者に祈りをこめて花を飾ったり捧ささげたりすることは、宗教に依よらず、時代や人種や民族を越えて、人類が普遍的に行っていることのようにも思える。

　まるで、そうすることが人間の本能であるかのように。

　たとえば人類学者などは、もともとは虫や動物が嫌う薬効のある花を遺体の近くに添えることで、その腐敗を遅らせたり、野生動物に荒らされたりすることを防ぐために始まったものだと推測していたりもするけれど、それもあまり納得のいく仮説じゃない。

　やはり、春になれば何度でも再生する花や草木が、宗教観や文化的な背景を越えて、人に生まれ変わりを連想させたからだろうか。しかし、そうなると生まれ変わるという発想が多くの文化圏において観測できたことがまた不思議に思えてくる。

　なにしろ、実際にはこの世界において、人は生まれ変わらないのだ。

　少なくとも、その直接の証拠はおろか、可能性を示唆する傍証すら得られてはいないし、今後、得られる見込みも薄い。

　生まれ変わりを信じる人々は、人間は死ぬとそのすべての記憶を失って、新たに別の人間としてこの世に生を受けるのだと説明する。けれど、仮にそれが事実だとして、すべての記憶が失われてしまうのであれば、その同一性をなにが担保するのか。

　記憶も違い、物質としても異なるのであれば、それはもう完全に別の存在ではないか。

　ならば、生まれ変わりとは一体なんなのか。

　死は不可逆で、人はただ失われるだけであり、一度損なわれてしまえばもう取り返しがつかないというのが、受け入れざるを得ない厳然たる事実だ。そして実際に、多くの人々はそれをこの世界の前提として正しく受け止めているように見える。

　死後の世界などなく、失われた人々はただ失われたのだということを知り、祈りや願いに事実を捻ねじ曲まげるほどの力はないことを認めつつも、死者たちの冥福を祈り、花を手向ける。それが事実ではないと知りながらも、死者が生まれ変わってよりよい人生を歩めますようにと、希望を口にする。

　皆で口裏を合わせて、演技をしている。あるいは、規模の大きなごっこ遊びに興じているようなものだ。その矛盾を、特になんの苦もなく自然と受け入れている。そこに人間の不思議が、あるいは欺ぎ瞞まんがある。世界は様々な虚偽や建前で満ちている。

　見上げれば、薄い雲に覆われた空はくすんだアルミニウムのような色合いをしていて、死者たちの冥福を祈るのには絶好の天気だ。あまりにも抜け抜けと青い空の下では自然と心も陽気になるから、厳かな気持ちでい続けることは難しい。

　数百年もの長きにわたって断続的に継続していた、神聖アビエニア帝国とグランデリニア王国の泥沼の戦争が双方の合意によって終結してから、二年が経過していた。

　両国の狭はざ間まに位置するために、先の戦争において激戦地となっていたここ、カルヴェリア大公国では、終戦記念日の今日、この日のために整備された平和祈念公園において、戦没者のための慰霊祭が行われている。

　綺き麗れいな円形をした公園の中央には、死者たちが迷わず天国へと至れるように、という祈りを込めて建立された、巨大な慰霊塔が聳そびえていて、その下には献花台が設けられている。

　献花式のために、アビエニアからは皇帝ロバートが、グランデリニアからは国王グランディンが、それぞれ当地を訪れていた。ほんの二年前まで戦争をしていた二大国の最高指導者が一堂に会する平和的な式典だ。

　死者たちを悼むために、また、この歴史的な瞬間に立ち会うために、多くの〝善き人〟たちがこの場所に詰め掛けている。

「人類の歴史は、戦いの歴史でありました」

　献花式を終え、演台でアビエニア皇帝のスピーチが始まった。

「歴史を紐ひも解とけば、暴力的な衝突は人類の歴史が始まった最初のころからあることが分かります。石から刃やいばを作り出した人類は、それを動物を狩るためだけでなく、同じ人間に対しても振るうようになり、原始的な部族間の抗争が生まれました」

　ロバート・アンジェリック・ヴィヴィアン。

　彼は、その怜れい悧りな知性で魔方大国、神聖アビエニア帝国を率いる皇帝であり、同時に、最強の資質のひとつ、あらゆるものを貫く聖剣カレドヴルフの能力を持っている。かつては戦場で数々の武勲をあげた歴戦の英雄でもあった。

「どの時代においても、文明の歴史は戦争で満ちています。充分に仲間を養えるだけの食糧を得るために、あるいは更なる富への渇望のために、または民族主義の熱狂や宗教的な信念のために、多くの人々が自らの正義を信じ、戦いへと身を投じました」

　落ち着いた低い声で話すアビエニア皇帝の後ろには方術士がひとり、身じろぎもせず静かに控えている。方術士の正装である足元までをすっぽりと覆うマント状の方衣に身を包んでいて、その単純なシルエットは戯画化された幽霊のようだ。

　彼は、ライル・ベネディクト。

　元魔方殷いんの総長であり、現在は帝国魔方省の長官を務めている。当代最強の方術士のひとりである彼の資質は、神の大盾イージス。生来的に、あらゆる魔方的、物理的な干渉を防ぐ絶対の防御結界をその身体からだに纏まとっている。

　戦争が終わり平和が訪れたとはいえ、ここにいるのは国の最重要人物たちだ。あまり不格好でない程度に遠巻きに、数多くの警備兵が配置されている。しかし、それらすべてを合わせたよりも、なにより、ロバートとライル自身がアビエニア最強レベルの戦士であり、兵器だ。

「魔方技術を究めた我がアビエニアと、機械文明を謳おう歌かするグランデリニアの戦争も、そのようにしてやむなく起こりました。世界で最も裕福で、最も強大な二大国間の戦争です。争いは双方の魔方理論と機械兵器を飛躍的に発展させ、さらなる強力な破壊力として次々と戦場に投入されました」

　ロバートの次には、グランデリニア国王グランディンの演説が続く予定だ。壇上後方で控える彼の周囲を、赤いマントの親衛隊が守っている。大陸最強の戦力が、この狭い壇上に集結していた。

「両国はそれぞれに、独自の優れた文明と芸術を育み、その首脳陣たちは、正義、調和、真実に関する、最も先進的な思想を持っていました。にもかかわらず、憎悪や支配欲という単純な衝動から、極めて原始的な部族間の衝突と同じパターンにはまり、戦争を引き起こし、また継続させてしまったのです」

　人々はただ静かに、アビエニア皇帝の演説に耳を傾けている。

「しかし、わたしたちは目覚めました。必要なのは、見渡す限りを一瞬にして火の海に変える強力な魔方でも、すべてを蹂じゆう躙りんして進み続ける装甲戦車でもなかったのです。わたしたちはただ、それぞれがほんの少しずつ、他者への敬意、人としての尊厳を尊重する想像力、つまりは、愛を持つだけでよかったのです。愛だけが、数百年にもわたって続いた泥沼の戦争さえも終結させる、希望の光だったのです」

　そう言って、アビエニア皇帝は背後の慰霊塔へと手を向ける。

「アビエニアとグランデリニアが友好関係を構築して二年、わたしたちは愛の力で、戦争を通じて獲得できるものよりも、はるかに多くのものを得ました。両国が共同で建立した、この慰霊塔もまた、そのひとつの象徴です」

　その高い塔の頂点から、風にのって花びらが一片飛んできたかのように、小さな白いかたまりが音もなく、皇帝の背後に落ちた。

　そのあまりの自然さに、壇上に集った警護兵も、グランディンの親衛隊たちも、反応が遅れている。白いかたまりは皇帝の背後でふわりと拡ひろがり。

　ゆっくりと縦に伸びあがる。

　警護兵たちは、ようやくそれが人であることに気付き、しかし、やはり咄とつ嗟さには対応できていない。

「平和的な協力が重要です。暴力的な競争をするべきではありません。わたした──」

　徐々に熱を帯びてきていた皇帝の演説は、そこで唐突に途切れた。

　彼の胸には小さな穴が空き、そこからわずかに血が零こぼれている。

「お……お前は」

　彼は背後を振り返り、その小さな白い人影を見下ろす。

　彼の目からは、方衣に身を包んだ少女が指を鉄砲のかたちにして背中に突きつけているのが見えただろう。まるで子供のごっこ遊びのようだが、彼女の指が形作る鉄砲からは、実際に殺傷力のある魔方の弾丸が飛び出し、それが皇帝の胸を撃ち抜いていた。

「はじめまして、ロバート・アンジェリック・ヴィヴィアン陛下。いえ、その残響」

「〝災厄の魔女〟か……」

　最期に、そう言い残して。

　彼女の視界の中で、皇帝ロバートがぐるりと白目を剝むいて、どさりと崩れ落ちた。

　静寂が、数瞬。

　それから、悲鳴と怒号。

　聴衆たちが慌てふためくが、人は集団になると機敏に動くことが難しくなる。右往左往するばかりで、逃げるのもままならない様子だ。

「陛下!!」

「闖ちん入にゆう者しやだ！　捕まえろ!!」

　アビエニア皇帝が、衆人環視のもとに暗殺されたという事態をようやく把握した警護兵たちが、抜刀して壇上へと駆け上がる。

　グランディンの親衛隊は、即座に円陣を組み国王の身の安全を確保することを優先している。しかし闖入者たる彼女は、そんな周囲の反応には一切の興味を示さずに、ただひとり、アビエニア魔方省長官ライル・ベネディクトだけを見据えている。

「アンナ＝マリア、生きていたのか」

　ライルも彼女を睨にらみ返かえし、そう声をあげる。

　彼女の名は、アンナ＝マリア・ヴェルナー。

　元帝国諜ちよう報ほう機関スレイプニル最強の二人組バデイ、〝災厄の魔女〟の片割れ。後に魔方殷へと転属になった彼女にとっては、ライルは元上司にあたる。

　ライルは方衣の内側から方杵ヴアジラを取り出し、即座に応戦しようとする。戦士としてはすでに引退しているとはいえ、さすがは当代最強の方術士だ。その反応は相対的に言えば速い。

　しかし、この距離でその速度では、到底間に合わない。

「久しぶりですね、マスター・ベネディクト」

　そう答えると、彼女は素早く方衣を翻し、右手をさし伸ばした。

　彼女の方衣の下の服には、袖がない。露出した右腕、陶磁器のように滑らかな白い肌には隙間なく、びっしりと直線的な紋様が刻まれている。自らの身体を、魔方を放つための魔方陣にしているのだ。

　その紋様の上を蒼あおい光が走り、掌てのひらへと収束し、輝く。

「そして、さようなら」

　くるりと、滑らかな動作で彼女が回転する。

　蒼い光が円形の軌跡を空間に残し、一瞬の後、爆発的に拡がる。

　光の円は魔方の刃となり、駆け付けた衛兵たちをまとめて上下に真っ二つに切り裂く。

　刃はまだ止まらず、方学反応を繰り返しながら壇上のグランディンとその親衛隊もまとめて切り裂き、最後は爆風となって拡散する。

　余波で色とりどりの花びらが舞い上がり、放射状に拡がって、方力の流れを可視化した。

　理論上、最強の攻撃力を持つ魔方のひとつ。連鎖する死神の鎌、エッケザックス。

〝災厄の魔女〟と呼ばれる彼女たちの象徴とでも言うべき、無慈悲の斬撃。

　本来は複雑な魔方陣を描く必要があるその魔方も、身体そのものが魔方陣である彼女は、瞬間的に放つことができる。

　はじまりからほんの数瞬。アビエニア皇帝も、グランデリニア国王も、その親衛隊も、大陸最強の戦力のほとんどがまとめて死に絶えた。しかし──

「やはり、あなたには通用しませんか。マスター・ベネディクト」

　まるで祝賀パレードの紙吹雪のように、無数の花びらが陽気に舞い落ちる血ち塗まみれの壇上に、ライル・ベネディクトだけがひとり、変わらずそのままの姿勢で立っている。

　あらゆる攻撃を問答無用で防ぐイージスは、彼の身体に備わっている先天的な資質で常時発動型だ。不意をうとうが、最強の攻撃魔方を叩たたきこもうが、まったく通用しない。

「なんと罪深い、このような……」

　ライルは周囲の惨状を見渡し、表情を歪ゆがませた。

「なぜだ、アンナ＝マリア。どうしてやっと訪れたこの安寧の世を脅かそうとする」

「わたしたちの居場所を取り戻すために」彼女は表情を変えず、即答する。「約束しましたから」

「約束？　誰と」

「わたし自身と」

　彼女は超然とそう言い切り、ライルは目を細める。

「いや、ここに至っては話し合いは不毛か。よりにもよって陛下を襲うなど、どのような情状も酌量される余地はない。やはり、暴力と怨えん嗟さに満ちた旧人類は生かしておくわけにはいかないようだ」

　ライルが方杵を発動させる。掌に収まるほどの小さな方杵から光が伸び、剣となる。

「アンナ＝マリア。君はここで私が仕留める」

　踏み切ったライルは、すさまじい速度で一瞬にして彼女に肉薄し光の剣を打ち下ろす。

　彼女は軽やかなバックステップでそれを紙一重でかわす。しかし、あまりの速さに、かわすことしかできない。立て続けに繰り出されるライルの斬撃を避よけながら後ろに下がり続ける彼女の背中が、とうとう白く硬い慰霊塔の側面にぶつかった。

　追い詰められた。

　すでに、彼女の持つ最強の攻撃魔方を打ち込んだのだ。それを、なんの小細工もなくただの資質だけで防がれてしまった。どのような攻撃も一切通用しないライルに対しては、有効な反撃の手段がない。

「さらばだ、アンナ＝マリア」

　勝利を確信し、光の剣を振り上げたライルの胸の真ん中から、腕が一本飛び出していた。

「な……に……？」

　驚きよう愕がくの表情を見せ、彼は自分の胸から生える腕を見下ろし、そして背後を振り返る。

　アビエニア皇帝、ロバート・アンジェリック・ヴィヴィアンが、白目を剝いた虚うつろな表情のまま背後に立ち、その腕でライルの胸を刺し貫いていた。

「陛下……？」

「あらゆるものを貫く聖剣カレドヴルフ。マスター・ベネディクトのイージスを突破するためには、ロバート陛下の資質を利用するしかない。あなたたちふたりが同じ場所に集う機会を待っていました」

　彼女が静かに告げる。

「死体操術ネクロマンスか……」

　聖剣カレドヴルフとは、皇帝ロバートの身体そのもののこと。

　彼の資質もまた身体が生来的に備えているものだ。死してなお、身体はまだその資質を維持する。そして、死体を操る術は彼女が最も得意とするもののひとつだった。

　皇帝の死体を操り、聖剣カレドヴルフで神の盾イージスを突破する。それだけが、唯一の想定可能なライルを殺す方法だ。

「く……それで、これだけの人々を殺し、君は何かを得たか？　アンナ＝マリア」

　口から血を吐きながら、ライルは彼女の目を見据え、訊きいた。

「いいえ。なにも得てなどいない。わたしはただ、奪われたものを取り返そうとしているだけ」彼女の返答は早い。

「復ふく讐しゆう、仇あだ討うち、報復。愚かな旧人類そのものだ。憎しみの応酬は事態をより悪くするだけだぞ」

「事態はすでに最悪です。これ以上、悪くなりようはない」

「馬鹿な……これから世界はよりよく変わっていくのだ。たとえ君が何人殺したところで、世界はもう覆らないだろう。愛に目覚めた新しい人類はこの先、穏やかにこの大陸のおもてに満ちていくのだ」

「いいえ。あなたたち〝善き人〟は、わたしがすべて殺す。わたしは、わたしの世界を取り戻します」

「私が死んでも、まだユージーンが残っている」

「もちろん、ユージーンも殺します」

「かつての相棒でさえも手にかけることに躊ちゆう躇ちよがないか。お前には愛の欠片かけらもありはしない。お前の心は死んでいる、アンナ＝マリア」

「おかしなことを。死んでいるのはあなたのほうです。マスター・ベネディクト」

「ああ、ここまでか。ヒルダ……」

　その言葉を最後に、ライルもガクリと首を落とす。ライルと皇帝の身体からだがそれぞれ、砂状になって、色とりどりの花びらと共にサラサラと風に流れていく。

「なかなか、雅みやびな風葬だわ」

　彼女は風が色を運ぶ先に目を向け、悼むように一秒だけ、目を閉じる。目を開く。

「やっぱり、聖剣と神の大盾をぶつけると、お互いの資質が干渉して双方ともに崩壊するのね。同じ方法は、二度とは使えないわ」

　そう言うと、彼女は砂の柱となったライルと皇帝の残骸の横を抜け、ゆったりとした歩調で壇上中央に向かい、周囲を見渡す。

「総員戦闘態勢!!」

　集まっていた聴衆たちは四方八方へと逃げ惑っているが、残りの警護兵たちは混乱から立ち直りつつあり、小銃を構え、遠巻きに彼女を包囲している。

　なにしろ、この慰霊祭はアビエニア皇帝とグランデリニア国王が一堂に会するという空前絶後の事態だったのだ。両国の軍も、それに相応ふさわしいだけの最大限の警護体制をとっていた。不意をうって最もやっかいな相手は倒したとはいえ、未いまだに彼女が敵陣のど真ん中にいることには変わりがない。

　しかし、そんな状況にあっても、彼女は少しも慌てる素振りを見せない。

「まるでおもちゃの兵隊ね」と、呟つぶやいて、優雅にさえ見えるほどの流麗な動作で両腕をクロスさせる。腕に刻まれた紋様に、再び蒼い光が走る。

「撃て!!」

　扇形に展開した警護兵たちが、一斉に彼女に向けて発砲した。

　彼女はその場で、バレリーナのようにくるりとターンをする。

　周囲に蒼く光る筒状の魔方障壁が展開され、すべての銃弾をそのままの弾道で弾きかえし、警護兵たちを撃ち抜いた。

「やめろ!!　撃ち方やめだ!!　災厄の魔女相手に小銃では話にならん!!」

　彼女の四肢に刻まれた紋様は分割された魔方陣で、それぞれ単体では意味を成さないが、組み合わせることによって、理論上、想定しうるあらゆる魔方陣に代替することができる。

　徒手のまま、攻撃も防御も、すべての魔方をその場で即興的に構成する彼女に対しては、小銃程度の通常兵装などなんの意味も持たない。

「前衛下がれ!!　巻き込まれるぞ!!」

　号令が飛び、彼女を包囲していた警護兵たちが撤退する。

　その後方で、内燃機関が駆動する重低音を響かせ、無限軌道で見事な花畑を蹂じゆう躙りんしながら、グランデリニアの超重装甲戦車が姿を顕あらわした。旋回し、54口径カノン砲の砲身を彼女に向けようとしている。

「あら、随分と大層ね。あれは流石さすがにわたしの魔方障壁でも厳しいか」

　彼女はそう呟き、夕食の献立でも考えるみたいに、気の抜けた表情のまま、人差し指を唇に当てる。

　城郭さえも破壊する砲撃は、魔方障壁では防ぎきることはできない。

　だが、やはり彼女は慌てることもなく、ただ悠然と壇上中央に立っている。魔方陣を構成する素振りすら見せない。

　超重戦車が旋回を終え、照準を彼女に合わせた。




「アーロン」










　彼女が、僕の名前を呼んだ。




　僕は慰霊塔の頂上から飛び出し、カノン砲の射線上に着地する。

　直後に、すさまじい砲撃音。

　超至近距離から発射された一五二ミリＡＰ弾を見据え、タイミングを合わせて僕はそれを無造作に拳で横に払う。

　インパクト。

　閃せん光こうと爆音。

　僕の拳に触れた瞬間、巨大な砲弾は粉々に砕け散りただの粉ふん塵じんと化す。派手に舞い上がった砂すな埃ぼこりで、視界が完全に閉ざされる。

「呼ぶのが遅いよ、アニー」と、僕は振り返って、彼女に不満を漏らした。「今のを食らっていたら、さすがにアニーでも死んでいた。どうしていつもそうギリギリを狙いたがるんだ。もうちょっと安全率を多めに見積もったほうが──」

「死なないわよ」彼女は僕の小言を遮って、とろけるように、嬉うれしそうに笑う。「だって、こうしてアーロンが守ってくれるもの」

　名前を呼べば、ちゃんと僕が駆け付けてくる。そのことが、彼女は嬉しいのだ。

　こんなことはこれまでだって何度でもあったのに、そのたびに彼女は毎回ちゃんと新鮮な、嬉しそうな顔をして笑う。まるで喜びという感情が、いまこの時に生まれたばかりのように、何度でも新鮮に。

　そんな顔を見せられてしまったら、僕も肩を竦すくめて「まあ、そうなんだけど」と言うしかなくなる。

「もう、相変わらず心配性なんだから、アーロンは」

「そりゃあ、心配くらいするさ。それが僕の役割だ」

　彼女は僕に守られることを喜ぶ。そして、僕は彼女を守ることに生きがいを感じている。完全な互恵関係だ。完成している。

「でも、どんな大砲を持ってこられても、アーロンには全然効かないし」

「まあね」

　神の槌つちミョルニル。触れるだけであらゆるものを粉々に粉砕する。それが僕の身体が生来的に持つ資質だ。

　魔方省のヨトゥン計画から生まれた最強の破壊力。

　この資質の前には攻城砲も水鉄砲と大差ない。

　けれど、その破壊力ゆえになににおいても派手になりがちな僕は、今回のような背後に忍び寄っての暗殺には向かない。そのせいで、アニーが皇帝とライルを確実に仕留めるまでは、慰霊塔の上で待てを命じられていたのだ。

「まだ生きているぞ!!」

「休ませるな!!　撃ち込め!!」

　粉塵が晴れ、僕の存在を認めたグランデリニア兵が声をあげる。

「お喋しやべりをしている場合じゃなさそうだ、アニー。次弾がくるぞ」

　まずは、あの超重戦車をどうにかしなければならない。

　しかしもともと、僕のミョルニルが通用しない相手は、神の大盾を持つライルくらいしかこの世には存在しなかったのだ。それをアニーがもう倒してしまったのだから、後に残された仕事は大掃除だけだ。

　超重戦車だろうとなんだろうと、なりふりかまわずとにかくすべてを破壊し尽くすのは、僕の得意分野だ。

「もう、好きに暴れてもいいんだろう？　アニー」と、自然と口の端をニッとあげて、僕は彼女に問う。

「ええ。暴れてやりましょう」と、彼女が答える。

「〝善き人〟たちを、皆殺しにするわよ、アーロン」
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　これは僕と、僕の姉さんの物語だ。

　数百年にもわたって戦争ばかりを続けていた不毛の時代に生まれ落ち、時代の必然として戦う運命を背負ったふたりの姉きよう弟だいが、その世界の枠組みから、あるいはアップデートから零こぼれおちてしまって、たったふたりで世界のすべてを敵に回して戦おうと決意する。そういう向こうみずな物語だ。

　旅立ちの前の日、僕は「本当にやるの？」と、アニーに訊たずねた。

「もちろんよ」と、アニーは平然と答えた「腕の怪け我がもすっかり治ったし、アーロンの耳も復調した。採取したサンプルから、ブレンゲンに対する防御も構築した。この環境では、これ以上の準備は望めない。やるなら、今をおいて他にないわ」

　ぱちぱちと、ならの木がはぜる音が控えめに鳴る手作りの暖炉の前で、アニーは久しぶりにちゃんと纏まとった正式の方衣の見栄えを気にするみたいに、くるくると回りながら各所を点検していた。

「やるなら、そうだね」と、僕は言う。「でも、別にどうしてもやらなけらばいけないことでもないだろう？　ここでこのまま、畑の面倒をみたり魚を獲ったり木の実を集めたりして、環境を少しずつ良くしながら、四季の移ろいや風の心地良さに歓びを見み出いだして、そうやって穏やかに生きていく道だって、なくはないんじゃないか？　せっかく、この場所だってここまで作り上げたのに」

　自分で言うのもなんだけれど、手作りにしては随分とまともな家になったものだと思う。壁があるし、屋根があるし、玄関にはちゃんと閉まる扉もある。釘くぎが手に入らないから、すべてを組み木で作り上げた。

　部屋の隅にはこうして煉れん瓦がを組んだ暖炉もあって、煙はちゃんと煙突から上に出る。暖炉は煉瓦を焼くところから手作りだから、煉瓦を焼くための窯を作るところから始めたのだ。僕の自信作なのだけれど、まだ完成してから一度の冬しか越えていない。

　窓ガラスだけはどうしようもなかったから板戸だし、ガス灯もないから植物の種から絞り出した油を灯ともした暗いランプしかないけれど、それだってゼロから作り上げるのにはとても苦労した。

　もちろん、まだまだ不便はいろいろとあるけれど、そういった物事をひとつひとつ解決して、少しずつ居心地を良くしていくことを、僕はそれなりに楽しんでいた。一度出発してしまえば、この場所に戻ることはもう二度とないだろう。山脈を越えるのは、とても大変だ。そんなにしょっちゅうやりたいものじゃない。

　この場所をすっぱりと捨ててしまうのに、まったく未練がないと言えば噓うそになる。

「ああ、もったいないなぁ」僕はつい、そんな台詞せりふを口に出す。

「ごめんね、アーロン。せっかくここまでいろいろと作ってくれたのに」と、アニーが心底申し訳なさそうに、両の眉尻を下げて、掌てのひらを合わせる。どこかの文化圏では、それがごめんねのジェスチャーらしい。

「いや、別にそれはいいんだ。僕自身も楽しみながらやったことだし、アニーになにひとつ不自由ない環境を提供できているとも思わない。食べ物だって、マシになってきたとはいえロクなものじゃないし、寝床もそれほど快適じゃない。飢えて死んでしまう可能性も完全には排除できたわけじゃない。自然は強大だ。ここに留とどまっていても決して安全とは言えないし、アニーがやっぱり魔方殷に戻りたいと思う気持ちも分かるよ」

「ううん、違うの。ここでの生活に不満があるわけじゃない」と、アニーは首を横に振る。「たしかに万全に快適というわけではないけれど、アーロンがものすごく頑張ってここまで環境を整えてくれたことは分かっているし、とても感謝もしているわ。わたしはここが結構好きよ？　けれど、そういうことではなくて、やっぱりある種の物事というのは、ちゃんと決着をつけないことには、それ以上は前に進めなくなってしまうのよ。わたしには、このままここで自らの傷から目を逸そらして、誰も恨まずに静かにひっそりと生きていくなんていうことはとてもできそうにない。奪われたものは、取り戻さなければならない。わたしが自分自身とした約束を、果たさなければならないの。敗北したままで、その先に希望を描くことなんて、できはしないから」

　アニーに真剣な表情で見つめられて、僕は言葉に詰まる。

「僕としては、なるべくアニーに無理をしてほしくはないんだけれど」目を逸らし、口をすこし尖とがらせて、かろうじて僕はそんなことを呟つぶやいてみる。

「あら、無理なことなんてないわ」と、アニーが言う。「わたしとアーロンのふたりでなら、世界のすべてを敵に回したって、できないことなんてなにもないのだから」

　僕は溜め息をついて首を振り、肩を竦めて、それから笑う。

「もちろん、アニーがそうしたいなら、僕はどこまでもついていくさ。アニーを守ることだけが、僕がこの世界に生きている唯一の意味なんだから」

　僕がそう答えると、アニーは綺麗に笑って「ありがとう、アーロン」と言った。

　そうして、僕たちはそこそこに居心地のいい家を捨てて、〝善き人〟たちを皆殺しにし、自分たちの本当の居場所を取り戻すために動き出した。

　けれど、その旅立ちの理由までを説明しようと思うのならば、この時点からさらに三年、時計の針を巻き戻す必要がある。




　僕とアニーが出会う、その少し前から次章を始めよう。
















　まだ陽ひの残っている時間帯だけれど、高い石造の建物群に囲まれたこの狭い路地裏まではその光は届かず、夜のように暗い。

　見上げれば、建物の影に切り取られた細長い空はたいそうみごとな青と茜あかね色いろのグラデーションをしていて、復活祭のときにツリーに飾る素敵なリボンのようで、アニーはひとり静かに息を吞のんだ。

　別に特別な場所ではない。むしろ、多少でも高級な人間なら鼻の頭に皺しわを寄せて足早に通り過ぎるか、そもそも最初から足を踏み入れることをしないような、帝都の外れのゴミゴミとした一角だ。治安もあまりよくない。

　それなのに、こんな場所においてもふとした瞬間に、世界の美しさに感銘を受けてしまう。アニーはその自分自身の反応にすこし、新鮮な驚きを感じていた。

　これくらいの夕焼けなら見たことがないわけではない。もっと開けた場所で、もっと素晴らしい夕焼けに行き会った経験もある。それなのに、何度繰り返しても、何度でも、その感動が薄れたりすることはなく、毎回きっちりと心を動かされてしまう。

　空の長細さが、この新鮮な感動の要件だろうか。

　アニーは自分自身の感情の動きのトリガーに関して、瞬時に九通りの仮説を立て、そのすべてを棄却する。自分では、自分は見えない。

「無駄だ。この果てしなく続く戦争を終わらせるためならば、我々ディアボロは自らの命など惜しまない。お前たちに喋しやべることなど、なにもない」

　絞り出すような男の声がして、空を見上げていたアニーは視線を正面よりもやや下まで下ろした。

　あまり治安のよくない裏路地にふさわしい、ボロ布のような男が壁に背を預けてうずくまっている。足に怪我をしていて、もう立ち上がることもできなそうだ。

　その足の怪我を負わせたのは他でもないアニーだったのだけれど、そのことに関しては、彼女には特になんの感慨もない。

「あそう」と、いつもの少し吞のん気きに響く独特な声が聞こえて、アニーは自分の隣の、すらりと長い身体からだにつるりとした清潔な顔を載せた相棒に目を向けた。ユージーンはまるっきり、ボロ布を見るような目でボロ布のような男を見下ろしている。

　アニーにとってはユージーンは唯一の生きた人間の友達で、そして、今は仕事上の相棒だった。ふたりとも、アビエニア帝国の諜ちよう報ほう機関、スレイプニルの制服である漆黒の方衣に身を包んでいる。

「でも大丈夫なの。喋ってもらう必要とか全然ないから、安心して死んでちょうだい」

　そう言って、ユージーンは手を鉄砲の形にして、その指先を男の額に向ける。

「天に祈るがいいよ、悪魔デイアボロ。たとえ、あなたに信じる神がいなくとも」

「〝災厄の魔女〟どもめ。地獄に落ちろ」

「はいはい、先に行って待っててね」

　ぴゅいんっ！　という、小さな甲高い音と共に、ユージーンの指先から放たれた小さな蒼あおい光弾が眉間を貫き、ボロ布男はガクリと首を落とし、事切れる。

「じゃあ、よろしくね。アニー」

　ユージーンに言われて、アニーはボロ布男の死体の前に屈かがみ込み、額に手を触れた。

「ギギ・ガルデモント。二十四歳。ガーゴリア出身。反政府組織ディアボロ東支部所属」と、どこか機械的な印象を与える淡々とした口調で、男の情報を読み上げる。

「三人兄弟の末っ子。姉と兄がひとりずついる。姉はジャーナリスト。弟は宿屋を経営」

　方術士の適性を持つ者は、たいていは超常的な能力をなにかひとつ持って生まれてくる。アニーが生来的に持つ資質は読取。手で触れた物体から情報を読み取るというもので、性質としてはそれほど珍しいものではない。

　ただし、彼女のそれは質と量において圧倒的だ。

　曖昧なイメージの断片などではなく、対象に含まれる情報を完全な状態で吸い上げることができる。時間さえ許せば、この男の人生を丸ごとすべて読み取り、完璧な追体験をすることすら可能だ。

　彼女がいれば、わざわざ敵を生かしておいて、尋問したり拷問にかけたりして情報を引き出すという手間は必要ない。むしろ、死体のほうが生きている人間よりも雑音が少なく、情報が行儀よく収まっているから、正確な情報を抜き出せる。

「一度は幼稚舎に所属するも、進級できずに退舎。その後、工場や農園などの非正規の職を長く転々とする中で社会への憎悪を募らせ、一年前からディアボロの活動に参加」

「アニー、あのね。そういうディティールはいいから。わたしたちは今、コンテナの行方を追っているわけ」

　ユージーンが延々と続くアニーの言葉を遮る。

「了解」アニーの返答は短い。

　普段、ユージーン以外の生きている人間とはほとんどコミュニケーションをとることもないアニーは、こうして死者の情報を読み取るとき、ついついその細部にまで気を取られてしまう。それがどんなにありふれたものであったとしても、人の生には必ず、どこかしらに何にも似ていない特別な輝かしさがあるものだ。

　そういった闇の中にまたたく小さな光のような温かさに触れると、きまってアニーは嬉うれしいような、すこし寂しいような、複雑な気持ちになるのだった。

　それを正確に表せそうな語彙をいくつか候補にあげて、彼女はそれらもすべて棄却する。

　既存の語彙では、どれもしっくりこない。

　けれど、大別すればそれは好意や好感に属するものだろうと思う。

　そういう意味では、アニーは人の生をこのうえなく好ましく感じていた。

　ただ、その好意が生きている人間そのものに対して向けられることは、あまりない。

「相変わらず、アニーは死人のほうが好きだね」と、ユージーンは呆あきれを隠さない口調で大げさに肩を竦すくめる。

「生きている人間よりはよっぽど」アニーは素直にそれを認める。

　彼女はほとんどの生きている人間が嫌いだ。

　それは、彼女の資質に依よるところが大きいだろう。アニーには分かってしまうのだ。触れるだけで、その人間が抱えている深層の醜さまでも、すべて。

　生者はたいてい、彼女を征服しよう、支配しようという欲望を抱えているか、あるいは彼女に恐怖し、憎悪や怨えん嗟さといった負の感情を向けてくるかのどちらかか、あるいはそれらの複合体コンプレクスだった。

　もうすっかりと慣れてしまっているので、そういった負の感情を向けられても彼女の心が傷つくことはなかったけれど、それでも、やはりダイレクトに自分に対する憎悪が流れ込んでくるのは少し疲れるし、決して気分の良いものではない。

　死者はすでに死んでいるから、彼女を支配しようなどとはしないし、恐怖もしない。人は死ぬと、想おもい出や記憶がただの記録となって、とてもお行儀がよくなる。

　アニーにとっては、死体は生者よりもよほど雄弁で率直で、優しかった。彼らはただ、自らのそのささやかな人生と小さな輝きについて、淡々と静かに語るだけだ。

「コンテナはいま、マックフォレスターランの三番倉庫にある。18時に王国派に引き渡して、そのまま港まで移送する予定」

　彼女たちの今回の任務は、輸送中に国内の反政府組織に奪われた魔方省所有のコンテナの行方を追うこと。そして、可能ならばそれを奪還することだった。

　反政府組織というのは、要するに自国民のことだ。

　隠おん密みつ行動を旨とする彼女たちスレイプニルの任務は、こういった国内の反政府勢力や王国派のスパイとの戦いが主だ。前線ではグランデリニア軍との泥沼の激戦が続いているというのに、彼女たちは敵国の人間よりも、ずっと多くの自国民を殺して回っている。

「マックフォレスターランの三番倉庫ね」と、返事をしながら、ユージーンはこめかみに人差し指をあてる。それじたいは、特に意味のある動作ではない。彼女が情報を送信するときに見せる、ただの癖のようなものだ。

　ユージーンが生来的に持つ資質は精神感応。つまりは通信だ。これもアニーの読取と同様に、種類としてはそれほど希少なものではない。

　ただ、彼女のそれはカバーする範囲が尋常でなく広い。一度接続した相手となら、どれだけ離れていようとも情報の送受信ができる。

　死体からでも正確な情報を引き出せるアニーと、それを即座に本部へと送信できるユージーンの組み合わせは、諜報機関であるスレイプニルの工作員としては最適だ。

　そのうえ、ふたりはその戦闘能力も尋常でなく高い。

　この黒ずくめの二人組バデイは、反政府組織ディアボロや王国派のスパイなどからは〝災厄の魔女〟たちと呼ばれ、恐れられていた。

「いちおう本部には伝えたけれど、18時か。あまり時間がないなぁ。応援を待っている暇はないかも」と、通信を終えたユージーンが呟つぶやく。

「あと、およそ14分25秒」

「それ、およそって言うかな？」

　組み合わせとしては最適だけれど、だからといってコミュニケーションまでうまくいくとは限らない。もっとも、相対的な話をすればユージーンほどアニーと適切にコミュニケーションを取れる人間も他にいないのだった。

「わたしも詳しくは知らされていないけれど、魔方省から直々の緊急出動要請だからね。今回の任務、かなり重要度は高い。王国派の手に渡る前に確実に奪還すれば、魔方省のお偉いさんの覚えもめでたいはず。うまくいけば省庁入りもあるかもしれない。わたしたちふたりだけでこのまま行こう」

　いつまでも現場の兵卒でいたって仕方ないしね、と言って、ユージーンは方衣を翻し、剝むき出だしの腕を組み合わせる。

「了解」

　そう返事をして、アニーもまったく同じ動作をする。

　ふたりで同時に同じ動きをしているから、まるで息の合った踊りの振り付けのようだけれど、これが彼女たち〝災厄の魔女〟の魔方の行使の仕方だ。ふたりの腕にはびっしりと直線的で複雑な紋様が刻まれていて、そこに蒼い光が走る。

　彼女たちの四肢に刻まれた紋様は、分割された汎用の魔方陣だ。理論上は、それらの組み合わせのみで、想定可能なあらゆる魔方陣を記述することができる。

　方術士が魔方を行使するには、通常、床や空間に魔方陣を描くか、予あらかじめ魔方陣を組み込んだ魔方器を使うのが一般的だけれど、現場であらゆる状況に対応することが求められる彼女たちは、自分自身の身体を魔方陣とすることで徒手のまま、どんな魔方でも即興で構成する。

　とはいえ、それは彼女たちの頭脳が持つ圧倒的な計算量が前提となって、初めて成立するものだ。常人が同じ紋様を刻んだとしても、使いこなせるものではない。

　蒼い光が拡ひろがり、ふたり同時に上に跳んだ。

　魔方によってブーストされた跳躍力で一気に屋根の上に出る。

　暗い路地裏から出てみれば、地平線の向こうに隠れた夕陽の最後の光を背景に、無秩序にひろがった建物群がぎざぎざの影になっている。そのひとつひとつがすべて違う顔をしていて、アニーはその細部にまたすこし気をとられる。

　ふたりは屋根づたいに、マックフォレスターラン方面へと、音もなく影のように最短の直線で移動する。

「あ～ヤだヤだ。ただでさえ大きな戦争をやっている最中だっていうのに、そのうえ国内でも、明けても暮れても反政府組織だとか王国派のスパイだとかが元気に暗躍してるんだから。どうして人間って、いつでもどこでもなにかしらで争うのかな？　戦争はもとより、あらゆる階層において色んなスケールの争いが常に起こっている。みんながみんな、ほんの少しだけ他者に対して敬意と思いやりを持つだけで、この世界から争いなんて、すっかりなくなってしまうだろうに」

　弾丸のような速度で移動を続けながらも、ユージーンは相変わらずの吞気な口調でアニーに喋しやべりかけてくる。

　声に出しているわけではない。それは音声としてではなく、アニーの脳裏に直接情報として響いてくる。ユージーンの精神感応による通信だ。

「そのほうが利益になるから」

　と、アニーもユージーンに返事をする。接続している間は、ただ頭に思い浮かべるだけで、あとは勝手にユージーンのほうで読み取ってくれる。

「短期的に見ればね。あるいは、局所的に見れば。でも、考えてもみてよ。わたしたちがただ殺し殺されるのに浪費しているこの膨大なリソースは、お互いに攻撃をやめれば、ぜんぶ別のことに回せるわけじゃん。明らかに協調した場合のほうが享受できる利益の総量は多いのに、どうして仲良くしないのかな？　相手が得をすると自分が損をするっていうわけじゃなくて、お互いに得をする道だってあるのに、むしろ、なぜか双方が損する道を選ぶよね。自分が得をすることより、相手に損をさせることに躍起になっているみたい」

「囚人のジレンマ」

　アニーは有名な理論を引き合いに出して、端的に返事をする。

「まあ、つまりはそういうことなんだけれど。うーん、どうにかならないのかな。さっきの男も言ってたけど、ディアボロの連中だって、殺し合いをやりたくてやっているわけじゃないんだよね。それが自分たちの幸せに繫つながると信じて、争いのない平和な世界を目指して、彼らなりの正義に殉じて戦っているんだ。ままならないよね」

「みんな、正義がすき」

「うん、コントロールしたいんだね。状況は制御可能であると、自分の能動的な関与が有効であると思いたい。だから、彼らは物語を作る。善意が悲劇を救う。命を賭して愛する者を守る。そういう物語で、ただの人殺しを糊こ塗とする」

「わたしたちも変わらない」

「そう。でも、少なくとも力はある。ディアボロの連中よりはね。力なき正義はないも同じ。それはほとんど、邪悪に近い。まだ足りない。正義を成すためには、もっと権力を持たないと。そのためにも、この任務、確実に遂行するよ」

　驚くべきことに、ユージーンは真に世界の平和を願い、どうにか世界をより良いものへと変えようと本気で考えていた。自身の利益や欲望よりも、社会の安定や弱者の救済こそを、心から求めていた。

　権力志向は強いけれど、それも、権力があればもっと世界の平和に資することができると考えるが故であって、決して自己の利益のために言っているわけではない。

　アニーはユージーンに直接触れたことがあるから、そのことを知っている。何者も、彼女の読取を欺くことはできない。

　驚異的な人格だと言っていい。あるいは、奇跡的だと。

　その丸出しの善意と正義感に、最初はアニーのほうが戸惑い、扱いに困ったほどだ。







　ふたりが出会ったのは、幼稚舎でのことだった。

　アニーは優れた方術士を人為的に造り出そうという、魔方省のヨトゥン計画から生まれた人造の子供だ。

　圧倒的な機械兵器の威力と物量で圧おしてくるグランデリニア王国軍相手に、神聖アビエニア帝国軍は主に魔方を駆使する方術士たちの力で対抗してきた。

　方術士たちが扱う魔方という力は、極めればひとりで装甲戦車師団とも渡り合えるほどの威力を持つけれど、量産できる機械とは違い多分に個人の才能に依るところが大きく、強力な方術士は損耗するとすぐには補充がきかないのが難点だった。

　戦いが長引けば長引くほど、アビエニアはじりじりと不利になっていった。

　ならば、強い方術士を人為的に生み出してしまえばいい。

　追い詰められた人間がそういう発想に至るのは、むしろ自然な流れというものだろう。

　そのようにして、優れた方術士となるべく手間を掛けてこの世界に産み落とされたアニーだったけれど、その出生直後の段階においては、あまり誰の興味も引かなかった。

　その理由のひとつは、彼女の生まれ持った資質が傍はた目めにはとても地味だったからだ。

　とはいえ、曲がりなりにも資質持ちではある。最低限の方術士としての適性はあるだろうと見込まれた彼女は、そういった子供たちを教育するための幼稚舎に預けられた。

　幼稚舎においてアニーは教師たちから、少し頭の良い子、ちょっと早熟な子、くらいに認識されていたようだ。本を読むのが好きな、手の掛からない大人しい子供だというのが、周囲の大人たちの彼女に対する評価だった。

　つまり、ここでも彼女はほとんど誰にも、その秘めた才能を見抜かれることはなかった。けれど、ユージーンだけがその時点ですでに、アニーの天才に気付いていた。

「まるで穴のようだね」

　ひとり部屋の片隅で、板張りの床に直接座り、壁に背を預け本を読んでいたアニーに、ユージーンはそう喋りかけてきた。

「森の奥の深い洞窟みたい。全部ただ吸い込んで、なにも外には出てこない」

「あなたは野良犬みたい」と、アニーは返事をした。

　汚らしくて、毛づやが悪くて、目つきもなんだかぎらぎらとしていて、まるっきり獰どう猛もうな野犬のような少女だとアニーは思った。けれど同時に、ちゃんと手をかけてやれば、高貴な美しさを取り戻すだろうとも予測していた。

「あはは、正しいよ」と、ユージーンは笑った。

　その反応の速度で、アニーはその野良犬のような少女が、見た目に依よらず頭が切れると判断して、警戒のレベルをすこし上げた。

　頭の良い人間は、馬鹿と同じくらいに危険だからだ。

「戦争で全部なくなった。家族も、家もなにもかも失なくして、いろいろなものを人から掠かすめ取とったり盗んだり奪ったりして、道端でなんとか生き延びていたところを拾われてここにきたんだ。だから、野良犬であってる」

　今はまだね。ユージーンは肩を竦すくめて、おどけるようにぐるりと目を回した。

「今は？」

「そう、今は。でも、いつまでもこのままじゃない。とりあえず、なんとか命拾いはしたから、ここからどうにかやっていく。もう、奪われるのもまっぴらだし、奪うのもなるべくならやりたくない。人からなにかを奪うと、代わりに自分の中のなにかが削そがれてしまうんだ。たぶん、人としての尊厳とか、清らかな感受性とか、そういうものが」

　そう言うと、ユージーンはまるで最初からそこが自分に与えられた場所であるかのように、極めて自然にするりとアニーの隣に座った。普段よりも警戒のレベルを上げていたアニーでさえも違和感を抱けないほどに、その動作は滑らかで馴な染じんでいた。

「どうにかって？」

「まだ分からない。でも、どうにかはどうにかだよ。今よりも、よりマシな状況を目指し続けるということ。限られた時間の中で、最悪の中から一番マシな最悪を選び続けるということ。でも、そのためには、多くの知識と教養と技術が必要になる」

　君はとても頭がいいよね、と、ユージーンは不敵に笑った。

　アニーは天才で、その天才故に、自分が幼稚舎の他の誰よりも優れていることを既に自覚してはいたけれど、それを知られることは自分の不利益に働くと直感的に把握していて、周囲の人にバレないように巧妙にその才能を隠していた。

　だから、すこし驚いた。

「わかるよ。君はこの場の誰よりも頭がいい。もちろん、教師たちも含めてさ」

　それに気付けるという時点で、やはりこの少女は普通ではない。アニーはそう思った。

「君はいろんな知識や情報を吸い込めるだけ吸い込んで、それを自分の頭の中だけでガシャガシャと組み替えて楽しんで、それで満足している。でも、その知識や叡えい智ちがわたしには必要なの。わたしは今、なにも持ってない。幸運にも拾われて餌を与えられているだけの野良犬。でも、このままここで与えられるままに過ごしていても、また蹴られて踏まれてそのうち戦場で野垂れ死ぬだけ。無知でいてはダメだ。出し抜かなければならない。知識と教養と技術を手に入れて、自分の頭で考えて行動しなければならない」

　ほんの少しの熱を込めて一息にそう語ったあとで、ユージーンはアニーに目を向けて、今度はにっこりと笑った。

　不敵ではない、素直な笑顔で「わたしと友達になろう」と、言った。

「わたしはきっと、この世界をもっとより良いものに変えるよ。誰もが虐げられることなく、奪われる心配のない、安心して幸せに暮らしていける世界に」

　わたしと一緒にいこう。そう言って、ユージーンはアニーに手を差し出した。

「握りなよ。分かるんでしょう？　この手に触れれば、わたしのすべてが」

　知ればいい。知って、そして判断すればいい。

　アニーは黙って、差し出された手を握り返した。その手から情報が流れ込んできた。

　ユージーンは荒廃と惨めさと失望を知っていた。理不尽な世界の仕組みに、すっかり絶望していた。けれども、世界そのものを憎んではいなかった。とても生きた人間だとは思えないほどに、その魂の芯の部分は清廉で、輝かしく、高潔だった。

　そしてなにより、握ったその手がとても穏やかに温かくて、その温かさだけで、アニーはユージーンを信頼に足る人物だと判断した。

「いいよ」と、アニーは返事をした。「わたしたちは、友達になろう」

「いいね」と、ユージーンは笑った。「あなたとわたしのふたりなら、きっと世界そのものだって変えてしまうことができる」

　そのようにして、彼女たちは友達になった。







　マックフォレスターラン駅の特徴的なシルエットの時計塔。駅の向こう側に立ち並ぶ倉庫群を見下ろせるその上に、アニーとユージーンはいた。

「間に合ったようだね」

「18時まで、あとおよそ３分55秒」

「およそね……。まあ、王国派の連中もそんなきっちり時間通りには動かないと思うよ」

　男がふたり、三番倉庫の入り口の前の木箱に座って煙草たばこを吹かしているのが見える。さりげない風を装ってはいるけれど、見張りなのだろう。

「まだ時間的にはしばらくの余裕がある。さて、どうしようか。今すぐコンテナを奪還してしまうか、それとも王国派と合流したところで一網打尽にしてしまうか」

　そう呟つぶやいて、ユージーンは顎に手を添えて思案顔を見せる。

「相手の戦力が不確定。こちらはふたり。個別撃破のほうが安全側」

「そうだね。何人いたところでわたしとアニーの敵ではないと思うけれど、状況が万全でない以上は欲をかかないほうがいいか。王国派も芋づる式のほうが理想的ではあるけど」

「任務はコンテナの奪還だけ。王国派の殲せん滅めつまでは言われてない」

「うん。じゃあ手堅くいこう」

　そう言って、ユージーンが指を鉄砲のかたちにする。左手を添え、顎を右肩に当てて、慎重に狙いをつける。その横で、まるで影のようにアニーもまったく同じポーズをとる。

「わたしは右」と、ユージーンが言う。

「じゃあ、左」と、アニーが応じる。

「３」

　それ以降は声に出さずに、カウントダウンを共有する。呼吸を止めて、手元のブレを最小限に抑える。２、１──

「ばーんっ！」

　ユージーンの掛け声と共に、実際には、ちゅいんっ！　という少し間の抜けた音を残して、ふたりの指先から小さな光の弾丸が発射される。光弾は倉庫の前で煙草を吹かしていた男たちの額を精確に撃ち抜き、彼らは悲鳴をあげる暇すらなく同時に崩れ落ちる。

「ゴー!!」

　ユージーンがふわりと時計塔から飛び降り、アニーもそれに続く。音もなく地面に降り立ち、素早く倉庫の入り口まで移動して、アニーが男の死体に手を触れる。

「ジャスティン・ビージー。35歳。離婚歴あり。息子とは離れて暮らしている」

「だから、そういう細かいパーソナリティはいいってば」

「了解。中にいるのは７人。全員、小銃で武装している。方術士はひとり」

「なるほど。じゃあひとりあたま３・５人ずつだね」

「０・５人はどう分割する？　上下？　左右？」

「別に律儀に分け分けしなくても、どちらかが４人担当すればいいだけだよ」

「了解」

「行くよ」

　特に打ち合わせもないままに、ふたりは扉の左右にひとりずつ分かれる。ユージーンが大きな金属製の引き戸の取っ手に手をかけて、アニーと一度アイコンタクトを交わし、なんらかの非言語のコミュニケーションをとる。一気に引き開ける。

　ガラガラと盛大な音が鳴り響いて、倉庫の中から「なんだ……？」と、訝いぶかしむ男の声が聞こえてくる。ふたりはそのまま、近付いてくる足音に耳を澄ませる。

「どうした？　もう王国派の連中がき──」

　ちゅいんっ！

　扉から顔を出した男のこめかみを、ユージーンが即座に撃ち抜く。同時にアニーが飛び出し、倉庫の中に指先を向ける。

「えっ？」

　目についた男の眉間を、アニーが撃つ。

　絶命した男たちが床に倒れるよりも早く、ふたりは黒い風のようにその脇を通り抜けて、倉庫の中へと突入する。照明も灯ともされておらず、暗い。

「なんだ？」「おいどうし──」

　ちゅいんっ！　ちゅいんっ！

　突入してすぐに、さらにふたり。外からの弱々しい光を頼りに、目についた男をそれぞれに仕留める。これで、残るは３人。

「動くな」

　そこで、ユージーンとアニーのこめかみに横から小銃が突きつけられた。

　ユージーンが扉を引き開けた時点で、陰に隠れて警戒していたようだ。ディアボロも、全員が全員、底抜けの間抜けというわけではないようだった。

「手を上げろ」

　言われるままに、ふたりは掌てのひらを開いて、肘を直角にして両手を上にあげる。

　アニーは眼球だけを動かして周囲を確認した。左右にひとりずつ、計ふたり。見える範囲には他に敵はいない。

「ねえ、アニー」と、ユージーンがわざわざ声に出して訊きいてきた。「７人って話じゃなかったっけ？」

「外の男の記憶では、そう」と、アニーが応じる。

「肝心の方術士の姿が見えないね。あとひとり、どこかに隠れているのかな？」

　銃口を突きつけられても特に緊迫感もなくお喋しやべりを続けるふたりに、男の片割れがイラついた口調で「おい、喋るな。殺すぞ」と、警告する。

「あのさ」

　ユージーンは両手をあげたまま、男のほうに少しだけ首を傾かたむけて薄く笑う。

「方術士相手に吞のん気きに殺すぞとか言っている場合じゃないんだよね。なるべく、殺せるときに即座に殺しておいたほうがいいよ。なにしろ──」

　そこから先の台詞せりふは、もう男の耳には届いていなかっただろう。

「魔方は別に、指先からしか出ないってわけじゃないんだから」

　ユージーンがそう言った時には、肘から放たれた魔方の光弾に撃ち抜かれて、男はすでに絶命していた。アニーも同様にして、もうひとりの処理を済ませている。ふたりはあげていた手をおろし、倉庫の中を見回した。

　がらんとした倉庫の奥に、明らかに普通のものではない、異様なほどにものものしい鋼鉄の装甲に覆われたコンテナがひとつあった。暗くてよくは分からないけれど、帝国のエンブレムが描かれているように見える。

「他にはなにも見当たらないし、たぶんこれがそのコンテナだよね」

　呟きながら、そちらに歩み寄るユージーンの背中に、アニーが「ユージーン」と、呼びかける。アニーのほうから能動的に呼びかけるのは、珍しい。

「なに？」

　返事をして、ユージーンが振り返る。

「いた」

　アニーはそう言って、水平よりもやや上くらいの角度でユージーンの背後を指す。その指先が指し示すほうに目を向けようと、再びコンテナに向き直って、そしてユージーンもようやくそれに気が付く。

　暗がりに紛れて濃紺の方衣に身を包んだ人影がひとつ、コンテナの上に屈かがみ込んでなにかごそごそとやっていた。

「あ、あれが最後のひとりか。あんなところで、なにやってるんだろ？」

　ユージーンが首を傾げて腕を組む。

「たぶん、魔方陣を描かいてる」と、アニーが答える。

「なるほどね？　あ、ほんとだ。なんかもう発動しそう」

「ユージーン」

「なに？　アニー」

「コンテナの中身って、何？」

「えーっと、なんて言ってたかな。たしか、ヴェルナー卿きようが新しく開発した、最新鋭の爆薬の一種──」と、そこまで言って、ユージーンが「やばいじゃん！」と大きな声をあげるのと、コンテナの上の方術士が「我らが傲慢なるヤルダバオトに栄光あれ!!」と叫ぶのが同時だった。

　方術士が方力を魔方陣に流し込み発動させ──。

「アニー！」と、ユージーンがアニーに飛びつき抱きついた。そのまま、床へと押し倒され、ユージーンの身体からだがアニーの上に覆いかぶさる。

　次の瞬間、鋼鉄のはずのコンテナの装甲が風船のように外側に膨らみ、爆音と共に視界が一瞬にして真っ白になった。







　さて、ここでようやく、この物語に僕が登場する。

　どこから登場するかって？　残念ながら、あまり格好のいい登場の仕方じゃあない。

　なにしろ、ディアボロに奪われたコンテナの中身というのが、この僕だったのだから。

　最新鋭の爆薬の一種。

　まあ、当時の僕について言えば、そういう理解でもあながち間違いではない。

　僕もアニーと同じく、魔方省のヨトゥン計画から人為的に生み出された人造の子供で、そして、より大きな力を求め続けたその計画が最終的に作り上げた、最強の力だった。

　神の槌つちミョルニル。

　その身体で触れたあらゆるものを、すべて爆散させる。実に分かりやすい破壊力。それが、僕がこの世に持って生まれた資質だ。

　生まれ落ちた時から、ひとつの決戦兵器。

　計画を主導した、魔方省のアホのドルミン・ヴェルナーは、最初、その前例のない桁違いの資質の発現を喜んだ。成長すれば、皇帝ロバートの持つ聖剣カレドヴルフや、最強の方術士ライル・ベネディクトの持つ神の大盾イージスにも匹敵する、単騎で戦況を覆せるほどの強力な方術士になるだろうと期待された。

　けれど、僕の資質が本当に手当たり次第のもので、ただそこに存在しているだけで周囲に甚大な被害をもたらし続け、その破壊力を──少なくともアホのドルミンには──制御できないということを悟ると、ドルミンは方術士としての僕には早々に見切りをつけ、それ以上被害が拡大することのないよう鋼鉄の箱の中に押し込めてしまった。

　たとえ制御不能だとしても、安全に運搬できるのであれば、強力な爆弾の一種としては使えないこともない。そのまま相手の領土に運んで、そこで解き放ってやればいい。

　その程度の雑な発想で、僕は箱の中に仕舞われてしまった。

　まあそれも、妥当な落としどころではあったのかもしれない。そのころには僕は、自分という存在の不具合をとうに受け入れてしまっていたし、世界に対して、特に望みも不満も持っていなかったのだから。

　僕だって、ただ触れるだけで勝手に壊れてしまうような脆ぜい弱じやくな世界には、すっかり辟へき易えきさせられていたし、現実から隔離されて、箱の中でただひたすら平穏でいるというのは、それほど悪くもない状態だった。

　少なくとも、最悪よりはいくらかいい。

　箱は僕を閉じ込めているのと同時に、僕を外界から守ってもいた。

　箱の中には良いことなどなにもなく、悪いことも起きない。つまり、イーブンだった。人生の価値なんて、だいたいどれもその程度の似たようなものだろう。

　たしか、そんな風に考えていたような覚えがある。

　その永遠に続くかと思われた怠惰な平穏は、なんの前触れもなく唐突に打ち破られ、そして、僕はアニーに出会ったのだった。







「起きてください」

　そう声を掛けられて、ずいぶんと久しぶりに瞼まぶたをひらいた。

　光が網膜に飛び込んできて、一瞬だけ眩まぶしいと感じて目を細めたけれど、すぐにそれほどでもないと気付く。あまりにも長いあいだ完全な暗闇に慣れていたせいで、ほんの少しの光にも驚いてしまっただけのようだ。

　落ち着いて見てみれば、周囲はむしろ暗い。夜なのだろう。

　オレンジっぽい光がどこかで揺らめいていた。炎の光だ。

　広いと思った。少なくとも、僕が閉じ込められていたはずの鋼鉄の箱の中ではない。無愛想な分厚い壁も、威圧的な低い天井もなく、スカスカとしていて落ち着かない。

　僕は床に仰あお向むけに倒れている。

　そして、ひとりの少女が僕の顔を覗のぞき込んでいた。

　蒼あおみのかかった明るい色の髪。肌は死者のように白く、瞳は紅あかい。

　印象的な瞳だった。

　どこがどう？　と訊かれると困るけれど、奥底に力強さが感じられて、妙に惹ひきつけられる。

　年齢は分かりにくい。十代なのは間違いないだろうけれど、大人っぽくも子供っぽくも見えた。

　身体は小さい。まあ、巨人ヨトウンの要素が強く出ている僕と比較すれば、たいていの人間の身体は小さいのだけれど、それにしても小柄なほうだと思う。そのせいで、余計に子供っぽく見えているのかもしれない。

　綺き麗れいだった。

　あり得ないほど綺麗なのだ。

　風でも吹けば、それだけで舞い散ってしまいそうなほど儚はかなげに見えるのに、ただそこにいるだけで、すべてを圧倒するような超然とした圧力を放っていた。

　美しい、でもまだ足りない。

　神々しい、と形容するのが、まだしもしっくりとくる。

　とても、人間だとは思えなかった。だから一瞬、とうとう僕にもあの世からお迎えがきたのかと考えた。この存在が導いてくれるのであれば、行く先は間違いなく天国だろうと。

　なるほど、なかなか悪くないな。そう思った。

「君は……誰？」

　驚きと混乱を押しとどめて、僕はかろうじてそう声を発した。

　声を発することができたことに、自分でも少し驚いた。声を出すのなんて、いつぶりのことだろうか。その機能がまだ失われていなかったことに感心してしまう。

「わたしはアンナ＝マリア・ヴェルナー。あなたの姉です」

　少女はまるで、用意された文面を読み上げるかのように、無表情のままそう言った。彼女の言葉からは、どんな感情も読み取ることはできない。決して親しげではないけれど、悪意もない。完全にフラットだった。

「姉？　僕の？」

　よく分からなかった。

　その言葉の意味はもちろん知っていたけれど、概念が捉えられない。姉？　姉ってどういうことだろう？　と、僕は考える。いや、混乱していて、うまく考えることもできない。頭の中に蜘蛛くもの巣がびっしりと張っているみたいで、思考に靄もやがかかっている。

「便宜的には、そう表現するのが妥当でしょう。あまり時間がありません。今はとりあえず、そう理解してください。立てますか？」

　そう言って、彼女が僕に手を差し出す。その手を、僕は反射的に握りかえす。

　握ってから、あ、しまった、と思った。

　僕の資質、神の槌ミョルニルは、触れたものを手当たり次第に爆散させてしまうのだ。

　僕はすっかり身に付いてしまった習慣として目を閉じ、顔を背けた。

　ああ、せっかく綺麗だったのに、これも壊れてしまうのか。失われてしまうのかと思って、自分の軽率さを後悔した。何度も後悔したはずなのに、一向に学ばない。

　けれど、予測したような爆発音が響くことはなく、掌てのひらに温かい感触（感触！）が伝わってきて、僕はゆっくりと目を開く。

　彼女の手と、僕の手が繫つながれていた。

　それは、僕が生まれて初めて肌で直接感じた、人の手の感触だった。

　柔らかく、温かい。

　たぶん、これが柔らかくて温かいということなのだろうと思ったけれど、なにしろ、一定以上の厚みをもった鋼鉄や、それに相当する強度のある物質以外は、ただ僕の身体が触れるだけで破壊されてしまうから、柔らかさも温かさも初めての感覚で、確信は持てなかった。

「え？　なんで？」という、僕の抽象的な問いに、姉だという少女は「分かりません」と、即座に返事をした。反応が速い。

「おそらく、わたしたちが姉きよう弟だいだからでしょう。あなたの破壊のトリガーは、異物を排除しようとする身体の過剰な防衛反応のようなもの。存在が近しすぎて、わたしのことは異物だと認識しなかったのではないかと考えられます」

　彼女はそう言いながら、グッと僕の腕を引っ張る。

「全然ダメですね。重いわ。自分で立てますか？」

「ああ、ごめん」

　僕はそう返事をして、のっそりと立ち上がる。立ち上がるのも久しぶりすぎて、自分で自分の身体を動かしているということじたいに、物もの凄すごい違和感を覚える。

　けれど、動かない箇所や痛むところなんかはどこにもない。機能に不具合はなさそうだ。

　周囲を見回して状況を確認する。天井が高く、ガランとした廃はい墟きよのような建物の中だ。いや、かつては建物だったであろう骨組みの内側と言うべきか。屋根も壁もほとんどすべて崩れ落ちていて、歪ゆがんだ鉄骨だけが辛うじて、かつてここが大きな箱状の建築物だったのだという名残りを示している。周囲は瓦が礫れきだらけで、ところどころで火の手もあがっているようだ。そして、足元には姉とは別に、もうひとり誰かが倒れている。

　足元？　と、僕は思う。

　ただのコンクリート敷きの床だ。その上に、僕が平然と立っていられることが、まずおかしかった。僕のミョルニルは本当に見境がないから、コンクリート程度の強度では、そこに立つことすら困難なのだ。

「あれ？　どうして？」僕は困惑して、何度か足踏みをする。

「あまりにも使い勝手が悪そうだから、あなたの資質の一部を制限しました」と、少女がこともなげに説明する。「とりあえずそれで、ただ歩き回るだけであちこちを破壊してしまうということはないはずです」

「僕の資質を？　制限した？」僕は驚いて問い返す。

「はい。わたしの資質は読取です。それで、だいたいの原理は把握しましたから、あなたの身体をとりまく構成に介入して、力を破壊力として収束させず、ただの力のままで発散させるようにしました」

　やはり、少女の反応は速い。実に簡単そうに言っているけれども、それは魔方省の開発室が、総力を挙げても成し遂げることができずに投げ出してしまったはずのことだった。この少女はそれを、ちょっと見ただけで理解して、いとも簡単にやってのけてしまったらしい。

　急に、この少女のことが恐ろしく思えてきた。

　存在として、圧倒的に格が違う。天才だ。

　神がかっている。

　やはり、この少女は神なのではないかと考えた。あるいは、悪魔か。

「詳しくは後で説明します。王国派の連中がきました。彼らは、あなたの身体からだを奪おうとしています。ユージーンは怪け我がをしている。こちらの戦力はわたしとあなただけです」

　やや早口になって、少女が言う。表情が変わらず感情が見えにくいけれど、ひょっとすると、これでもけっこう焦っているのかもしれないなと思った。

　神がかりの少女に、ほんの少しの人間味を見み出いだして、僕はちょっと安心する。

　まったくもって理解不能な、超常的な存在ではないのかもしれないと考える。

　見ると、炎の向こう側に、遠巻きにしてこちらの様子を窺うかがっている人影が、いくつも見える。どうやら、あれが敵のようだ。まだ向こうも警戒して間合いを取っているけれど、完全に包囲されてしまっている。逃げるにしても、どこかは突破しなければならない。

「数が多い。わたしだけではユージーンを守りきれない」

　気遣うように、少女が足元の人影に視線を落とす。こちらも同じ年代くらいの少女だろうか。黒の方衣にすっぽりと身体が包まれているのでよく分からない。それほど目立った外傷はなさそうだけれど、意識がないみたいだから安心はできないだろう。こっちは味方ということかと、僕は把握する。

　これを守り、あれを破壊する。

「あなたの力が必要です。アーロン」

　彼女が、僕の名前を呼んだ。

　その瞬間、ぼんやりと霞かすみがかっていた思考が、風に吹き浚さらわれたかのように急にクリアになった気がした。視界が晴れ、いろいろなものが見えてくる。いや、見えた情報を処理する回路が正常に作動しはじめたのか。頭の中の抽象的な歯車が嚙かみ合い、回りだす。

　僕が誰かに必要とされたのなんか、これが初めてのことだ。

　今から思い返してみれば、彼女のその言葉で僕は、僕というこの人格、この自我は、ようやく本当の意味でこの世界に生まれたのだと思う。

　僕は自然とすこしだけ口の端をあげて、彼女を見た。

「要は、あの連中を全部倒せばいいんだね？」

「はい。そういうことです」

　目が合った。

　自おのずから発光しているかのような、奥底に絶対的な力を秘めた紅い瞳だ。

　そうだ。最初に一目この瞳を見たときから、僕はすでに彼女を愛していたのだと思う。崇拝していたといってもいい。それくらいに力強く、支配的な瞳だった。

　完全に彼女に隷属してしまうことが、この上ない美徳にさえ思えるほどに。

「わたしのことを守ってください、アーロン」と、彼女が言う。

「ああ、大丈夫。壊すやり方なら、知っている。任せてくれ、姉さん」と、僕は答える。

　腰を落とし、戦闘態勢をとる。

　これからずっと、この人を守っていこうと思った。

　これからの一生を、彼女のために生きようと決心した。

　僕の命のすべては、ただ彼女のためだけに使い潰そうと、僕はこのとき、一瞬にして決断していた。
















「近づかないで!!」と、叫びながら、アニーが手と顔の表情と全身のポーズと、とりあえず随意筋で動かせる身体の部位のすべてを動員して拒絶を表現した。猫だったら背中の毛を逆立てて尻尾を膨らませている状態だ。

　こういった場合、できれば本人に問いただすことなく自ら正解を探り当てるのが望ましいけれど、しかし、なんの前触れもなくいきなりこれだから、どれだけ考えても原因と言えそうなものに思い当たらない。仕方なく、僕は彼女に訊きく。

「どうしたんだ、アニー。いったい今度は、なにを急にグズっているんだ」

　アニーに要求された用事をすべて片付けて、その間、吞のん気きにぐーすか昼寝をしていた彼女を起こしにいったら、飛び起きるなり即座にこの状態になっていた。

　彼女の理不尽な振る舞いにはもうすっかり慣れてしまっているけれど、それにしたって、いくらなんでも理不尽だと思う。

「嫌！　やめて！　それ以上一歩たりともこちらに踏み込まないで!!　撃つわよ!!」

「分かった。分かったからアニー、落ち着いて。君はいま少し混乱している。混乱しているときに、混乱したまま何かの行動を起こすべきじゃない。とにかく、そのさりげなく構成しているエッケザックスの魔方陣を解除するんだ」

　さすがの僕でも、アニーの全力のエッケザックスをまともに食らえば、たぶんまったくの無事では済まない。僕の身体はとてつもなく頑丈にできているけれど、自然に治癒するということがないから、損傷したらあとで直すのが大変だ。

「ぜんぶ君の希望に沿ったじゃないか。浴室の壁までぶち抜いて浴槽をわざわざ日向ひなたにまで引っ張り出してきたし、ボイラーから配管をつないで手押しポンプでお湯も送った。洗濯の準備もしたし、こうして着替えも用意した。ものすごく面倒くさかったけれど、それでアニーが喜んでくれるならと僕なりに一所懸命に頑張ったんだよ。そりゃもちろん、こんな山間の寂れた村落だから、ありものを使った突貫工事でしかないし、北部の高級リゾートと同じようにとまではいかないけれど、使ってみれば見た目ほど悪いものじゃないってアニーにもきっと分かるはずだ。褒められこそすれ、そんなすごい剣幕で怒られるようなことをした覚えはない。いったいなにがそんなに気に入らないっていうんだ？」

「その服の柄よ!!」

　困惑する僕に向かって、アニーがビシッと人差し指を突きつけてくる。なお、アニーの指先からは不意に光弾が飛び出してくる危険性もあるので、油断はできない。

　指摘されて、僕は自分が着ている服を見下ろす。

「アニー、猫は嫌いか？」

「そういう問題じゃないわ！　なんなのその想像を絶したダサい絵柄は!?」

　いつものヒラヒラとした方衣のままでは作業がし辛づらかったので、そのへんの家から適当な服を拝借したのだ。海岸に寝そべりワインを飲みながらガレットを頰ほお張ばっているご機嫌な表情の猫という、幸福という概念を平面に詰め込めるだけ詰め込んだみたいな絵柄が全面に大きく印刷されていて、なかなか素敵だと思う。

「しかしアニー、現実問題として、方衣もそろそろ洗濯しなければならないし、一度脱がないことには洗濯できないだろう？　洗濯が終わるまで全裸で過ごすのもどうかと思うし、服が乾くまでの間、仮に着ておくというだけの話だ。なにも別に、今からこれを着てダンスパーティーに行こうってわけじゃない」

　僕がそう言って、アニーのために探してきた服をペロンと広げると、アニーは怯おびえきった表情で「なにそれ!?　なんなのその柄!?　どんな文化圏に属しているのこの村は??」と、悲痛な声で叫ぶ。なんだったら、ちょっと涙ぐんでさえいる。

　ちなみにアニー用の服は、レトロなデザインの自転車にタンデムしているキャスケット帽を被かぶった犬と猫という、異文化間の相互理解の素晴らしさを伝える啓けい蒙もう的で見事な柄だ。

「大丈夫だ、アニー。君ならきっと、何を着てもよく似合う」

「似合ってしまったらそれはそれで大問題よ!!」

　そう叫んだ後で、今度はアニーは頭を抱え、へなへなとその場にしゃがみ込んでしまう。

「ああ、なんてこと……。アーロンの教育には細心の注意を払ってきたはずなのに、なにがどうしてそんなクソダサ服を自信満々に着こなすような弟になってしまったの」

　ヨヨヨと泣き崩れるアニーに歩み寄り、僕は一言「似合わないかな？」と、訊いてみる。

「妙に似合っているのがますますヤだ」と、涙をぬぐいながら、アニーは首を振る。

　まあ、こういうのはなんにつけ、自信満々で着ていればだんだん見慣れてきて「ひょっとしたらアリなのか……？」と、思えてきてしまうものだ。中途半端に恥ずかしがったりしているのが、なによりもよくない。どうせやるなら徹底的に、だ。

「ほら、よく見てアニー。犬も猫も、とても幸せそうな顔をしているじゃないか。この二匹は種族は違うけれどもとても仲良しで、親友なんだ。すごくハッピーな柄だろう？　幸福であるのは良いことだ。きっと、アニーが思うほどに悪いものじゃない」

　それに、散々探してみたけれども、新品っぽい服はこれくらいしか見つからなかったのだ。誰か他の人間が一度袖を通した服なんか、たとえどれだけ入念に洗濯したところでアニーは嫌がるだろう。つまり、現状ほかにとれる選択肢はない。限られた時間の中で、最悪の中から最もマシな最悪を選び続ける。それがこの世界を生き抜くということなのだ。

「いい……、あとで考える。とりあえずお風呂に入るわ」

　そう言って、アニーはブスッとした表情のまま立ち上がる。あまりにも不機嫌なのでヒヤヒヤしたけれど、僕が準備した露天風呂を一目見るなり一瞬で機嫌は直ったようだった。「まあ、パーフェクトだわ、アーロン」と、顔の横で両手を組んで目を輝かせている。

　この山間の村落での最重要課題は、風呂の確保だった。

　というより、そもそもアニーがどうしてもお風呂に入りたい、それもちゃんとたっぷりのお湯を張った湯舟につかりたいと駄だ々だをこねたから、わざわざルートを迂う回かいしてまで、入浴設備が期待できそうな大きめの人里を探したのだ。都市部ならまだしも、こんな辺境の山間部でそれなりの入浴設備が確保できたのはラッキーだった。

　一仕事終えた後で、アニーは「どうせなら露天風呂がいい」という無茶振りだけを残してすぐに昼寝をはじめてしまったので、その間、僕は自分なりに色々と考えて、なんとかそれっぽいものを作ってみた。

　こういった工作というか、今あるものでなんとかそれっぽい形にしていく作業は、丸々二年ほど取り組んでいたことがあるから得意なほうだし、わりと楽しい。

　緑の濃い森の中の開けた日向に、白いホーローの湯舟がポツンと置いてあるというのは開放的で気分が良さそうだし、送水パイプの手作り感が逆に風情と言えなくもない。

「あ～！　最高!!　最高に生きてるって感じがする!!」

　早々にスポーンと裸になって湯舟に飛び込んだアニーが、大きく伸びをしながら大声を出す。「それはよかった。頑張った甲斐かいがあるってものだよ」と、僕は答える。

　一見、完全にリラックスしているように見えるけれど、入浴中ですらアニーの四肢に刻まれた模様の上には、絶え間なく蒼あおい小さな光が走っている。こうしている間も、常に同時並列的になにかの魔方は実行し続けているのだ。

　宿命的なマルチタスク型の思考回路。たんに、常に気が散っていると言ってもそれほど間違いではない。ただ、その頭脳が圧倒的な計算量を持っているから、どれだけ気が散っていようとも、投入できる計算リソースは常人を大きく上回る。

　たとえ眠っていても、彼女の魔方陣が完全に停止することは滅多にない。寝ている間でさえ、その脳髄はなにかを考え続けている。

「あ～、気持ちいい～。ありがとうね。アーロン」

「どういたしまして」

「あと、さっきはごめんなさい」

「ああ、別に気にしてないよ」

「その服はやっぱり、どうかとは思うけれど」

　僕はアニーがお風呂に入っている間に、彼女が脱ぎ捨てた方衣を拾って桶おけで洗濯し、木々の間に通した洗濯紐ひもに干す。上等な石せつ鹼けんもあったしお湯も使えるから、面白いくらいに汚れが落ちて、洗濯そのものもそれなりに楽しい。

　太陽はちょうど南中にある。深い森に囲まれた、この谷間の村落にも陽ひ射ざしが届いて、とても暖かい。この調子なら、日暮れまでには洗濯物も乾くだろう。

　世界は日に日に緑の色合いを濃くしている。近頃では日付すらもあまり把握していないけれど、季節は春を過ぎて初夏に差し掛かったと判断してよさそうだ。強い光が僕の影を地面の上にくっきりと映していて、むっくりと起き上がって口を利きそうなくらいに存在感を主張している。

　警戒のために、動体を感知する魔方円を周囲に大きく展開しているけれど、その内側に大型の気配はない。小さな虫や、小型の動物のような細々とした気配がノイズのように、魔方円に接続した僕の認識をくすぐっている。

「それで、とりあえず今日はここに滞在するとして、明日からはどうするんだ？」と、寝床に使うためのシーツや毛布を洗いつつ、僕はアニーに声を掛ける。

「う～ん、最終的にはユージーンと決着をつけないといけないから、魔方殷いんを目指して北に移動していく感じね～」

　石鹼で長い髪を揉もみながら、アニーは間延びした声で返事をする。温めると声が伸びる仕組みなのかもしれない。

　ユージーンは今では魔方殷の総長の座に収まっているはずだ。彼女自身が魔方殷の外に出てくる機会は滅多にないという。ユージーンを仕留めるつもりなら、帝都の魔方殷へとこちらから攻め入るしかない。

「しかしそうなると、魔方殷を覆っている防御結界がやっかいだな。ライルの時みたいに、こっそりと侵入して一気に肉薄して仕留める、なんていう真似まねはできないだろう。あれを破るなら、どうやったところで、ある程度は派手にならざるを得ない」

「そうね～。それに神の槍やりレーヴァテインもある。あの超威力のビームの直撃をまともに食らえば、いくらアーロンの身体からだでも耐えられないわ」

　魔方大国である神聖アビエニア帝国において、魔方の最先端をいく機関が魔方殷だ。

　教育機関であり、研究機関であり、軍事的にも重要な役割を担っている。

　建物じたいが堅けん牢ろうな城塞だし、全体をドーム状に覆う空前絶後の規模の防御結界は、ライルのイージスの原理を応用し近似的に再現したもので、あらゆるものとまではいかずとも、大抵の攻撃は防いでしまう。そう易やす々やすと打ち破れるものではない。

　さらに魔方殷の中央にそびえる大尖せん塔とうには、外敵を一瞬にして薙なぎ払う光線を放つ超威力の魔方兵器レーヴァテインも備えられている。そしてもちろん、ユージーンを筆頭に、大陸最強レベルの方術士たちがうようよといるのだ。

　名実ともに、魔方技術の最先端をいく最高峰の施設であり、組織。それが魔方殷だ。

「内部にいたときは心強かったけれど、あれを攻め落とすとなると、骨が折れそうだ」

「でも逆に言えば、魔方殷を取り戻してしまいさえすれば、ほぼ完全に安全ということ。ライルとユージーンを倒した上で魔方殷を占拠できれば、たぶん、もうこの大陸にあの防御結界を突破できるような方術士は存在しないもの」

　アニーは一度大きく息を吸い込んで、ドボンッと湯の中に潜った。髪についた石鹼をいっぺんにゆすいでしまうつもりらしい。効率的かもしれないけれど、すこし子供っぽい。

　アニーが湯から顔を出し、ブルブルと頭を振って水気を切る。普段は白にも近い色素の薄い蒼髪が、水に濡ぬれてやや濃い色になり、頰ほおに一筋貼りついている。

「まずは安全を確保してから、その他の〝善き人〟たちは、後でゆっくり順番に殺していけばいいわ」

　１８０度反転してうつぶせになり湯舟の縁に両肘をつくと、アニーはそう言ってスイッと視線を村外れに積み重なった死体の山のほうへと向けた。

　僕たちがこうして昼の日中からのんびり露天風呂だの洗濯だのと洒しや落れこんでいられるのは、もちろん、すでにこの村落の住民のすべてを殺し終わっているからだ。

　と言っても、結局今回もほとんどすべてアニーがやってしまって、僕はただ待っているだけだった。風呂の確保が最優先なのだから、うっかり僕が壊してしまったら、わざわざ寄り道までした意味がなくなってしまう。

　カルヴェリアで目に付く限りの〝善き人〟たちを皆殺しにした後、さすがにアニーが体力の限界を迎えて、僕たちは森の中に逃げ込み、その後は身を隠しつつ、しばらくは山間の小さな集落を襲撃してなんとか食いつないでいた。その途中で、唐突にアニーがどうしてもお風呂に入りたいとゴネだして、この村落までやってきたのだ。

　アニーは森の中に身を隠したまま、まず手近な住民をひとり魔方で狙撃して、最小限の破壊で始末した。

　あとはその死体を操作して、残りの住民を次々に殺させていけばいいという寸法だ。

　血が流れると掃除が大変だから、首を絞めるか、出血しないように頭部に打撃を与えて殺したほうがいい。アニーは同時に多数の死体を操ることもできるから、殺したら殺したぶんだけ使える手駒は増えて、効率は指数関数的にあがっていく。

　百人にも満たない集落は、一刻とかからず全滅した。死体操術ネクロマンスを使えば自ら歩いてひとまとまりになってくれるから、最終的な死体の処理も簡単で、なにかと便利だ。

　洗濯を終えた僕は、すこし離れた木陰に入り、樹きの幹に背を預けて座る。流れる雲が太陽を隠して、陽が陰った。計測すると、上昇を続けていた気温がやや下降に転じている。気が付けば、もうずいぶんと長い時間アニーは風呂に入っている。今は心地の良い陽気だが、山間だから、まだ夜は冷えるかもしれない。

「アニー。そろそろ出たほうがいい。完全に陽が陰ってからでは、身体が乾かない」

　僕はつい、アニーに対してこうした忠告めいたことを言いたくなってしまう。たぶん、彼女の外見的な幼さや、時折見せる子供っぽい仕草が僕になにかを錯覚させるのだ。けれど原理的に、僕が知っていることは当然、彼女だって知っているのだから、僕が彼女に与える情報には基本的に意味などない。

「そんな悲しそうな顔しないの」と、アニーが僕のほうを振り返って、柔らかく笑った。「こんな忠告には意味がない、と思ったのでしょう？」

　ザバンッと勢いよくアニーが湯舟を出る。裸足はだしのまま草地の上を洗濯紐のところまで歩き、干していた木綿布を外して身体を拭く。

「もしも、コミュニケーションの価値が情報の交換にあるのだとしたら、この世界のあらゆる会話はまったくの無意味ね。だって、わたしはなんでも知っているもの」

　それはそうだろう。アニーはたいていのことを既に知っているし、なんでも知ることができる。それが、彼女の生まれ持った資質なのだから。

　アニーはただ手で触れるだけで、あらゆる情報を瞬時に読み取ることができる。情報を得る手段としては、言葉によるコミュニケーションというのは彼女にとって、非常に効率が悪く、しかも不正確だ。

「言葉の価値を決めるのって、そこに含まれている情報ではないでしょう？」

　木綿布をくるりと身体に巻き付け、頭に手ぬぐいを被って、アニーは僕の膝と膝の間に背中を向けて座る。髪を拭いてほしいという意味の行動だ。その理解に言葉は必要ない。

「じゃあ、なにが言葉の価値を決めるんだ？」

　僕が手ぬぐいで彼女の頭をかき混ぜながら訊くと、アニーは前を向いたまま「その言葉を言ったのが誰であるかが、ほとんどね」と、答えた。

「発話者の肩書きや権威が言葉の価値を決めるという意味か？　まあ、そういう側面もなくはないだろうけど、あまり健全な思想ではない気もするな」

「そういうことではないのよ」

　アニーがグッと首を反らせてこちらを見上げてきたので、僕はいったん髪を拭く手を止める。僕はアニーを見下ろしていて、アニーは僕を見上げている。お互いの顔がお互いの視界の中で上下反転している。

「誰かの決めた肩書きや役職なんて、わたしには関係ないもの。わたしにとってその人がどういう人なのか。それだけが、言葉の価値を決めるのよ。忘れたの？　あなたがわたしにそれを教えてくれたのよ？　アーロン」

　好きよ、アーロン。愛している。そう言って、アニーがやわらかく笑う。

　それは、僕が既に知っている情報だ。

　なるほど、たしかに言葉の価値を決めるのは、そこに含まれる情報の目新しさや有用性ではない。既知の情報でも、実用に資するものでなくても、何度も聞いた言葉でも、価値のある言葉には価値があって、目減りすることもない。

「ああ、僕もだ、アニー。大好きだよ。愛している」と、僕は応じる。

「触って」と、アニーが言ったので、僕は彼女の頰に掌てのひらをあてる。アニーは僕の手の甲に両手を重ねて「アーロンの手は冷たくて気持ちがいいわ」と、呟つぶやく。

　僕はまた、不意に悲しくなってしまう。

　僕が初めてアニーの手に触れたとき、その温かさにはずいぶんと救われた。けれど、僕の手がアニーを温めるということはない。僕の手は冷たい。

「また、すぐにそうやって悲観的になる。アーロンの悪い癖ね」

　アニーがすこし眉をひそめて笑う。今度は、悲しそうな笑いかただ。

「まだわたしが、ユージーンや他の子供たちと一緒に幼稚舎にいたころ、大講堂の椅子に座ったら、前の講義で座っていた他人の体温がまだ残っていて、すこし温かかったの」

　そう言って、アニーが前を向いたので、僕はまた彼女の髪を拭く作業に戻る。濃い蒼色になっていた髪が、乾くにしたがって、だんだんと本来の白に近い淡い蒼になっていく。

「温かくて、湿っているような気がして、気持ち悪くて、とても嫌だった」

　多くの人間の人格や精神を嫌っているのと同様に、彼女は生きた人間の持つ体温や、体臭、吐息に含まれる水分。そういったものまでもひどく嫌悪している。多くの人間の人格に対する嫌悪感が、生きた人体そのものにまで関連付けられてしまっているのだろう。なんらかのパラノイアだろうとは思う。

「アーロンは好きよ。冷たいし、乾いていて清潔だもの」最後にそう言って、アニーは僕の膝の間から立ち上がる。少し悩んだ末に、なにかを振り払うように頭を振って、結局僕の用意した服を身に付ける。やっぱり、アニーはなにを着ても似合う。素晴らしい。

「さて、お腹なかが空すいたわね。アーロン、お昼ごはんにしましょう」

　ちょっと不自然に、話を逸らすみたいにアニーがそう言った直後「はあ～、相変わらず随分とアレなことをしますね～」と、聞き覚えのある声が響いた。

　瞬間、僕は相手を視認もせず反射的にそちらに拳を、神の槌つちミョルニルを振る。普通なら、そいつが誰であったとしてもその一撃で粉々になったはずだ。

　だが、逆に僕が顔面に衝撃を受けてよろめいてしまった。

　なんだ？　なにが起こった？

「おっとおっとぉ～？　も～、ほんとアレだなぁ。そんなのアレしたら、普通はヤバいからね？　相手が僕だから、まだ良かったものの」

　声のほうに目を向ける。磁器人形のような前時代的な意匠の赤いドレスに身を包んだ背の低い女が、当たり前みたいな顔をして立っていた。気付かないうちに接近してきた、という風ではなく、どこかから急に生えたみたいな感じだ。

　見た目だけなら、少女と形容しても間違いではない。馬鹿みたいな巻髪は黄金色。膝上丈のスカートはボリュームのあるペチコートでぶわぶわに膨らんでいて、畳んだ日傘をクルクルと回して弄んでいる。

　どうやら拳を避よけ、カウンターで日傘の先を僕の顔面にブチ込んできたらしい。ただの日傘なら僕に衝撃を与えるどころではなく、触れた瞬間に傘のほうが粉々になっている。見た目はただの日傘だが、魔方陣が織り込まれた魔方器なのだろう。

「エルシー」

　アニーが身構え、そいつの名を呼ぶ。こいつのことを完全に忘れていた。ユージーンの他にも唯一、この世界において僕たちの脅威になりうる存在。

　原初の方術士、エルシー・パルー。

「いえ～い☆　おひさしぶりぶり」

　呼ばれたエルシーは満面の笑顔で、親指と小指だけを伸ばした謎のハンドサインをつくり振る。どこかの文化圏ではおひさしぶりのジェスチャーなのかもしれない。

「あはは、なかなか良い趣向じゃないか。森の中で陽の光を浴びながらのお風呂。後で僕も借りたいくらいだぁ～～～っぶな!!」

　エルシーがアニーに喋しやべりかけているところに試しに殴り掛かってみたけれど、エルシーは難なくそれも躱かわす。続けざまに左のフック、右のアッパーと繰り出してみても、すべて紙一重で避けられる。その間、エルシーの片手はずっと腰に添えられたままで、余裕が見える。口で言っているわりには、危なくすらない。

「あっ！　ちょっ！　ほんとあぶなっ！　んも～～っ!!」

　頭を狙った跳び蹴りを、エルシーは日傘を開いて受け止める。ただの傘にしか見えないそれは、僕の蹴りにもビクともしない。逆に、鋼鉄の塊でも蹴りつけたみたいな重い反動が僕の身体からだに跳ね返ってくる。

「ちょっとは落ち着きなさいって！」

　身体が浮いていたところをエルシーのローキックで払われて、僕の身体は面白いくらいに回転しながら地面に叩たたきつけられる。視界が猛スピードで回転し、一瞬、状況を見失う。あわててエルシーの姿を探すと、エルシーは日傘をさして首を傾かしげにっこりと微笑み「ごめんあそばせ？」と、どこかのお嬢様のような妙なポーズを決めていた。

「あのね～。相手もちゃんと確認しないうちから、そのとりあえず殺しておけばいいや、みたいなアレはヤバいよ？　いくら君が優れた方術士だとしても、死体を操るのがせいぜい。本当の意味で死者を蘇よみがえらせることなんてできないんだ。殺しちゃったら、取り返しがつかないでしょ。殺しちゃアレな相手だったらどうするの？」

　エルシーが大げさに肩を竦すくめ、溜ため息いきをつく。いちいち仕草が芝居がかっている。

　僕はゆっくりと立ち上がりつつ、視線はエルシーから外さない。

「ほらそこ！　そっちもどさくさに紛れてアレしてみようと試みない!!」

　エルシーがビシッ！　と傘で指すと、後ろで淡々と強力な破壊の魔方陣を組み立てていたアニーの構成が、蒼く光る霧となって霧散する。方学反応をキャンセルされたのだ。

　それはつまり、エルシーの計算量がアニーのそれを上回っていることを意味する。

「まったく、四百年もかかってようやく僕にアレするレベルの方術士が出てきたと思ったら、それがこんなにヤバいアレなんだもの。僕の気持ちも慮おもんぱかってもらいたいよね。え？　人間嫌いの潔癖症で触るもの皆殺しのバーサーカーでしょ？　そのうえおまけに、ブラコンで死体愛好家ネクロフイリアときている。属性盛りすぎでヤバいでしょ～」

　そう言ってエルシーが天を仰ぎ片手で顔を覆っている間にも、水面下ではアニーとエルシーの間で魔方の構築とキャンセルがせめぎあっている。

　魔方の威力は、そのまま使用者の計算量に比例する。

　計算が速ければ速いほど、より複雑で強力な魔方を行使することができるし、計算量で相手を上回っていれば、相手の魔方を発動前に阻害して分解してしまうこともできる。

　原初の方術士と、現世最強の方術士だ。計算量が匹敵するのもおかしくはない。

「どうも。お久しぶりです、マスター・パルー」と、アニーが魔方の構築を放棄して、無感情に返事をする。とりあえず、不意打ちで殺してみるのは諦めたらしい。「今日は、どういったご用向きで？」と、眉を片方あげる。

「うん？　いやまあ、度々言っているように、僕はただ見届けるだけの者。既に遍あまねくナニに過ぎないから、現世に対してご用向きは別にないんだけどね。見ることと覚えておくこと、あとはちょっとアレしたりするだけ。でも、お喋りするくらいはできるから、そうだね、君とお喋りをしにきたってところ」

「お喋り、ね」

　方術士であれば、いや方術士でなくとも、少なからずの教育を受けたことがある者なら誰でも、エルシーの名は知っている。四百年前、魔方の基礎を体系づけた、原初にして歴史上最強の方術士だ。この四百年の間に方学制御の理論や技術は飛躍的に向上したが、その基底そのものはエルシーが作り上げた時点で完成していて、変わっていない。

　あらゆる方術士の業績は、エルシーという礎の上に築かれた楼閣だ。

　四百年前の、教科書に載るような歴史上の、普通であればもうとっくに死んでいるはずの人物だ。あまりにも抜け抜けとした質感を伴って存在してはいるが、おそらく生きた人間ではない。遍く概念として今もまだなお現世に留とどまっていると聞いてはいたけれど、実際に目にするまでは、まさかこんなにもはっきりとした形態をしているとは考えていなかった。もっと捉えどころのない抽象的な存在か、あるいは単に、神様は万物に宿りいつもあなたを見ています、といった類の、宗教的な比喩かなにかだと思っていた。

　エルシーと実際に会ったことのある人間など、そう多くはないだろう。世界中の最新の知が集う魔方殷いんにいた頃でさえ、そんな話は聞いたことがなかった。むしろ、海を割って大陸を出ただとか、龍りゆうに乗って山脈を越えたとかの、あまりのエピソードの盛りっぷりに、一部の歴史研究家の間では実在そのものが疑われていたほどだ。

　これからも遍く概念として世界を見続ける、という言葉を残して歴史上から姿を消して以来、二度と記録に現れたことはない、ということになっている。

　ところが、僕たちの前にはこうしてときどき、不意に姿を顕あらわす。

　完全な神出鬼没。索敵用に展開していた魔方円にもなんの反応もなかったし、目の前にいるはずの今でも反応はない。

　本当は、ここには存在していないのかもしれない。

　僕もアニーも、幾度となくエルシーを殺そうと試みてきたけれど、未いまだに一度の有効打も与えられたことはない。完全に遊ばれている。

　けれど、エルシーのほうには僕たちと敵対するつもりはないらしく、攻撃を捌さばきはするものの、あまり本気で反撃してはこないから、今のところはどうにかなっている。

　けれど目的が分からないし、なにより、見逃されているみたいな感じが癪しやくに障る。

　本人曰いわく、ただ見届けるだけらしいけれど、今後も敵対しないという保証はないし、殺せそうなら殺しておくに越したことはない。とはいえ、無駄に危険を冒してまで、敢あえて殺さなければならないというほどでもない。

　まあなんというか、やりにくい相手だ。

「わかりました。お喋りをしましょう」

　アニーが降参を示すように両手を広げて答えると、エルシーは「も～、最初っからそうしてくれればアレが早いのに。僕だって、いちおう疲れたりはするんだからさ」と、ブツブツ文句を言いながら、ヒョイッとなにもない虚空に腰掛けて足を組む。

「えっと、それでなんの話だっけ？　あ、そうそう。う～ん、つまりね？　僕も二年前の時点では、まさか君が本当にここまでアレしてしまうとまでは考えてなかったから、少し驚いているんだ。責任を感じてもいる。なにしろ、本来なら君は二年前に死んでいたはずなんだし、それを自分のただ世界を見守るというアレを逸脱してまで手助けしてしまったわけだから、今のこの状況は僕が招いてしまったとも言えるわけでね」

　魔方殷が〝善き人〟たちの手に落ち、東へと逃げ出したアニーの元に不意に現れたのがエルシーだった。なんの気まぐれか知らないけれど、エルシーがユージーンの認識を欺いてくれたおかげでアニーの逃走がすこし楽になったのは事実だ。

「そんなわけで」

　思い直す気はないのかい？　と、エルシーが悪戯っぽく笑って、首を傾かしげる。

「その指示語ばかりなのはどうにかならないのですか？　なにを言いたいのかがよく分からないわ」と、言葉にやや棘とげを含ませるアニーに、エルシーは「あ～ごめんごめん。なにしろ、もう随分と長くただ世界を見続けていて、人と喋ることなんかなかったからね。あまり咄とつ嗟さに言葉が出てこないんだよ」と、かぶりを振る。

　人間の知性は概おおむね十代の後半でピークを迎え、その後は緩やかに劣化し続ける。同じ曲線で四百年間、知性が劣化し続けたと仮定すれば、こんな風になってしまうのも頷うなずける。要するに、ものすごい呆ぼけ老人のようなものか。

「まあ、なんていうのかな。君には君の気に入らない部分はあるのかもしれないけれど、そうは言っても現状で世界はそれなりにうまく回ってはいるんだよね。人々はただ、普通に働き、学び、文化を紡ぎ継承し、愛を育み子をアレしているだけじゃないか。なにもそんなわざわざ、ゴミみたいにアレして回ることもないんじゃないの？」

　エルシーはリズミカルに、畳みかけるように捲まくしたてる。落ち着きのない子供のようだ。

「そのアレはなにを指示しているの？」

「え～っと、殺す？　破壊する？　君がその行為をどういう風に認識しているのかは僕の知ったことではないけれど……」と、エルシーは振り返って親指で死体の山を指す。

「つまり、ああいうこと。やっぱりね、ごく素朴に、人殺しはよくないよ」

「人殺し」と、アニーはエルシーの言葉を復唱する。「人殺しっていうのは、人を殺すことでしょう？」

「〝善き人〟たちは、人ではないと？」言って、エルシーが眉を片方だけあげる。

「ええ、そうですね。人っぽいだけで、人ではない。あれは人を再演しているだけの残響。プレイヤーで再生されたレコードの音のようなものです」アニーが返答する。

「人の定義の問題だよ」

　アニーもエルシーも、会話のラリーが速い。お互いに、言葉に詰まったら負けだと思っているのかもしれない。

「外から観察する限り、彼らの姿は人そのものだ。つまり、人間だよ。人間を人間たらしめているのって、実は人間らしい外見であり、人間らしい振る舞いなんだよね。だからこそ、僕は遍く概念となった今でもこの形態を維持しているわけで。見た感じで充分に人間っぽいのであれば、それはもう人間なんだ。チューリングテストって知ってる？」

「……いいえ？」アニーは眉根を寄せて、小さく首を横に振る。

「あれ？　意外だな。君にも知らないことがあるんだね。ああそうか。そういえば、この世界にはまだ存在していない概念だったかもしれない。まあなにしろ、外から観察して人間と区別がつかないのであれば、その内部構造なんかどうでもいいってことさ。彼らは人間。その形態がすこしシフトしただけの話だよ」

「けれど〝善き人〟は人を殺します。殺されないためには先に殺すしかない」

「それは今度は死の定義問題だね。人の死というのも、存外流動的な概念なんだ。君は、人の死をちゃんと定義できる？　その定義の妥当性を証明できる？　たとえば、頭に外傷を負ってすっかり人格が変わってしまった人は、もう死んでしまっているのかな？　薬物やアルコールにすっかり侵されてしまった人は？　植物状態や脳死状態はどう判断する？　〝善き人〟は確かに人を殺していると言える？」

「聞き飽きた詭き弁べん」と、アニーはうんざりした顔を作り、手を払う。「先が見えました。これ以上その話を続けるつもりはありません」

「あ～、待って待って。まあ、そうヘソを曲げなくてもいいじゃないか。ほんと、自分の正義を迷いなく確信しているんだね」

「当然です。自らの正義を信じることができなくてどうするのですか」

「そりゃあね。正義でも信じてなければ、ここまで残忍なことをただの人間ができるわけがない。正義は心の麻酔だよ。静脈に正義を注入する。正義で心を鈍らせて、人は自らの残虐な行為を正当化する。自分たちの行いは善であり正義であると合理化して、それに酔う。つまり、残念ながら君も脆ぜい弱じやくで柔らかな心を持った、優しい人間に過ぎないということだね。けれど、酔った勢いでなければできないようなことは、本当はするべきじゃないんだ、やっぱり。実のところ、君だって〝善き人〟を殺しまくることに、心のどこかで迷いがあるんだろう？」

　ビシッと人差し指を突きつけて、自信満々にそう指摘してくるエルシーに対し、アニーは「いえ、全然」と、無表情のまま即答する。

「んにゃぴ」と、よくわからない呻うめき声ごえをあげて、エルシーが伸ばした人差し指を中途半端に曲げる。「う～ん、君たちの素朴な良心に訴えかけるのは無駄か～。もうちょっとはなんかあると思ったんだけどな。えっと、じゃあ次の筋……」

　自分のこめかみを指でグリグリとしながら、エルシーが食い下がる。興味を失いつつあるアニーと、会話を繫つなごうとする。意外なことに、不機嫌そうではあるものの、アニーはエルシーが次のトピックを提示するまで腕を組んで大人しく待っている。

　話を続けるつもりはあるらしい。

　ひょっとすると、アニー自身もエルシーとの会話に多少の面おも白しろ味みを感じているのかもしれないな、と僕は思う。アニーが僕以外の人間（エルシーが人間かどうかは微妙なところだが、少なくともなんらかの知性体ではある）と会話をするのが実に久しぶりのことであるのは、事実なのだ。そのうえ、エルシーはこの世界でおそらく唯一の、アニーに匹敵する知性の持ち主なのだから。理論上は、そのはずなのだから。

「まあほら、アレじゃん？　僕っていちおう、君の命の恩人なわけだし、ちょっとくらいは僕の顔を立ててくれてもいいと思うんだけどな」

「その節はどうも。けれど、別にわたしが頼んだわけじゃないわ」

「ん～、そうだね。うん、その通り。あれは完全に僕が勝手にやったことだ。恩に着せるのは筋違いだっていうのも、まあ分かる。ん～、なんだったんだろうね、アレは。やっぱり、ひとつのパラダイムというか、ひとつの時代、ひとつの世代、ひとつの世界が終わってしまうのを偲しのびないと思う、ただの一種のノスタルジーだったのかなぁ」

「独り言なら余所よそでやって下さいませんか？　マスター・パルー」

「おっと、ごめんごめん。なにしろずっとひとりで考え事をしてばかりで、人と喋しやべるなんてことが滅多にないからね。油断すると、すぐに内省的になってしまう。まあね～、僕からしてみれば君も〝善き人〟たちも、どちらも僕の築いた魔方という知識体系を継承していく、愛いとしい僕の弟子みたいなものなんだ。僕は誰にも肩入れするつもりはないし、世界は基本的に今を生きている若者のものだから、あまり老人がやいやい口出しするのもアレだけれど、そうはいっても、なにかが完全に滅びてしまうというのは、とても哀かなしい」

　分かるかい？　と、エルシーは首を傾げる。

「僕はなにも、君にゴミみたいに殺されてばかりの〝善き人〟たちのことだけを憂えているわけじゃない。このままいけば、どうせどこかのタイミングで君も死ぬことになる。それもね、僕はあまり嬉うれしくない」

　できれば、どこかいい感じのところで折り合いをつけて、双方ともにいい感じにやっていってもらいたいものだけどね～、と、こめかみを指で叩たたく。

「仕方ないわ。これは歴史上何度も繰り返されてきた、価値観と価値観のぶつかり合い。世界と世界の戦いなんだもの。どちらかが完全に世界を染めるまで、終わらない」

「世界と世界ね。でも、君はただの個人じゃないか」

　エルシーはおかしそうに、口の端をあげる。

「たしかに君は強いよ。尋常でなく強い。ロバート皇帝もグランディン国王も殺しちゃったんだって？　それに、ライル・ベネディクトもだ。彼は間違いなく、世界最強の一角だったから、彼を滅ぼしたということは、君もまた世界最強に数えていいだろう。現状、君たちは世界を相手に、かなりの善戦をしていると言っていい。この調子でいけば、結構いい線まではいくかもしれない。けれど、たとえ君が真に世界最強の方術士だったとしても、やっぱりどうやったところで、個では種には勝てないよ」

「勝てるわ」と、アニーは即答する。「わたしとアーロンのふたりでなら」

　あはは、と、エルシーが声をあげて笑う。

「いや～、予想はしていたけれど、異常だね。せめて有終の美を飾ろうとかそういうつもりじゃなくて、本当に勝てるつもりでこの大戦争をやっているんだ？　君の認識は異常だよ。歪ゆがんだ目で世界を見ているから、世界のほうが狂って見えているの。自分以外の世界のすべてが間違えていて、自分だけが正しいって、そう思っているんだよね？」

「ええ、その通りよ」と、アニーは迷いなく即答する。「真の理性とは、自分以外の世界のすべてが間違えていて自分だけが正しいと確信できるときに、自分だけが正しくて世界のすべてが間違えていると、曲げることなく迷いなく主張できるということでしょう？」

「う～ん、それ自体はそうなんだけれどね。それでも地球は回っている。けれど、認識を時代のエピステーメーに制限される人間には、真の理性とちょっと頭がおかしいだけの人の区別をつけようがないという根本的な問題はある」

　エルシーはやれやれと首を振るが、こいつはなにも分かっていない。

　アニーは世界そのものさえも凌りよう駕がする、この世界で最高の知性を有しているのだ。

　アニーは間違えない。

　世界の常識と、アニーの見識が乖かい離りしているのならば、それはアニーが正しく、アニー以外の世界すべてが間違えているのだ。他の可能性はない。

「思い直させることはできないか。じゃあ、仕方ないね。僕も僕の本分通りに、ただ見守らせてもらうことにするよ。この世界の行く末と、君たちの終わりかたをさ」

　そう言い残して、いつものようにフイッと消えてしまうのかと思ったら、エルシーはふと思い出したように「ところで」と、僕のほうを振り返った。

「ありえないほどダサい柄だね、その服。なにそのファッションセンス？」

　お前にだけは言われたくない。
















「マックフォレスターラン駅周辺一帯を吹き飛ばす爆発騒ぎ。幸いなことに、一般市民に死傷者は出ていませんが、これほど派手にやらかされては、いかに我々スレイプニルと言えども隠蔽しきれるものではありません」

　高い踵かかとのついた靴を鳴らして部屋の中を右に左にウロウロしつつ、ときどき眼鏡に触れながら、苛いら立だちを隠そうともせずに高い声で捲まくし立たてているのは、帝国諜ちよう報ほう機関スレイプニルの副局長、ヒルデガルダ・ローベンシュタインだ。姉さんがこっそり耳打ちして教えてくれた。大人しくしておいたほうがいいと。どうやら、彼女はこのすこしとうの立った女性のことを、恐れているらしい。

「応援を待たずに独断で行動したうえに、奪われたコンテナは損壊。犯人グループはひとり残らず、死体の欠片かけらすら残らないほどに爆発四散。これでは、真相を究明するどころか、犯人たちの身元を特定することすらままなりません。今夜のあなたがたの行動は軽率すぎますよ、ユージーン。それに、アンナ＝マリア」

「申し訳ありません、ヒルデガルダ副局長」と、姉さんは即座に返事をするが、その顔は人形のような無表情で、あまり申し訳なさそうではない。揃そろって椅子に座っているユージーンに至っては憮ぶ然ぜんとした表情で目を逸そらしているだけで、彼女たちのそういう態度が、余計に副局長を興奮させてしまっているようだ。

「分かっているのですか、ユージーン。あなたたちの今回の任務はなんでしたか？」

「え～っと、ディアボロに奪われたコンテナの追跡、および回収です」

　問われたユージーンは、顔を顰しかめながらそう答える。たんに、包帯でグルグル巻きにされている頭が、まだ痛むだけかもしれない。

「そうですね。決して、犯人グループをひとり残らず粉こな微み塵じんにしてしまうことではなかったはずです」

「あ～、大変申し訳ありません、ヒルデガルダ副局長」

「あの」

　と、部屋の片隅に所在なく立っていた僕は、おずおずと副局長に声を掛けた。

「犯人グループをひとり残らず粉微塵にしてしまったのは僕だから、それでその人が怒られるのは変な気がします」

　ユージーンは僕が犯人グループを粉々に破壊している間、気絶して床に伸びていただけだ。爆発の衝撃で飛ばされて頭を打ち意識を失っていたようだけれど、幸い、爆熱そのものは魔方障壁を展開して防いでいたらしく、怪け我がは大したことはなさそうだった。でも、そのせいで治療もそこそこに副局長室に呼び出されてこうしてお説教される羽目になっているのだから、なにごとも良し悪しではある。

　副局長は一瞬、僕をキッと睨にらみつけただけで、そのままユージーンに対して話を続ける。こちらを見たことは見たから、いちおう僕の存在を認識してはいるようだ。あまりにも完全に無視されているので、ひょっとすると僕のことが見えていないんじゃないかと訝いぶかしんでいたのだけれど、別にそういうわけではないらしい。

「いいですか、お嬢さんがた？　結果的にちょっと頭を打っただけで済んだからいいだろうという話ではないのですよ？　それはたまたま運が良かっただけのことで、今回のケースではあなたがたがふたりとも死んでいてもおかしくはありませんでした。ものごとというのは得られた結果のみでなく、その結果を得るためになにが失われたかも考慮して評価しなければなりません。たとえコンテナを確保できていたとしても、その代わりにあなたたちふたりを失ったのでは、わたしたちとしては大赤字と言わざるを得ません。あなたたちはスレイプニルの一角を担う貴重な戦力なのです。その自覚をもって──」

　副局長がどんどん早口になり、声もさらに一段高くなって口調も熱を帯びてきたところで、不意に扉がノックされて、薄く開いた扉から顔を出した男が「副局長」と声を掛けてきた。副局長は一度キッとユージーンを睨み、それから扉に歩み寄って男となにごとかを小声で話す。

「来客が入りましたので、一旦、席を外します。あなたたちはしばらく、そのまま待機してください」

　そう言い残して副局長が出ていき、部屋には僕たち三人だけが残される。

　言い方にきついところはあるけれど、ひょっとするとたんに姉さんとユージーンのことを心配しているだけなんじゃないのかなと思って、僕は少しだけ、あの副局長だという女性に対する評価を修正する。性根の悪い人ではなさそうだ。

「あ～、頭がガンガンする。副局長のあの声って、ものすごく頭に響くんだよね。ひょっとして、超音波振動とかなんじゃないのかな」ユージーンが椅子のうえですこし姿勢を崩し、頭を押さえて呻うめく。

「心配しているの。わたしたちのこと」姉さんがフォローを入れる。

　しばらくなんとも言えない沈黙があって──。

「ごめんなさい、ユージーン」と、姉さんがぽつりと呟つぶやく。

「なにが？」ユージーンが半眼を姉さんに向ける。

「頭の怪我。わたしのせいだから。びっくりしてワンテンポ遅れてしまった。わたしを庇かばっていなければ、ユージーンの障壁展開は完全に間に合っていたはずなのに」

「ああ、それ？」と、ユージーンは笑いそうに口の両端をすこし上げて、やっぱり頭が痛んだのか、奥歯を嚙かみしめて顔を歪めた。

「別に、わたしなりにベストだと思える選択をしただけだよ。あの状況で、たとえばわたしだけが無傷で助かってアニーが戦闘不能状態になっていたら、わたしだけではその次の状況に対応できなかった。きっと、コンテナの中身も奪われたうえに、わたしもアニーも死んでいたよ。でも、仮にあれでわたしが死んでいたとしても、アニーが生きていれば後はどうにかしてくれる。同じような状況があれば、わたしは何度でも同じ選択をする。どちらかしか生きられないのならば、アニーのほうを生かすべきだよ」

　最終的に目的を達成できるのであれば、それを成し遂げるのは別にわたしでなくてもいい。わたしよりももっと上手にそれをできる人がいるなら、その人に任せてしまえばいいんだ、とユージーンは言う。

「こんな小さな任務を達成できたって、仕方がない。あなたは、この世界をもっとより良いものに変えるんでしょ？　ユージーン。誰もが虐げられることなく、奪われる心配のない、安心して幸せに暮らしていける理想の世界に」

　姉さんの問いに、ユージーンは「そうだね」と、静かに頷うなずく。

「けれど、わたしがアニーを庇って死ぬようなことがあったら、きっとそのことはアニーの心に呪いとして刻まれる。アニーはわたしの〝世界をもっとより良いものに変える〟という意志を、継がざるを得なくなる。きっとそうだよね？　わたしはアニーの、そういうくそ真面目で石頭なところが好きだし、たぶん、わたしだけが生き残るよりはアニーに呪いを残して死んだほうが、目的達成の期待値はよほど高い」

　眉根を寄せて何かを言おうとした姉さんの機先を制して、ユージーンが言葉を続ける。

「もちろん、タダで死ぬつもりなんかさらさらないし、わたしとアニーの両方が生きているのが一番に決まっている。わたしたちは最強の相棒。ふたり揃えば、不可能なんかなにもない。だから、敢あえて命を投げ出すような真似まねはしないよ。けれど、どちらかしか選べないとなったら、わたしは迷わずアニーの命を選ぶ。わたしたちはふたりとも、普通では考えられないほどに優秀ではあるけれども、それでもアニーは、わたしなんかとは比較にもならないくらいに、もっとずっと優秀だ。たぶん、わたしの他にはまだ誰もその本当の価値に気付いていないけれど、君は間違いなく、人類の最終到達地点を左右するような、世界そのものを新しい地平へと押し上げるような、そういう類の真の天才なんだから」

　どうやらユージーンは、達成するべき目的がまず第一にあり、あらゆる人間を、自分自身をも含めてそのための駒だと考えているようだった。それが彼女にとっての正義なのだろう。信仰と言い換えてもいいかもしれない。合理的だとも言えるし、戦場においては優秀な性質かもしれないけれど、それはそれでどこか異常な感じはする。

「僕が守るよ」と、僕は言ってみる。

　姉さんとユージーンが、黙って僕に目を向けてくる。

「これからは、僕が姉さんを守る。だから大丈夫だ。姉さんのために死ぬ必要はない」

「なるほど」と、ユージーンが今度こそ、笑う。「頼もしいね。うん、よろしく頼むよ、弟くん。でも、そのためにはまず──」

　ユージーンがなにか言いかけたところで、ノックもなく、勢いよく扉が開いて男がひとり入ってきた。白の方衣に身を包んだ、壮年の男だ。方衣に金糸の豪ごう奢しやな刺し繡しゆうが施されているから、たぶん、かなり高位の方術士なのだろう。副局長がその後に続き、特になにも言わずに扉を閉めて、その脇に控える。

「ユージーン・ゲフィオン。それから、アンナ＝マリア・ヴェルナー？」

　扉を開けるなりそう言うと、彼女たちの返事も待たずに男はツカツカと歩み寄り、ぐいっと顔を近づけて、順番にしげしげと眺める。副局長からも、男自身からも、紹介はない。

　一般的に言えば失礼な態度だとは思うけれど、それが許される立場にいるのだろう。

「ふむ、ヴェルナーね。紅あかい瞳、劣性の証あかしだ。ヨトゥンの子か」と、男は姉さんの瞳を見つめて呟くが、質問なのか独り言なのかが曖昧で、姉さんは黙ったままでいる。男はそんな彼女の反応も気にする風もなく、畳みかけるように言葉を連ねる。

「私を知っているか？」

「はい。魔方殷いん総長、マスター・ライル・ベネディクトです」

　男の問いに、姉さんが素早く返答する。

「よろしい。話が早い。で、それについて話が聞きたい」

　男（姉さんによると、魔方殷の総長で、ライルという名のようだ）は今度は僕に歩み寄り、顔を近づけて無遠慮にじっくりと観察する。あまり人に向けるような目ではない。装飾用の甲かつ冑ちゆうになって値踏みされているような気分だ。

「恐ろしい方学構成だ。これはなんだね？」

「あ～、ディアボロに奪われていたコンテナの、中身です。コンテナそのものは損壊しましたけれど、中身は無事だったようなので確保してきました」と、ユージーンが答える。

「なるほど。ヒルダ。今回、スレイプニルに追跡と奪還を依頼したのは魔方省のヴェルナー卿きようだったと記憶しているが？」ライルが副局長に訊ねる。

「はい、その通りです。ライル」

「ヴェルナー卿はコンテナの中身に関して、なんと？」

「最新鋭の爆弾の一種だと」

「わたしにはこれが人体であるように見える」

「ええ。わたしにもそのように見えます」

　ライルの会話のテンポは異常に速い。かなりせっかちな性格のようだ。

「ヨトゥン計画から生まれた神の槌つち。噂うわさには聞いていたがこうして直じかに目にすると、なるほど、魔方省には過ぎた力だな。これをやつらに預けておくのは良い結果を招くまい。すこし力を削そいでおいたほうがいいだろう。しかし、制御不能という話だったはずだが、今は完全に抑制されているようだ。君の仕業かね？　アンナ＝マリア」

「はい。そのままでは無差別に周囲を破壊し続けるので、一部資質を制限しました」

「これについての情報を事前に知っていた？」

「いいえ。その場で読み取りました。それがわたしの資質です」

　ライルの畳みかけるような質問に対し、姉さんの反応も速い。熟練の剣士同士の立ち合いのようだ。

「ふむ。情報を読み取り、即座に自分で魔方陣の構成を発想した？」

「はい。発想さえできれば、あとはどんなものでも、即興で構成することができます」そう言って、姉さんは方衣の内側から、複雑な紋様の刻まれた剝むき出だしの両腕を出す。「〝災厄の魔女〟ですので」

「なるほど。隠おん密みつ行動を旨とするスレイプニルの工作員は、自らの身体からだを魔方陣とし、徒手で魔方を行使する。理論上、想定しうるすべての魔方陣を四つに分割された紋様の組み合わせだけで実行できる、完全魔方陣。しかし、それも飽くまで理論上の話であって、完全に扱うには膨大な計算量が要求される。よく使いこなしているな。ヒルダ」

「はい」

「現場では書類に記載されていたような爆弾は確保できなかった。おそらく、ディアボロの連中が起動させた結果、消費されてしまったのだろう。そしてこれは、現場でアンナ＝マリアが拾得したものだ。現状、彼女はこの危険な拾得物の制御に成功しているようだから、このまま彼女に管理を任せるのがいいだろう」

「あ、ええ。そうですね。というより、他に方法がありません」と、答えて、副局長は眼鏡の位置を直す。「制御のためのプロトコルが一般化できればスレイプニルでも管理可能ですが、少なくとも当座は、彼女に任せるしかありません。下手に引き離せば、その時点で暴発しかねませんから」

「よろしい。では、この拾得物は例外的にアンナ＝マリア個人の管理下とする。これは現時点で君の辞令が出たものと解釈する。わたしが証人になろう。そして、わたしが思うにこの子は天才だ。前線で兵士として消耗するにはあまりにも惜しい人材。ぜひ、我らが魔方殷で正式に登用したい。できるかね？」

「ええ、もちろん。我々としては問題ありません」

「ありがとう。君はどうだね？」

　話の展開が早い。姉さんは相変わらずの無表情のままだけど、反応が遅れている。こう見えても彼女なりに困惑しているのかもしれない。

「ユージーンも一緒なら」

　姉さんがそう言って、ライルは一秒だけユージーンのほうを見た。ひとつ頷いて「いいだろう」と返事をする。判断も早い。

「では、君たちはたった今から魔方殷の所属だ。ヒルダ、君が証人だ。正式な辞令は追って通達する。さて、どうやら間に合ったようだね」

　ライルがそう言った瞬間、扉の外が騒がしくなり、軍服姿の初老の男が勢いよく扉を開けて部屋に入ってきた。こっちは、僕も既に知っている顔だった。

「これはヴェルナー卿。どうなさいました？　そんな血相を変えて」

　ドルミン・ヴェルナー。僕を生み出したヨトゥン計画を先導した、魔方省の開発者だ。僕にとっては父親みたいなものと言えなくもないけれど、あまりいい想おもい出がない、というか、ろくでもない目にあわされた覚えしかない。僕はこいつが嫌いだ。

「うちのアーロンを引き取りにきた」

「大変残念ですがヴェルナー卿。書類に記載されていた、あなたの〝最新鋭の爆弾〟とやらは、どうやら反政府勢力が起爆させ、消失してしまったようです。現場からは、破損したコンテナしか回収できませんでした」

「なにを言っている、ベネディクト。そこのそいつが、あのコンテナの中身だ」

　ドルミンは勢い込んで、僕を指さす。なんというか、完全に僕自身は無視して話が進んでいくのが癪しやくに障るけど、まあそんなものかもしれない。

「これはそこのアンナ＝マリアが現場で拾得したものです。書類には記載されていませんでしたから、コンテナの中に入っていたわけがない。書類の記載とコンテナの実際の中身が異なっているなどということは、魔方省に限って言えばあり得るはずがありませんからね。これは、どこかから降って湧いたのでしょうか？　不思議なこともあるものです。現状、彼女が制御できているようなので、これはそのまま彼女の管理物となりました」

「ふざけるなベネディクト」

　ドルミンはライルに詰め寄り、姉さんに目を向ける。

「紅い瞳。その女ももとを正せばわたしの管轄物だろう。おい、ヒルデガルダ。ではアーロンはその女ごと、魔方省の権限で私が接収する」

「ですがヴェルナー卿……」と、なにかを言いかけた副局長を遮って、ライルが「ああ、それは困りますヴェルナー卿」と、言葉を続ける。

「たった今、その子たちは我が魔方殷の所属となりました。いや、大変に有能な子たちでしてね。魔方殷は常に優秀な人材を広く求めているのです。実にいい人材と巡り合えました。これも天のお導きでしょう、神に感謝を。きっと、これからたくさんの功績をあげてくれるに違いありません。あ、念ねんのために申し伝えておきますが、魔方殷はあらゆる権力の介入を許さない独立機関ですから、魔方省の権限は及びませんよ」

「ベネディクト、貴様ぁ!!」

　ドルミンは顔を真っ赤にして唾を飛ばすが、ライルのほうはまったく取り合う様子も見せず、澄ました表情をしている。

　要するに、うまいこと僕をドルミンの手から巻き上げたということのようだ。そのために、これほどまでに急いで話をまとめていたのだろう。

「どうぞ、お引き取りをヴェルナー卿。本件に関する報告書は後程、ヒルダのほうから提出させます」

　そう言って、ライルは感じの良い微笑みを浮かべる。ドルミンは副局長を睨にらみつけ、姉さんを睨みつけ、最後にもう一度ライルを睨みつけ、吐き捨てるように言った。

「このまま貴様の好きにはさせんぞ、ベネディクト」







「あはは!!　魔方殷だ!!　これで晴れて切った張ったの一兵卒からは卒業だね!!」

　寮のふかふかのソファーにダイブして、ユージーンが喜色満面に声をあげた。「権限……さらなる裁量……フフフ……。権力って、本当に素敵な響きだ」

「なにがどう変わるのか、よく分からないけど」

　姉さんのほうは特に感慨もなさそうに、無表情でそう答える。

「魔方殷に入るというのは、出世コースの入り口に立ったということだよ。実績がちゃんと評価され、権限として還元される。権限があれば、行動の自由度があがる。それだけ、より強い影響力を発揮できる。ここから実績を積んでさらに権力を持つようになれば、わたしたちの力で戦争そのものを終結させることだって夢ではないかもしれない」

　ユージーンは自らの待遇の改善そのものよりも、そのことによって自分がより多くの人の役に立てることこそを喜んでいるようだった。

　まごうことなき正義の人だ。

　姉さんは呆あきれたように溜ため息いきをついて「ひとまず、部屋はかなり良くなったわ」と、ぼそりと呟つぶやいた。

「うん、そうだね。それに、またアニーのすぐ近くだから安心できていいな」と、ユージーンは屈託なく笑う。

「本来ならマスター・ベネディクトはアニーさえ登用できればよかったんだろうけれど、魔方省からアーロンを巻き上げるため、ヴェルナー卿がくる前に一分一秒でも早く名目を立てたかったんだろうね。だから、あのタイミングでアニーがわたしと一緒ならという条件をつけなければ、わたしのこの転属はなかったと思う」

「深く考えていたわけじゃないんだけれど……」と、どこかバツが悪そうに視線を彷徨さまよわせて、姉さんが言う。

「う～ん、別にわたしの能力が評価された結果ではなく、完全に降って湧いたラッキーだから複雑な心境ではあるけれど……」と、姉さんのその反応だけで意図を先回りして、ユージーンが答える。「でも、きっかけはなんであれ入り口に立てたということが重要だよ。能力はここから示していけばいい」

　なんであれ、権力は権力だものね。フフフ……権力……と、やや気味の悪い笑いを漏らしながら「ありがとう、アニー」と言うユージーンに、姉さんはやや引ひき攣つった表情で「うん」と返事をする。

「それに、アーロン。君がこうしてアニーのもとに留とどまれたのも、おそらくはよい材料だよ。今は君の破壊力をアニーが抑制している状態。言わば、アニーは爆弾に取り付けられた安全装置だ。君がいる限りは誰もアニーを蔑ないがしろに扱うことはできない」

　最悪、この魔方殷いんじたいが吹っ飛ぶ可能性もあるからねと、口の端を上にあげるのではなく横に引き延ばすような、悪魔的な笑顔を見せてユージーンが言う。

「君が本当にアニーを守りたいと思うのなら、決してその力を振るってはいけないよ、アーロン」

「どうしてだ？」僕はすぐに訊きき返す。

「あまりにも巨大な破壊力というのは、行使されないことにこそ意味があるからだよ。抑止力っていうやつ。どんな大きな力も、ひとたび振るわれてしまえばそれはもう抑止力としては機能しない。むしろ、徹底的な報復を呼び込み、より大きな危険にアニーの身を晒さらすことになってしまう。だから、君はなにもしてはいけない。ただ大人しく、弟として振る舞っていればいい」

　ユージーンの言い草に、僕はすこしだけムッとしてしまうけれども、言っている理屈は理解できたから、ただ一言「わかったよ」とだけ返事をする。

　ユージーンは満足したように「よろしい」と言って、ソファーに座り直す。

　転属になったふたりは魔方殷内の寮に移ることになり、たった今その引っ越し作業を終えたところだった。と言っても、ふたりとも荷物と言えるようなものはほとんどなにも持っていなかったから、着の身着のままで移動してきただけだ。

　スレイプニルに所属していた時はふたりで二段ベッドひとつの狭い部屋をシェアしていたけれど、魔方殷の寮ではそれぞれに個室が与えられたうえに、共用のダイニングスペースまで用意されていた。ふかふかのソファーや、スプリングの壊れていないマットレスや、埃ほこりっぽくない綺き麗れいな毛布。おまけに専用のシャワーまでついている。住環境は、かなりわかりやすくグレードアップした。

　あとは、見た目の変化として、彼女たちの方衣が黒から白に変わった。魔方殷の正式の制服で、金糸の細やかな装飾が施されている。生地もスレイプニルのものよりもずっと上等だ。きっと、もう服が汚れるような現場の仕事は回ってこないということなのだろう。

「今日は終日自由行動でいいみたいだし、ちょっと街の様子を見に行こうよ」

　ユージーンがはしゃいだ風にそう言うけれど、姉さんは乗り気ではなさそうだった。

「でも、今はまだ制御のために、わたしはこの子にずっとついてないといけないから」

「だったら、その子も一緒に連れていけばいいじゃない。ねえ？」と、ユージーンは急に僕のほうに話を振ってくる。「アーロンだって、外の様子を見に行きたいでしょう？」

「ああ、うん」と、僕は反射的に返事をする。けれど、正直なところ、そんなに外に興味があるというわけでもなかった。なにしろ、ずっと誰とも関わらずに箱の中で過ごしてきたから、外の世界に対しては興味よりも恐怖のほうが強い。

　でも、僕が言いなおす前に「じゃあ決まりね、行こう」と、ユージーンがすぐに立ち上がるから、今さら断れないような雰囲気になる。姉さんもそこまで強く拒絶するつもりはないようだ。

「どっちみち、いつかは慣らしていかないといけないんだから、善は急げだよ」と、ユージーンが分かるような分からないようなことを言って、僕たちは特に準備もなく、手ぶらのまま表に出る。

　古い城郭の内側に発展したらしいこの街は、限られたスペースを極限まで使い倒しているから、路地は狭く、複雑怪奇に入り組んでいる。けれど、建物の屋根の向こうには、丘の上に聳そびえる特徴的なシルエットの尖せん塔とうがどこからでも見えるから、方角を見失うということはまずない。

　その尖塔のほうに目を向けて「あれが魔方殷？」と、僕は質問する。

「狭義には、そうです」姉さんが短く返答する。

「狭義には？」

「そう。中央の古い砦とりでを流用したあの建物が、本来の意味での魔方殷。けれど、その建物を使用している学究機関も魔方殷と呼ばれていて、さらに言えば、この城郭に囲まれた街全体そのものも、魔方殷と呼ばれています。建物の名前であり、組織名であり、街の名前でもあるのです」

「ふぅん、適当なんだね」

「魔方殷は、四百年前にエルシー・パルーが興した魔方教団を前身とする組織だから、その歴史は帝国そのものよりも古いのです。その影響で、いちおうは帝国支配下の一組織ではあるのだけれど、権力的な独立性が強い。わたしたちが魔方殷の所属になることによって、魔方省のヴェルナー卿きようですら手出しできなくなったのは、そういうわけです」

「なるほど」

「城郭の内側には魔方殷の他に、その付属機関や住宅、それにマーケットや農地なんかも、普通の都市国家が備えているものはすべて揃そろっていますから、余所よそとの交流が一切断たれたとしても、当面の間は自給を維持できる体制になっています」

　歩きながら僕と姉さんがそんな話をしていると、前を歩いていたユージーンが振り返ってクスクスと笑い、「いいじゃない」と、言った。

「なにが？」と、姉さんは首を傾かしげる。

「あなたたちがいい感じってこと。アニーがそんなに喋しやべっているところ、初めて見たよ。わりと面倒見がいいタイプだったんだね」

「ああ、うん」と、腑ふに落ちなそうな顔で、姉さんは答える。「いちおう、姉弟らしいから」

「そうそう。姉っていうのは弟の面倒を見るものだからね。その調子で絆きずなを深めていくといいよ。わりとちゃんと、姉きよう弟だいっぽい」

「よく分からない」と、姉さんは言う。

　実は僕も姉弟であるというのがどういうことなのかは、よく分かっていない。

　共にヨトゥン計画から造られた方術士で、姉さんのほうが先に生まれたということでしかないし、僕の「君は誰？」という質問への端的な答えとして、その関係性を彼女が便宜的に「姉」と説明したに過ぎないのだから。

　実のところ、僕たちは本当に姉弟というわけではないのだ。

　ただ、おそらくその形質においては、普通の姉弟よりもよほど近しい存在ではあるのだろう。僕の資質が、彼女の身体からだを異物とは認識できなかったほどに。

「そりゃあ、よく分からないでしょうよ。なにしろお互いに、つい先日、姉弟になったばかりなんだから。これからすこしずつ、姉弟になっていけばいいんじゃない？」

「姉弟になる？　どうすればいいの？」

「別に、なにも特別なことをする必要はないんじゃないかな。その感じでいけば？　アニーはアーロンに対して、とりあえず姉っぽく振る舞ってみればいいし、アーロンもアーロンで、弟っぽくしてみればいいんじゃないの？　なんだって、最初は模倣だよ。理解が先にあるわけじゃない。わけもわからないままにとりあえず模倣してみて、模倣しているうちに、だんだんなんとなく分かってくる。それが学習の基本。魔方だってなんだって、そういうものだったでしょ」

「そういうものかしら」と、姉さんは曖昧に頷うなずく。

「ちゃんとした一般的な姉弟をやらなきゃいけないってわけじゃないし。君たちは君たちで君たちなりの姉弟になっていけばいいんだけど、そうはいっても、まっさらな紙を渡されて、はい自由に描かきなさいなんて言われても、困っちゃうでしょ？　助走をつけるという意味では、既存の枠組みを借りてくるのも、きっと悪くない」

　スペースに限りがあるわりに人が多く人口密度の高い魔方殷では、ちゃんとした店舗を構えているお店よりは、天蓋を張って通りに商品を並べているだけの露店のほうが多い。ただでさえ狭い通路の両脇に所狭しと露店がひしめき合っているせいで、さらに通路は狭くなり、人が溢あふれかえる。身体の小さいユージーンや姉さんは問題なさそうだけれど、身体の大きな僕はどうやっても目立ってしまう。

　道行く人が、好奇と恐怖の中間くらいの視線を僕に投げかけてきて、すこし居心地が悪い。中には、通り過ぎざまに十字を切っていく人もいる。

「あれはなに？　なんの意味がある行動？」

「魔方殷じたいは魔方を信奉する教団が前身だから宗教色は薄いけれど、そうは言っても福音派を信仰する神聖アビエニア帝国の支配下ではあるから、敬けい虔けんな福音派が多いのです。あれは、福音派の信徒が神に祈るときのジェスチャー」

「なぜ、神に祈るんだ？」

「たぶん、あなたのことを恐れているのです」と、姉さんが言う。「身体も大きいし、怖いのだと思います」

「あ、見てアニー」と、話題を逸そらすみたいに少し不自然に、ユージーンが往来の布屋の商品を指差す。丸が規則的に並んでいる、幾何学的な模様の布だ。

「ポワンカレ円板モデルに近似しているね」

「ほんとだ。モジュラー形式の持つ対称性のいくつかが表現されていて、興味深い」と、姉さんも返事をして、足を止めてしげしげと眺める。

　なにを言っているのかはよく分からなかったけれど、単純なファッションとしての模様の良し悪しを論じているわけではなさそうだった。

「欲しい？」と、姉さんがユージーンに訊くと、ユージーンは「うーん、布地だから自由に曲げ伸ばしをできるところに良いインスピレーションは得られたけれど、でも、もう頭の中で再現できるから現物はいらないかな」と、返事をする。「それに、ちょっと個性的すぎてコーディネートも難しそうだし」

　クレープの露店があって、姉さんとユージーンはそれぞれに甘いクレープをひとつずつ買った。

「これは、この世で最も優れた食べ物のうちのひとつです」

　というのが、クレープに対する姉さんの見解だった。

　てれてれと露店を冷やかしながら歩いていると、わりとあっという間にマーケットは通り過ぎてしまって、大きな水路にぶち当たる。人工的に整備されたものだけれど魚はいるようで、釣りをしているおじさんが数人いる。

　その脇では、橋の上からアクロバティックに水路に飛び込んで遊んでいる真っ黒に日焼けした子供たちのグループもいて、釣りをしているおじさんたちのすぐ横でザッブンザッブンやるものだから、魚は逃げてしまうし、おじさんと子供たちの喧けん嘩かは絶えないし、釣つり竿ざおに魚がかかる気配もない。

「あはは、長閑のどかだね。今こうしている間も、戦争の真っ最中だなんて信じられない。とても、いい感じ」

　ベンチに腰掛けてクレープを片手にそう言うユージーンの隣で、姉さんも「そうね」と応じる。けれど、相変わらずの無表情で、客観的にはあまり楽しそうには見えない。

「アーロンはどう？　いい感じ？」と、不意にユージーンが僕に話を振ってきて、僕は反射的に「それは、なにに関して？」と、質問で返す。

「ん～っと、まあ全体的に？　たとえば、今の気分とか。もしくは、姉弟関係とか」

「どうだろう？」と、僕は答えて、腕を組む。

　今の気分は、そんなに悪くない。

　けれど、姉弟関係については、よく分からない。

　なにしろ、姉を持つのなんか初めてのことだから、どういう感じならいい感じなのかが想像もつかない。でも、まずは分からないなりに姉弟っぽさを模倣してみるという話だったはずだから──。

「もうちょっと、親しみがあったほうがいいのかも」

　僕はためしにそう言ってみる。

「それは、あなたに対する言語表現に関して？」と、姉さんが僕に訊きいてくる。

「そう。僕も他の姉弟というのを知らないから、イメージでしかないんだけれど、姉弟にしては、言葉遣いがちょっと他人行儀かもしれない」

「なるほど」と、姉さんが数秒だけ目を閉じる。目を開き、「分かった、これでいい？」と言う。その数秒で、言語表現を修正したのかもしれない。

「ああ、うん。わりといい感じかも。でも、センテンスが短すぎてよく分からないから、そのまましばらく続けてみて」

「そんな急に言われても、分からないわ。あなたがなにかを話してみて」

「えっと、たぶんだけれど、普通は姉は弟のことをあなたなんて呼ばないと思う」

「そうかもしれない。えっとじゃあ、わたしはあなたをアーロンと呼ぶことにするわ。アーロンも、ユージーンと同じように、わたしのことはアニーと呼べばいい」

「わかったよ、アニー」

　僕がそう返事をすると、姉さんは一瞬、驚いたような表情を見せたあとで、珍しく歯を見せて普通に笑った。

「うん、いいわね。わりと、いい感じかも」

　ああ、姉さんもそんな風に笑ったりするんだなと感じた。

　綺麗だった。とても。

　こんな風に、もっとたくさん笑っていてくれればいいのにと、そう思った。
















「んんんんん～～!!!!」

　ベッドにうつ伏せになり枕に顔をうずめながら、両脚をバタバタさせてアニーは奇妙な声をあげていた。唐突にバッと顔をあげ「なによ、あの女」と、不満げに漏らす。

　アニーとエルシーは、アニーが東の山脈の向こうに隠いん棲せいしていたときからずっと、折り合いが悪い。すさまじい犬猿の仲だ。たぶん、アニーが犬でエルシーが猿だろう。

　けれど、よくよく考えてみれば、エルシーのなにをアニーが嫌っているのかはよく分からない。エルシーは誰にも肩入れしないトリックスター的なポジションを気取っているから、少なくとも利害が対立しているわけではない。

　台所で食材を物色しながら「なにがそんなに気に入らないんだ？」と、訊いてみたら、アニーの返事は「存在そのもの」だった。「あと、ファッションセンス」

　まあ、僕もエルシーのあのブリブリのファッションセンスはどうかと思う。

　四百歳だぞ？　もういい歳としもいい歳だ。ゴシックロリータとかやっている場合ではない。

「僕たちの邪魔をするつもりはないようだし、ひとまずは脇に置いていいんじゃないか？　アレを相手にするのは、〝善き人〟すべてを滅ぼすのよりも、さらに骨が折れそうだ」

　エルシーが尋常ならざる力を持った存在であることは間違いない。機会があれば殺しておくに越したことはないけれど、敢あえて敵に回すのも面倒だ。

　小麦粉と卵、葉もの野菜とベーコンが見つかった。竈かまには平たく丸い石が据え付けられている。クレープを焼くためのものだ。

「アニー。クレープで構わないか？」と、振り返らずにベッドのほうに声を掛けると「素晴らしいわ」という、喜色満面の返事が聞こえる。甘いのであろうとしょっぱいのであろうと、アニーはクレープという食べ物の、その存在じたいを愛しているところがある。

　小麦粉を木のボウルにあけて、クレープの種をつくる。竈に火を入れ、石を温める。

「そもそも、アレはいったいなんなんだ？　幽霊みたいなものか？」

　僕の疑問に、アニーは「幽霊なんて、いないわよ」と、声を出して笑う。

「じゃあ、なんだ？」と、僕が重ねて問うと、アニーは一言「分からない」と言う。

　僕はびっくりして、手をとめてアニーのほうを振り返る。

「アニーにしては、珍しいことを言うね」

　アニーはなんでも知っている。その手で触れるだけで、すべてを知ることができる。僕がアニーになにかを訊いて、そんな返事がかえってくるのは滅多にないことだけれど、そういえばエルシーに対しては「手で触れるだけで」というのが極めて難しいのだった。

　そもそも、手で触れることができるのかどうかすら、定かではない。

「仮説はないことはないけれど。たぶん、なんらかのネットワークか、計算量に相乗りしているのね。でも、それであんなにはっきりとした……まあ、多少呆ぼけてはいるようだけど、それでも一個の確立した自我を、四百年にもわたって保てるものなのかしら」

　石が十分に温まったのを確認して、油をひいて種を薄く伸ばす。「あ、甘い、いい匂い」と、アニーがベッドの上で反転して、スンスンと鼻を鳴らす。

「しかし、アニーは人見知りなのに、エルシーとは普通に喋しやべれるな」

「え、ちょっと待って。わたしは別に人見知りとかそういうのじゃないわよ？」

　僕が何気なく零こぼした台詞せりふに、アニーがわりと食い気味で反論してくる。

「ただ、相手の目を見て話せないだけで」致命的じゃないか。

　生地のうえに、卵、野菜、ベーコンをのせて、ふちがめくれあがってきたところで、へらでクルッと巻いて仕上げる。石からあげて、大きな木皿に盛る。

「まあ、別にいいわ」と言って、アニーは反動をつけてクルリとベッドから立ち上がり、テーブルにつく。「アレがなんだったところで、殺す方法ならまだ十九通りくらいは仮定できるし。そのどれかで殺すことができたなら、そこからアレの正体やメカニズムも分かるでしょう。わ、おいしそう。素敵ね、アーロン」

「そりゃあどうも」

　できあがったクレープを前に、アニーが目を輝かせる。エルシーに対する苛いら立だちは、もう吹き飛んでしまったらしい。

「あ、パリッとしてておいしい。久しぶりのまともな食事ね。ん～～～～っ最高っ！　生きてるって感じ。あ、温かいお茶も飲みたいな。そっちの戸棚の上に入っているわ」

「はいはい」

　言われた通りの棚を開けてみると、たしかに茶葉があった。こんな山奥でお茶の葉まであるとは僥ぎよう倖こうだ。あまり上等なものではないが、ポットやカップなども一式揃そろっている。意外と裕福な家だったらしい。アニーの読取はこういう時もちょっと便利だ。いちいち探し回らなくても、彼女はもうこの家のどこになにがあるのかを完璧に把握している。

「カップがひとつしかないわ」

　ポットにお茶を用意して持っていくと、アニーが口をヘの字に曲げた。

「アーロンも一緒にお茶を飲むのよ」

「僕には必要ないよ、アニー」

「いるとかいらないとかそういうことじゃないの。こういうのは、誰かと一緒に飲むということに意味があるんだから」

　アニーがドコドコとテーブルを叩たたいて抗議するので、棚からもうひとつカップを出してきて、僕も付き合うことにする。

「うん、なかなか悪くないわね」と、アニーが感想を言う。僕にはお茶の良し悪しというのはよく分からない。匂いも味も感じることはできるけれど、あまりどうも思わない。

「温かいお風呂に入って、温かいものを食べて、温かいお茶を飲んで身体からだが温まると、心が優しくなる感じがするわね。とても穏やかな気分。生きてるって素敵だわ」

「まあ、心や精神なんていうのも、所詮は身体に属する下位構造に過ぎないからね。温度や湿度といった物理的な条件にダイレクトに影響を受けてしまう。身体が心地良い環境下にあれば、だいたい心も平静なものさ」

　普段は冷たい僕の身体も、お茶の熱で一時的に温まっている気がする。けれど、僕の気持ちが穏やかなのは、きっとアニーの心が安らいでいるからだろう。僕の精神は常に、彼女の影響下にあるのだ。僕という存在は、アニーにすっぽりと包括されている。

　窓の外では空が焼けて、綺き麗れいなピンクのグラデーションになっている。

　気温もすこし冷えてきてはいるが、暖炉に火を入れるほどではないだろう。

　完全に陽ひが暮れる前に、ランプに火を灯ともす。

　予定では、明日はまた別の村落に到着して、そこで諸々を現地調達できるはずだけれど、不測の事態もあるかもしれない。丈夫そうな帆布の背はい囊のうがあったから、食料を詰めておくことにする。あまりおいしそうには見えないけれど、固く焼き締めたパンがあった。それにベーコンとソーセージ。卵は予あらかじめ茹ゆでておく。ピーナッツバターの瓶詰めもあった。

「いちおう、お茶の用意も入れておいてね」なんて、アニーは気楽に言うけれども、お茶を淹いれるとなると、それだけでポットやランプや燃料も余分に持たないといけなくなる。まあ、背囊の容量は充分だし、僕からすれば多少の重量増はすべて誤差のようなものなので、あれもこれも入るだけ全部入れてしまう。

　試しに背負ってみたら、荷役用のロバみたいな間抜けなシルエットになった。でも、僕の実際の役割も荷役のロバみたいなものだから、こんなものかもしれない。

「もう。そのどこからでもネガティブに入るのは、本当にやめたほうがいいわよ」

　アニーはなんでもお見通しだ。

　一度、警戒のために魔方円に意識を向けた。小型の気配が活発になっているが、これは森の夜行動物の類だろう。他に、怪しい動きはない。

　平和で平穏で、静かな夜だ。

　ベッドは野営をするのに比べれば相対的には柔らかくて快適だったし、昼間のうちにシーツの洗濯も済ませておいたから、潔癖症のアニーも不満はなさそうだ。

　靴を脱いだアニーはベッドに転がって「次いつ、ちゃんとしたベッドで寝れるか分からないし、今日はアーロンもゆっくり休みましょう」と、ポンポンとマットレスを叩く。ここに寝ろ、という意味のジェスチャーのようだ。

「アニー、これは私見なんだが」と、僕はアニーを振り返る。「たぶん、僕たちぐらいの年齢の一般的な姉きよう弟だいは同じベッドで眠ったりはしない」

「よそはよそ、うちはうちです」意外と凡庸なことを言う。

「いちおう、警戒はしておいたほうがいいだろう。時間をずらして寝ても、夜明けまでに十分な睡眠は確保できる」

　僕の提案に、アニーは「きっと大丈夫よ」と、気安く答える。

「アーロンも一緒に眠ってくれないと、わたしが心から休まらないもの。もう何週間も、システムを完全に眠らせていない。だから今夜は、アーロンも一緒に眠るのよ」

　アニーはまるっきり、聞き分けのない弟を言い含めるような口調だけれど、その内容が「一緒に寝よう」なのは、なんかちょっと違うような気がしないでもない。

　まあでも、それもそうかとも思う。

　僕とアニーはリンクしているので、僕が起きている限りは、原理的に物理的なアニーの身体が、頭脳が、完全に休息することはない。今のこの様子なら、数時間くらいは意識を完全に切ってしまっても、おそらくは大丈夫だろう。

　リスクとメリットを天てん秤びんにかけ、僕はベッドの脇の椅子に腰かける。

　アニーが半眼になって、またマットレスをパンパンと叩く。隣にこいと言っている。

「せっかくのベッドが狭くなってしまうよ」

「いいの。たぶん、そっちのほうが回復するから。きっと、ユージーンだろうとユディトだろうと、エルシーだって目じゃないくらいに元気になるわ」

　僕は苦笑いをして、靴を脱いでゆっくりとアニーの隣に仰あお向むけになる。

　僕の身体は大きいから、それだけでベッドはもうほとんど隙間が残らない。アニーは僕の肩を枕にして、脇の下に収まるように寄り添い、目を閉じる。

「冷たい」と、アニーが呟つぶやいた。

「おやすみ、アニー」

「おやすみなさい、アーロン」

　アニーはすぐに、ゆったりとした寝息をスースーと立てはじめる。

　それを見届けて間もなく、僕も暗く深い穴に吸い込まれるように眠りに落ちた。




　夢を見た。

　視界に僕の姿があるから、それが夢であることにはすぐに気が付いた。普通は、自分では自分は見えない。僕の大きな身体が完全に弛し緩かんして、地面に倒れている。

　まるで、巨大な熊のぬいぐるみのようだ。

　そして、アニーは巨大な熊のぬいぐるみに抱きつく子供みたいに、僕の身体にまたがり首に腕を回して泣いている。アニーが泣いている。

「アーロン」

　アニーが、僕の名前を呼んでいる。

　応えなければと、思う。動かなければ。求められる限り。

　脱力して倒れている僕の姿も、僕にまたがり泣いているアニーも、今の僕には見えている。僕とアニーの記憶が混じり合っている。僕たちは個別に独立してはいるけれど、姉弟という表現ではぜんぜん足りないくらいに、あまりにも存在として近し過ぎて、ときどきお互いの境界が曖昧になってしまう。

　これは夢だ。

　深層に格納された記憶から湧き立つ泡が、表層において再構築されたもので、どちらの記憶に由来するものだとしても、まったくの事実ではない。

　けれど、どの場面かは分かる。このシーンを、僕は知っている。

　僕はこのとき、自分の頭の内側になにかの気配を感じていたはずだ。

　それが痒かゆみなのか、痛みなのか、あるいはほかのまったく別の感覚なのかは分からない。区別がつかない。ただ、耳の奥になんらかの違和感がある。

　そいつは僕の耳から入り、中枢を目指して肉を食い破りながら進んでいて、止める方法はない。ただ、己の内側が食い荒らされていくのを、わずかな違和感として感じ続けることしかできない。

「頼む、アニー」

　僕はアニーの顔を見る。

　僕ではない僕がアニーに目を向けるのを、僕は僕の外側から観察している。

　けれど同時に、その僕が見ているアニーの顔も認識しているし、アニーが見ている僕の顔も分かる。いくつかの視点が同時に混在している。

　泣いている。アニーが泣いていて、ひどい顔をしている。

「アニー、お願いだ」と、僕が言う。

　その僕を、僕は僕ではない視点から眺めている。

「僕が、まだ僕であるうちに」

　アニーが涙を拭い、魔方陣を構成するために両腕をクロスさせた。

　彼女の腕の紋様が、淡く蒼あおく光り輝く。

　ああ、何度見ても、この光のなんと美しいことか。

「アーロン。大好きよ、愛している」

　アニーが言って、僕の頭に蒼く光る右手をかざした。

「僕もだ、アニー。大好きだ。愛している」

　世界中の他のなによりも。ぜんぶをひっくるめた世界そのものよりも、好きだ。

　愛している。

　だからどうか、アニー。この先も────「アニー!!!!」

　周囲に張り巡らせた魔方結界に反応があって、僕は泥の底から瞬時に覚醒し、アニーに覆いかぶさる。直後、閃せん光こうと共に家が大きく揺れ、それからすさまじい爆音が轟とどろいた。

「どうしたの、アーロン？」と、僕の下でアニーが寝ぼけた声を出す。

　あれだけの爆音でもまだ目覚めないとは、久しぶりに、本当に深く熟睡できていたらしい。アニーの健すこやかな眠りを妨げるなど、あまりに罪深い。許しがたい。

「攻撃を受けている」

　機械兵器による砲撃ではない。魔方による強大なビーム攻撃だろうか。閃せん光こうと爆音から推定できるその威力は、おそらく魔方殷いんが備えるレーヴァテインに比肩するレベルで強力だ。そんな威力の光線を放つには戦略兵器級の巨大な魔方陣が必要になるはずだけれど、周囲は村落すらもまばらな奥深い山で、軍事拠点などない。

　どこから撃ってきている？

「応戦するわ」

　瞬間、アニーは羽根のような軽やかさで起き上がり、靴に足を入れて方衣を羽織る。もう、完全に覚醒したようだ。僕も靴を履き、窓に近寄って外の様子を窺うかがう。

　まだ夜明け前。村落の一部が焼け落ちているのが見えるが、敵の姿は確認できない。相手も、闇雲に撃ってきただけか。なにかのまぐれで直撃しなかったのはラッキーだった。寝ているところであの火力をまともに食らっていたら、危なかったかもしれない。

「ブハハ!!　さあ出てこいアンナ＝マリア!!　潔く負けを認めて私のアーロンを返すのなら苦しまないように殺してやるぞ!!　我が機動ゴーレムの威力を思い知れ!!」

　家屋を揺るがすような大音量で、聞き覚えのあるアホな声が響いて、僕とアニーはお互いに顔を見合わせ、かぶりを振った。なんだ、私のアーロンって。

　完全に忘れていた。あいつもいちおう、殺しておいたほうがいいのだろう。

　僕たちの父親、アホのドルミン・ヴェルナーだ。







「ブハハ!!　どいつもこいつもこの俺様を馬鹿にしやがって!!　私の忠告を無視したライルは案の定死んだようやな！　だから言っただろう!!　今年は余のターンだと!!　お楽しみはこれからだ!!!!」

　地を揺るがすような大音量でアホのドルミンの哄こう笑しようが鳴り響く。どうでもいいけれど、一人称や語尾は統一したほうがいい。キャラがブレ過ぎている。ちなみに、何を言っているのかはマジで１ミリたりとも分からない。

「あの男、まだわたしのことを恨んでいるのね。いやだわ、粘着質で」と、アニーが素の嫌悪感を滲にじませて表情を歪ゆがませる。

「自分がうまくいかないのはすべてがアニーのせいで、アニーさえ排除すれば栄光の日々がまた戻ってくると信じているんだよ。アニーが負のイコンになってしまっているんだ」

　アホのドルミンはアニーに僕を奪われたことで、自尊心が傷ついたのか馬鹿にされたと感じたのか、その後、ことあるごとにアニーの行動に嚙かみついては、彼女に徹底的にやり返されるということを繰り返し、どんどん魔方省における地位を落としていったのだ。

　ドルミン程度の凡庸な知性ではアニーには絶対に敵かなわないのだし、アニーのほうは特にドルミンを敵視しているということもなく取るに足らない存在だと基本的には無視していたのだから、自分からしつこく絡みにいかなければそこまで転落することもなかっただろうに、なぜかドルミンの中ではアニーに恥をかかせることだけが唯一の至上命題になってしまい、執しつ拗ようにアニーに絡み続け、でもやっぱり能力が足りないからひたすらドルミン自身が恥をかく羽目になって、それすらもすべてはアニーのせいだとさらに逆恨みを募らせて、ますますドルミンは躍起になってアニーに絡むという負の連鎖が発生していた。

　最終的にはアニー自身もすべてを捨てて魔方殷から逃げ出すことになったのだから、いいかげん溜りゆう飲いんを下げているかと思ったら、まだちゃんと逆恨みを熟成させていたようだ。

「お前には忠告しといたよなぁ!!　お前はいつもそうやって、自分だけは大丈夫だという前提でつけあがる!!　だから僕相手に勝てる気になって勝手に自滅するんだ！　ライルを滅したことでまた調子に乗っているのかもしれないが、貴様らは俺様の策略通りにライルを殺させられたのさ！」

　相変わらずなにがなにを指示しているのか全然分からないし、分からないままに話題がコロコロと変わっていくから、すべての疑問は置き去りにされて、もう分からない。

「自他の区別が消失しているから、自分が知っていることは他人も知っているという前提で勝手にどんどん話を進めてしまうのよ」と、アニーが眉間に皺しわを寄せる。付け足すように「たぶんだけど」と、言う。

　アニーでさえも推測することしかできない複雑怪奇さをその内面に確立できたのは、何者でもないありふれた浅薄な男だったドルミンにしては快挙と言えるかもしれない。いや、やっぱりそうでもない。複雑であればいいというものではない。美しくない。

「それにしても、ドルミンももう〝善き人〟に変わっているはずなのに、マスター・ベネディクトに対する恨みはちゃんと忘れてないみたい。憎しみって愛よりも強いのかしら」

「元から壊れているところにバグを注入しても、機能しないってことじゃないか」

「逆に言うと、他の〝善き人〟は、同属であるドルミンには攻撃ができないから、このまま泳がせておけばドルミンを起点に勝手に内部崩壊してくれたりしないかしら？」

「どうだろう。あまり期待はできないな。なにより、とにかくこの場は応戦しないと」

「うっ……やっぱあれも、相手にしないとダメ？」と呻うめいて、アニーは首をひっこめる。

　触るもの皆殺しのバーサーカーなアニーでさえ、本気で相手することすらも嫌がるとか、やはりそれなりに凄すごいことではあるのかもしれない。あれはあれで、知性のひとつの最終到達形態なのだろう。嫌悪感という指向性で。

　姿勢を低くして、外に出る。夜明けが近く、完全な闇ではないが、まだ暗い。ドルミンの放った最初の一撃で村の一角が燃え上がっているおかげで周囲は見渡せるが、肝心な敵の姿が見えない。どこから撃ってきた？

「ブハハ!!　どうしたアンナ＝マリア手も足も出ないか!!　ならばこちらからいくぞ！」

　キィィイイイイイイイン、と、なにかがチャージされる甲高い音が響く。

「まずい、アニー。またアレがくる」

　僕はアニーを引き寄せて、目を閉じ身を屈かがめる。

　閃光。瞼まぶたを閉じていても強力な光に目が眩くらむ。一瞬の後に、衝撃波が地上をさらう。なんとか耐えるけれど、重量級の僕の身体からだでさえ吹き飛ばされてしまいそうだ。

「くそ。どこから撃ってきている……？」

　周囲を見回すが、それらしきものは見えない。

「あれよ、アーロン」と、僕の腕の中で、アニーが山の稜りよう線せんを指差した。

　僕は目を細めてそちらを見る。

「少し驚いたわ。あそこまで堂々と浮いていると、かえって目につかないものなのね。人間の認識って不思議だわ」

　アニーがそう言って、僕はようやくそれを見つける。

　いや、とっくに見えてはいたのだ。

　あれは、山の稜線ではない。

　徐々に白み始めた空が、その偉容を露あらわにさせる。

　壺つぼのような、ずんぐりとした丸いフォルムの巨大ななにかが、森の上、低い空に浮かんでいた。そのあまりの大きさに、かえって見落としてしまっていたのだ。

　中央のつるつるとした円形の部分は砲口だろうか。光線を放った余韻で、まだうっすらと赤く光っている。羽根もなければプロペラもない。なにかが回転するような駆動音もなく、のっそりと空中に静止している。鳥や飛行機のように、揚力で飛んでいるのではない。

「たいしたオモチャだわ」と、アニーが呟つぶやいた。「次は機械兵器と魔方陣を組み合わせたバカげた巨大兵器作りに取り掛かったという噂うわさを聞いてはいたけれど、本当に完成させてしまったのね。無意味な根気というか、粘着性だけは本当に大したものだわ」

「ブハハハ!!　どうだ！　これがグランデリニアの機械兵器とアビエニアの魔方理論を掛け合わせたまったく新しい次世代の兵器！　機動ゴーレム、アンソニー４号の撃滅砲の威力!!　これに比べればミョルニルなど取るに足らん!!　アーロンなどもう用済みだ!!」

　機動ゴーレムから爆音で不快なドルミンの声が響く。

「用済みなら放っておいてくれればいいのに」と、僕は溜ため息いき混じりに呟く。

「というか、よく４号まで予算が続いたわね、アンソニー」と、アニーが感心する。「戦争が終わって浮いた資金が流れ込んだのかしら？　無為に消費されていたリソースが浮いたからといって、ちゃんと益のあることに使われるというわけでもないのね」

「ぬんっ!?　見つけたぞ！　アンナ＝マリア!!」

「あ、ヤバイ。こっちに気が付いたわ」と、アニーが嫌悪感を露わにする。機動ゴーレムの威力がヤバイとかそういうことではなく、ドルミンに認識されたということじたいが不愉快なようだ。

「まだまだこんなものではない!!　いくぞアンソニー！　ビーストモードだ!!」

　ゴーレムがほんのすこし頭（頭だろうか？）を下げ、ゆっくりとした速度でこちらに近付いてくる。つるりとした丸い形態から展開して、左右に二本の腕が伸びる。

「わ、すごい。変形したわ。すごいすごい」と、アニーが小さくパチパチと手を叩たたく。

「昔から、ああいうのが好きだな。あの男は」

「分かりやすいのが好きなのよね。ものすごく強いとか、ものすごく大きいとか」

　魔方省において兵器開発を担当していたドルミンは、とにかくより強くとか、より大きくとかを常に目指していた。

　なんにせよ巨大な破壊力があれば戦いに勝てると思っているのだ。まったくアホのような発想だが、それでもグランデリニアと四六時中戦争を続けていた頃は、そんな馬鹿げた研究にもどこからか予算がついていたらしい。アビエニアの体制になにか制度的な構造上の欠陥があったとしか思えない。

「え、ヤだ。こっちにくるわよ？　アーロン、迎え撃てる？」

　露骨に関わり合いになりたくなさそうなアニーに、僕は「もちろんだ」と、短く答える。

　ここのところずっと「待て」ばっかりだったから、久しぶりに好きに暴れられそうだ。

　僕は方衣をめくって肩から後ろに回し、ゴーレムのほうへと歩く。

　ゴーレムもこちらに向かって移動しながら、徐々に高度を落としている。まだ地面から浮いてはいるが、もう空を飛んでいるとまでは言えないくらいの高度。

　彼ひ我がの質量差は一万倍くらいか。

　ゴーレムが腕を振りかぶって。

「食らえ!!　アンソニー・ギガトンパンチ!!」

　拳を振り下ろしてきた。

　僕はそれを避よけることもせず、腕をクロスさせて受け止める。

　音。

　粉ふん塵じん。

　僕を支えている地面のほうが衝撃に耐えきれず大きく陥没してしまったが、僕自身にはまったくダメージはない。この程度の物理的な破壊力では、僕の身体には効かない。あとたぶん、せいぜいキロトンくらいでギガトンには全然足りない。

　僕はその状態から拳を引き、ただ力任せに殴り返す。

　ごい～ん、という間抜けな音が鳴る。

　接地していないゴーレムは、それで大きくバランスを崩す。

　起き上がりこぼしのように戻ってくるけれど、極めて遅い。

　近接戦闘に対応できるような速度ではない。

　腕なんかつけても近接戦闘でしか使い道はないだろうに、近接戦闘に対応できるだけの速度がないなんて、コンセプトの時点で失敗作だろう。なぜ、こんなものを実際に作ってしまったのか。しかも、どうやらプロトタイプがあとみっつあるらしい。

「宙に浮いているから衝撃を逃がされてしまう。叩き落とす必要があるね」

　僕が後ろに控えているアニーにそう言うと、彼女は指で丸印を作って「オッケー」と、軽く請け負う。

「なんとかするわ。時間を稼いで」

「了解」

「ブハハ!!　アンナ＝マリア!!　アーロンのミョルニルの威力など私は把握済みだ！　なにしろ、それを生み出したのはこの俺様なのだからな!!　アーロンのパンチごときでは、このアンソニー４号の超重装甲には傷ひとつつけられないぞ!!」

「そりゃどうも」と、僕は軽く会釈をする。

　気が付けば、もう夜が明けている。ゴーレムの構造が細部までよく見える。

　ゴーレムが再び腕を振りかぶったが、それを振り下ろしてくる前に僕は跳んだ。

　巨大な拳が大地を抉えぐり、僕はその甲の部分に着地する。すぐさま、腕を駆け上る。

　ドルミンが自慢するだけあって、超重装甲はさすがに頑丈にできている。僕が上を走っても壊れない。これだけ足元がしっかりしていると動きやすくて楽しい。基本的に、世界は僕には脆もろ過ぎるのだ。いつも気遣っていなければならないから、すこし疲れる。

　たまには、なにも気にせず身体を動かしたくなったりもする。

　実に丁度いい機会だ。

「くそっ！　なんだアンナ＝マリア!!　貴様、卑ひ怯きようだぞ!!」ドルミンが叫ぶ。

「いや、卑怯もなにも、こんなもの。そりゃ普通に乗るよ」僕が呟く。

　せっかく空中に浮いているのに、わざわざ本体までの通り道を作ってくれているようなものだ。振り落とそうとして、ドルミンはゴーレムの腕を動かすけれど、ちょっとエキサイティングな公園の遊具で遊んでいるくらいの感じで素直に楽しい。

　腕はもう一本あるけれど、そっちの腕で攻撃してはこない。たぶん、あまり精緻なコントロールができないから、自分で自分の腕を壊してしまいかねないのだろう。やっぱり、コンセプトの時点で失敗だと思う。構造の派手さと複雑さのわりに、腕が出ることに合理的な理由がない。たんに、どうしても変形させて腕を出したかっただけだろう。

　ゴーレムの腕を蹴って跳ぶ。僕が踏み切った反動でゴーレムがまたバランスを崩し揺れる。ためしに、のっぺりとした胴体の真ん中を殴ってみる。

　轟ごう音おんと共にすさまじい衝撃が発生するけれど、ゴーレムは揺れるだけで、壊れるどころかへこみすらしない。ゴーレムは揺れる程度で済むけれど、質量差があるから殴ったほうの僕の身体はその反動で大きく後ろに弾はじかれてしまう。

　厄介と言えばそこそこ厄介だ。

　空中で回転して姿勢を制御し着地する。それだけのことで、地面は大きく陥没して粉ふん塵じんが舞い上がる。足場が柔らかい。

「ブハハ!!　無駄だと言っただろうアンナ＝マリア！　そいつのパンチは俺様には効かん!!　あの女め狐ぎつねのユージーンにまんまと騙だまされた時のように無様だな！」

「いま、お前の相手をしているのは僕だ。ドルミン」

　ドルミンが頑かたくなにアニーにばかり喋しやべりかけていて、僕の存在を完全に無視しているのが腹立たしい。いや、別に喋りかけてほしいというわけでは、全然ないのだけれど。

「さあ、食らえ！　ミニ撃滅砲!!」

　ゴーレムの砲口が光り、立て続けに光弾を放ってくる。先ほどの巨大な光線に比べれば全然小さいけれど、人体ひとつを蒸発させるには充分な熱量だろう。威力は脅威ではあるけれど、エイムが遅い。細かく動き回れば当たらないし、どんな熱量も当たらなければどうということもない。僕は左右にフットワークを使いながら、再びゴーレムへと近付く。巨大な腕が横から襲ってきて、上に跳んで躱かわす。拳に力を溜ため、大地に振り下ろす。

　音。衝撃。

　柔らかい地盤が波のようにうねり、拡ひろがる。

　余波でゴーレムがまた揺れる。

　大量の砂さ塵じんが舞い上がり、視界を奪う。ゴーレムには銃眼のような開口部は見当たらないから、目で外を見ているわけではないのかもしれないけれど、たとえ光学的に周囲を認識しているのではないとしても、砂塵は他の手段もだいたい欺ぎ瞞まんするはずだ。

　向こうからはこちらが見え辛づらいだろうけれど、相手はなにしろあの巨大さだから、砂塵の中でも影が浮かび上がり、見失うということはない。

「くそっ!!　どこへ行った!!」ドルミンの声が響く。

　反応が素直で助かる。やっぱり、ちゃんと見失ってくれているらしい。

　僕はさっきの一撃の反動でもう空中に飛び出している。回転して、ゴーレムの上に着地する。ぺろんとした丸っこいフォルムはとっかかりがなく、足場が悪い。僕は頭に螺ら旋せん状じようの力の流れをイメージしながら、分厚い装甲に拳を打ち込む。ほんの少しだけへこむけれど、それでもまだ装甲は打ち破れない。なにしろ硬い。馬鹿じゃないのか。

「アーロン」アニーが僕の名前を呼んだ。

　それだけのコミュニケーションで、僕は自分が次にとるべき行動を把握している。

　僕は装甲を蹴って真上に跳び出し、空中で回転しながら、拳にありったけの力を溜ためる。

　僕の眼下で、ゴーレムを取り囲むように蒼あおい光が展開している。

　大地を揺るがす鈍い重低音。

　宙に浮かぶゴーレムの鋼鉄の巨体が、アニーの作り出した超強力な磁場によって大地に引き寄せられている。接地する。

「あっ!!　なにを貴様!!　アンナ＝マリアお前！　それは卑怯だぞお前!!」

「卑怯って……。そんな鉄の塊、磁力に弱いことはすぐに想像できるだろう」

　悪いな、兄弟アンソニー。

　僕は振りかぶった拳を自由落下にのせて、ゴーレムの巨きよ軀くのど真ん中に打ち込む。

　一瞬、ゴーレムの装甲が波打つ。接地して逃げ場のなくなった衝撃力が、分厚い鋼鉄の壁さえも撃ち抜く。弾ける。巨大な穴があく。

　僕はそのまま穴をくぐって、ゴーレムの内部へと侵入する。

　ガランとした内部空間に、方衣をまとった壮年の男が、ひとり。

「久しぶりだな、ドルミン」

　僕はその男に呼びかける。

　ドルミン・ヴェルナー。僕とアニーを生み出した男。いや、今ここにいるのはその名残り、己が死んだことにも気が付いていない、哀れな残響でしかない。

　ドルミンは明らかに驚きよう愕がくし怯おびえていたが、すぐに鷹おう揚ような態度を取り繕い「この機動ゴーレム、アンソニー４号の超重装甲さえも打ち破るとは、なんと素晴らしい破壊力!!　さすがは、神の槌つちミョルニル。私が生み出した最高の破壊力だ！」と、両手を広げる。

　いや、いまはその最高の破壊力が自分に牙を剝むいているのだから、自慢している場合ではないと思うのだけれど、アホなんだろうか。

「それをお前がこんなくだらん人形遊びに興じるためだけに奪われたなど、実に許しがたい！　人類的な損失だ！　ああ、許さんぞアンナ＝マリア!!」

「どっちが人形遊びだ。これに腕いるか？　あまりにも無駄が過ぎる」

「その言葉はそっくりそのままお前に返してやろうアンナ＝マリア！　お前のほうこそ、下らないディティールにばかり拘こだわって、今このときも、宇宙的な規模の計算量を無為に消費し続けているではないか!!」

　なにかを言われると、言い返さないことには気が済まない性分なのだ、この男は。

「目の前の僕を無視してイマジナリー・アンナ＝マリアと会話するのをやめろ」

「宇宙を司つかさどる原理であるブラフマと人間を司るアートマは根源的には同じものだ！　お前がやっていることは、宇宙そのものの創造に等しい！　しかし、それだけの膨大な計算量を使ってお前はなにを得た？　アホめ！　実に馬鹿馬鹿しいなアンナ＝マリア！」

　僕が目の前に立ってもなお、ドルミンはまだアニーだけに話をしている。なにがなんでも、僕のことを認識しようとはしない。僕とアニーの区別もついていないのかもしれない。認知に重大な歪ゆがみがある。

「おい、ドルミン。僕を見ろ。僕はアニーじゃない。その弟のアーロン・ヴェルナーだ」

「弟？　ブハハ!!　弟だと？　くだらんごっこ遊びもいい加減にしておけ!!　幻想の弟を作り上げねば耐えられぬほどに、孤独で寂しかったのか？　おお、可哀かわい想そうな──」

　ポンッと、軽快な音がして、そこでドルミンの無様な講釈は唐突に途切れた。

　内部から破裂して、頭部を失ったドルミンの身体からだがゆっくりと後ろに倒れる。

　もう動かない。死んだ。

「あ、ごめんなさい」と、僕の後ろで、いつの間にかゴーレムの中に乗り込んできていたアニーがぽつりと言った。

「なんかウザかったから、つい。反射的に」
















　雨が洗い流したあとに太陽が顔を出して、窓の外には新鮮な朝の光が満ちている。とくに眺めがいいわけでもないいつもの風景でさえ、まるで内側から発光しているかのようで、とても綺き麗れいだ。目の前に見えているはずなのに、ものすごく遠く感じる。美しいものは、なぜか遠くにあるように思えてしまう。

　振り返ると、アニーはデスクでなにか書きものをしている。一瞬の淀よどみもなく一定のペースでペン先が紙を引ひっ搔かき続けるカリカリという音と、アルコールランプで温められたサイフォンの湯が沸くコポコポという控えめな音が、メヌエットのように調和していた。

「平穏だね」と、僕が呟つぶやくと、アニーは手元に視線を落としたままで、ただ「ええ」と、返事をする。

　タイミングを見計らって、サイフォンからアルコールランプをよける。コーヒーが落ちてくるまでの間に、戸棚からカップを出して用意する。ロートを外して、フィルターは乾かないように水に浸つけておく。

　アニーを登用するついでのようなかたちで魔方殷いんに転属となったユージーンだったけれど、蓋をあけてみれば業務においてはユージーンのほうがよっぽど重用されているようだった。

　どれだけ離れていようとも通信が可能であるという彼女の資質は、組織の中枢でこそ真価を発揮する類のものだったようで、主にライルの補佐として、毎日忙しそうにあちらへこちらへと飛び回っている。

　一方のアニーはというと、大抵はこの部屋にずっといて、次々と送られてくる物品から情報を読み取り、それを紙に書き出すといった地味な作業に終始していた。スレイプニルにいた頃は自分から出向いて情報を読み取っていたのが、今は情報を読み取るべき物品のほうが向こうからやってきてくれるようになったというのが主な変化だ。そういうのがつまり、権限が拡大した、あるいは待遇が改善したということなのだろう。

　それで僕はといえば、ソファーに寝ころんで本を読んだり、たまにアニーのためにコーヒーを淹いれたりして、かなりのんべんだらりとした生活を送っている。

　丁度、コーヒーが落ちきったタイミングで、ノックもなく唐突に部屋の扉が開いて、ユージーンが「ああ～、つっかれたぁ～」と、言いながら戻ってきた。昨日の夜から今まで、ずっと出ずっぱりだったようだ。そのままの勢いで、部屋の中央に置かれているソファーに倒れ込む。

「おかえりなさい」と、アニーが顔もあげないままで声を掛ける。

「丁度コーヒーが入ったところだ。ユージーンも飲むか？」と、僕が訊きくと、ユージーンは首だけを起こして「お、気が利くね。最高。いただくよ」と、返事をする。

　カップをもうひとつ出してコーヒーを注つぎ、テーブルの端に置く。ユージーンが「へえ、陶器のカップも扱えるようになったんだ。大したものだね」と、感心したような声を出す。

　なんてことのないつまらない作業だけれど、うっかりすると、ついなんでもかんでも爆散させてしまう僕にとっては、薄く脆もろいガラス製のサイフォンでコーヒーを淹れられるようになったというのは大きな成長だ。

「アニーはどうする？」僕は訊く。

「そっちに置いておいて。今いくわ」アニーが答える。アニーのデスクの上は諸々の書類に占拠されていて、カップを置く隙間があまりない。

　起き上がり、ソファーに座り直してカップに口をつけ、ユージーンは「ああ～」と、魂を吐き出すみたいな深い溜ため息いきをつく。比較すればより良い状態になったとはいえ、環境ががらりと変わったばかりなのだ。部屋に籠りきりの僕たちに比べれば、外で色々な人と関わりを持っているユージーンのほうが心労は大きいだろう。

「どんな調子？」と、僕が曖昧に質問をすると、ユージーンは一言「眠い」と、返事をする。「そっちはどう？　アーロン」と、曖昧な質問を返してくる。

「平穏だよ。これじゃあ、箱の中にいた時と大して変わらない」

　多少、行動の自由度は上がったけれど、たまに散歩をする以外には僕はだいたいずっとこの部屋にいて、ちょっとしたアニーの仕事の手伝いをしているだけだ。こうして、たまにユージーンとは話すけれど、他にはアニーとしか会話もしない。外からの影響を受けないし、誰にも影響を与えていない。つまり鋼鉄の壁がないだけで、ここも箱の中だ。

　僕がそんなようなことを零こぼすと「いや。その多少の行動の自由度こそが重要だ」と、ユージーンは言う。「ゼロはどこまでいってもゼロでしかない。箱の中にひとりでいたのでは、絶対的な無だよ。けれど、そこにひとりでも他者がいれば、少なからずなにかは生まれるでしょう？　ほんのちょっとした感情とか、日々のおかしみとか、そういう細々としたものが。それがどれだけささやかなものだったとしても、完全な無ではないというのは、意味がある」

　他者なんて、そうたくさん必要なものではないけれど、でもゼロだと本当にゼロだから。

「うん、まあそうだね」僕は答える。「毎日、なにかと興味深いよ」

「わたしとアニーも、なにもないところから頼りなく始めたんだよね。ふたりで、そういう日々の細やかな喜びをかき集めながら、目の前に並んだ最悪のカードの中からなるべく一番マシな最悪を選び続けて、なんとかここまで生き抜いてきた。わたしは、ふたりだったからなんとかなったんだと今でも思っているよ。まあ、よくここまできたもんだなって。アニーは今でも全然、お人形さんみたいに無感情だけど、あれでもだいぶ人間っぽくなったほう。昔はお人形どころか、虚うつろな穴みたいだった」

「ユージーンは、まるで野良犬のようだったわ」と、アニーが手元の書類にペンを走らせながら、口を挟む。「今ではすっかり、賢い飼い犬」

「油断していると嚙かみつくけどね」

　そう言ってクスクスと笑うふたりの間には、僕には決して知り得ない時間の積み重ねが横たわっていて、その親密さに、僕はすこしだけ疎外感を味わう。

「いくらかマシになったとはいえ、アニーもアーロンも、まだ自分の感情というものに慣れていないように、わたしには見える。人間は生まれながらにして感情を持ち、それを表現する手段を持っているというのは、ただの勘違いだよ。なんだって、訓練を積まなければ身に付かない。そういう意味でも、アーロンをアニーの傍そばに確保できたことは有意義だね。おかげで、アニーはよく喋しやべるようになった。以前と比較すればの話だけれど。まあ、もうちょっと姉きよう弟だいをやってみればいいんじゃない？」

「こんなに平穏でいいのかな？」と、何気なく僕が呟くと、ユージーンはカップの中で揺れる褐色の液体に目を落としたまま「いいんでしょ」と、投げやりな調子で答えた。

「わたしも、いまのこの感じがいいな」と、アニーがぽつりと呟く。「幼稚舎でも、スレイプニルでも、いちおうの居場所はあったけれども、この部屋でこうして三人でいるのが、なんだか今までで一番、ここが自分の居場所だと思える。ここに収まるべくして収まっているような感じがする」

　ユージーンが、普段の皮肉っぽい感じではなく、やさしく柔らかく笑っていることに、僕は気が付いた。「そうだね。自分の居場所があるというのは、いいことだよ。ちゃんとここに帰ってこようという気になる」ユージーンが言う。

「そうか。ここが僕の居場所か。じゃあ、こんな風にのんびりしていてもいいのかな。自分の居場所って、のんびりする場所っていう意味だろう？」と、僕は訊く。

　ユージーンが頷うなずく。「マスター・ベネディクトが君を確保したのは、魔方省に君の力を使わせないためだからね。つまり、確保して安全に仕舞っておけるのであれば、あとは別になんでもいいということ。のんびりできるうちは、のんびりとしていればいいのよ」

「なぜ、わざわざ仕舞っておくんだ？　僕を前線に送ってくれれば、こんな戦争なんかすぐにでも終わらせてやれるのに」

「少なくとも、マスター・ベネディクトはそれを望んでいない、ということ」

　そう言って、アニーはようやく手を止め、ペンを置いて目を揉もんだあとで、ソファーに移動した。カップに手を添え、そのまま口をつけることなく背もたれに身体からだを預ける。まだ熱すぎると判断したのだろう。

「状況というのは放っておけば自然と拡散し、均質化し、安定化するのが普通よ。それに抗あらがうのは人の意志だけ。同じような状況が何百年もずっと続いているということは、そういった状況を維持しようとする人の意志が働いているということ。いえ、違うわね。異なる意志のせめぎ合いが、結果として状況を維持してしまっているのね」

　アニーの説明に、僕は「戦争を終わらせたくないということ？」と、疑問を返す。

「すべての敵の殲せん滅めつという形では」アニーが答える。

「しゃらくさいと思うけどね」と、ユージーンが言う。アニーは黙ってそちらに目を向ける。「現状の世界は、壊れたものをちょこちょこと修理しながら騙だまし騙し使い続けているようなものだよ。手間ばかりかかって、得られるものは少ないし、どうせ最終的には完全に壊れる。じわじわと時間を掛けて本当にどうしようもなくなるまで壊れていくくらいなら、いっそ、今すぐ全部壊してしまってイチから作り直したほうが話は早いんだけれど、まあ、何事も理想通りにはいかないもんだよね」

「時間を掛けずに、報復の機会も与えないほど一気に敵を殲滅してしまうのが、ユージーンの理想ということ？」アニーが質問する。

「それもひとつの手ではあるけれど、別に理想というわけじゃないよ？」ユージーンはカップをテーブルに戻して、大きく伸びをする。

「わたしの目的は、この馬鹿げた戦争を終わらせて平和な世界を作ること。そのための手段は別になんだっていい。グランデリニアの連中を一気に殲滅するのでもいいし、逆にアビエニアが滅んでくれてもいい。それで戦争が終わるならね。今までと変わらないよ。現状でとれる手段の中で、最悪の中から最もマシな最悪を選び続けるだけ。そのためには、選択肢は多ければ多いほどいい」

「ユージーンは今、気が立っている」と、アニーが言う。「少し迂う闊かつね。ここは魔方殷よ。どこに耳があるか分からない」

「そうかもしれない」と、ユージーンは素直に認める。「なにしろ寝てないからね。ちょっと気が立つのも仕方ないよ。ああ、少し眠るわ」

　そう言って立ち上がった直後に、ユージーンはこめかみに指を当てて、ぴたりと動きを止めた。アニーのほうを振り返って、告げる。

「予定変更。寝ている場合じゃなくなった。久しぶりに出動要請だ。ふたりとも、すぐに出掛ける準備をして」










　茫ぼう漠ばくとした虚無的な風景がひろがっていた。

　距離感を見失いそうなほど、地平線までひたすら続くのっぺりとした赤茶けた荒野。その巨大なカーペットに縫い付けられたファスナーのように、線路がまっすぐと南に向かって延びている。

「すごいな。見渡す限り、なにもない」

　鋼鉄の車輪がレールの継ぎ目を叩たたく規則的な音に耳を傾けながら、窓の外を流れる、流れているのかも定かでないような景色に目を向けて、僕はそう呟つぶやいた。

「そうだね。帝都にいると、まるで人間がこの大陸をすでに制覇したかのように勘違いしがちだけれど、世界の大半はまだまだこういう、なにもない荒野なんだよ」

　独り言のつもりだったけれど、向かいの席でユージーンが返事をした。

「まだまだ、人類がやるべきことはいくらでも残されているのに、そのリソースの大半を人間同士で争うことにばかり使っているんだから、人がこの大陸のおもてに満ちるのなんて、ずっと先の話だね」

　アニーは僕の隣で黙々と魔方書のページをめくっている。ページを開き手を触れるだけで、すぐに次のページに進む。読んではいないけれど、彼女の場合、情報の入力はそれで十分なのだ。目で読むよりも、手から情報を吸い上げたほうがよほど早く、正確だ。

「そういえば、アーロンは列車は初めてね」と、魔方書のページをめくる手を止めないまま、アニーが僕に訊きいた。学究機関である魔方殷いんには、このペースで読み取っても間に合わないくらいの量の最先端の魔方書が揃そろっているから、魔方殷に転属して以降、アニーは暇があればこうして魔方書のページをめくっている。

　アニーはメモを取らない。メモに限らず、自分のために文字を書くということは決してない。なにかを書くのは、他者にそれを求められた場合だけだ。ただ黙々と魔方書のページをめくり、情報を吸い上げていく。

　そうして入力した情報を、アニーは一度で完全に正確に記憶していて、いつでも自由に引き出すことができるし、展開したり組み合わせたりといった操作もすべて、一切を頭の中だけでできるのだという。どれだけの記憶容量と計算量を、その小さな頭の内側に持っているのかは想像を絶している。

　そのうえ、その入力作業をしながらでも、僕と会話することには支障がない。彼女曰いわく「極短い時間で思考を切り替えれば、ふたつの物事を同時に処理するのは簡単」らしい。

「列車に限らず、なにもしたことがないよ。なにしろ、ずっと箱の中に閉じ込められっぱなしだったし。グランデリニアには、飛行機っていう空を飛ぶ機械もあるんだろう？」

「らしいわね。今はまだ、航続距離と安定性の問題でそれほど脅威ではないけれど、このまま大型化していけば一気に戦況が変わってしまうかもしれない」

「アビエニアでは飛行機は作らないの？」と、僕は訊く。

「メカニズムは想定できるけれど、それを実現できるだけの工作精度が出せないかも。それよりは、魔方の力で浮遊する飛行器のほうが、いくらか可能性が高いわ」

「ふぅん。なんにせよ、空が飛べるなんてすごいことだね」

「アーロンも、空を飛んでみたい？」

「まあ、機会があれば」

　僕とアニーでそんな話をしていたら「ところで君たち、それ、狭くないの？」と、ユージーンが訊いてくる。

「それって？」

「いや、だってアーロンの身体が大きいから、そうやって並んで座っているとアニーがものすごく狭い思いをしてそうに見えるんだけど」

「ああ」

　言われてみれば、そうかもしれない。ボックスシートは標準的な体格を想定した片方二人掛けだから、僕が座ると三分の二くらいは占拠してしまって、残りの三分の一にアニーが挟まる格好になってしまう。僕たちの側面は、びっちり接触している。

「アニーがこっちに座ったほうが、広く使えるんじゃないかな」

　アニーもユージーンも標準よりも小柄だから、ふたりが並んで座るぶんには、かなり余裕があるだろう。けれど、アニーは「ううん、このままでいい」と、その提案を断る。

「姉きよう弟だいだし」

「え？　いや、その理屈はあんまりよく分からないけど」

　う～ん、姉弟として仲良くなるのは悪いことじゃないけれど、想定していた感じと少しちがうな……。といったようなことをユージーンがぶつぶつと呟いているけれど、まあ、アニーがこのままでいいと言うのなら、別にこのままでいいのだろう。

「ところで、今回はなんの用事でどこに向かっているんだっけ？」と、不意に思いついて、僕は根本的な質問をする。なにしろ、突然出掛ける準備をしろと言われて、そのまま駅から列車に乗り込んだから、そのへんのことを僕はまだ把握していない。

　僕たちは、帝都から列車で南部のフェラントンバーグへと向かっている。僕にとっては、生まれて初めての遠出だ。楽しくないと言えば噓うそになるけれど、なにしろ任務を受けて出てきているのだから、列車の旅を楽しんでばかりもいられない。

「なんかよく分かんないんだけど、南部戦線で戦闘を離脱する兵士が後を絶たないんだって」と、ユージーンが答える。「軍部のほうじゃ手に負えないらしくて、それで魔方殷のほうに調査の依頼が回ってきたっていうわけ」

「手に負えない？　兵士の戦線放棄が？」

　軍部の手にも負えないような戦線放棄と言われても、大規模なクーデターぐらいしか思いつかないけれど、そんな規模のクーデターに対して方術士をたったふたり送り込んだところでどうにかなるものでもないと思う。

「ううん、クーデターとかじゃなくて。新たに兵士を送り込んでも、その兵士たちもどんどんと戦線放棄をしてしまって話にならないとか。すでに、数千人に達する勢いで兵士たちが次々と離反しているらしくて」

「えっと、つまりそれほど南部の戦線が壊滅しているということ」

　それにしては、なんというか、ノリがあまりにも牧歌的だ。あまり緊迫感がないというか、どういう心構えで挑めばいいのかがうまく摑つかめない。

「いや、そういうわけでもない。というか、南部ではいま、戦闘行為は行われていない。つまり、アビエニア側だけではなく、グランデリニアのほうでも兵士たちが続々と戦線放棄しているんだって。両軍ともに、戦いをやめてしまったの」

「よく分からない話だな」

「そう。よく分からないから、それでわたしたちが今、調査に向かっている」

　要領を得ないユージーンの説明に、アニーが「なにか、奇妙な新興宗教みたいなものが流行はやっているのだそうよ」と、補足を入れる。

「新興宗教？」

「うん。戦争をやめてみんなで愛の唄うたを歌いましょうというような、曖昧な反戦的な雰囲気に吞のまれているっていう噂うわさ」

「そんな曖昧なノリで、両軍ともに戦闘をやめてしまったわけ？　相手が戦線を放棄したなら、攻め込むチャンスなのに」

「そうね。あまりにも戦争が長引くと、カウンターとして反戦ムードが拡がるのは不思議なことではないけれど、それが実際の戦場においても主流になるというのはとても珍しいわ。だから、なんらかの魔方的な介入があるんじゃないかと疑われているみたい」

「ああ、なるほど。一種の洗脳てきな感じか」

　魔方の力で人の精神に影響を与えるというのは、理論上あり得ない話ではない。精神感応の資質を持つユージーンは、むしろそういった攻撃を得意としている。けれど、南部戦線全体をカバーするような規模の大きさは、やはり異常だ。

「単純に、たんに新興宗教が大ブームになっている可能性もなくはないけれど」というか、その可能性は大いにあり得るけれど、とアニーは言う。

「人じん智ちを超えた、大規模な精神制御を行使できるレベルの方術士が、それも魔方殷が把握していないような在野に存在していると仮定するよりも、たんに長く続いた戦争への反動で、反戦ムードが高まって拡ひろがっていると考えたほうが、説明は簡単だし」

「まあ、行ってみれば分かることだから。今の段階でアレコレと想像しても仕方がない。予断を持たず、油断はせず、なにがあってもいいように心構えをしておけばいい。まあ、わたしたちなら対応できるでしょ。対応力と柔軟性こそがわたしたち〝災厄の魔女〟の売りで、そのためのこの完全魔方陣なんだから」

　そう言って、ユージーンは紋様の刻まれた腕を、方衣の内側から伸ばす。

「そうね。殷に籠りきりで身体からだもなまってきていた頃合いだし、たまには遠征も悪くない」と、アニーも邪悪そうな微笑ほほえみを見せた。

　この後、アニーのその悪魔のように綺き麗れいな微笑みが完全に引ひき攣つるのに、そう時間は掛からなかった。







「なんと帝都からわざわざお越しになられたのですか。それは随分と遠いところからご苦労さまです。ええもちろん我々はあなたがたの査察を歓迎いたしますよ。ぜひともその目で耳でこの世界の真実、すなわち愛の光に触れていただきたい。よかったらすぐそこで我々の団体が主催するセミナーをやっていますのでいかがですか？　普通なら飛び込みではまず入れないのですが遠路はるばる帝都からわざわざお越しいただいたということですから今回は特別に私から本部にかけあってみましょう。ちょっと待っていてください」

「え、待っ……え？　今から？」

　アビエニア陸軍の軍服に身を包んだ男は妙に平へい坦たんな声で、ほとんど息継ぎもせずに一気にそう言うと、止める間もなくどこかへと走っていってしまった。

　列車がフェラントンバーグの駅に到着し、プラットホームに降り立って早々、ひとまず近くにいた兵士に話を聞いてみたらいきなりこの調子で、アニーもユージーンも完全に引いてしまっていた。

　駅と言っても、南部戦線への人員や物資の輸送のために延長された、ほぼ完全な軍事利用目的の路線で、赤茶けた土と岩とまばらな木だけが目立つ荒れた大地に、愛想のないプラットホームが仮設されているだけの殺風景な場所だった。なにも遮るものがないので、ときおり熱く乾いた、埃ほこりっぽい風が吹き抜ける。

「え？　これマジでヤバいじゃん。なんかの怪しい新興宗教じゃん」

　ユージーンがぼそりと呟くと、それを聞きとがめた近くの別の兵士が「怪しくなどありません!!」と、ものすごく食い気味で喋しやべりかけてきて、びっくりした。

「この世界に生きるすべての人が、その内にブレンゲンと呼ばれる一種の高次的な魂の核のようなものを宿していることはご存知ですか？　我らが尊主、博愛の聖女ユディトはブレンゲンの声を聞き彼らの声を代弁してこの不毛なる現世を潤し、あまねく三千世界を救済の光で照らしだしておられるのです。愚かな争いをおさめ人々を天上へと導く愛で満ちた団体です。決して」

　決して、の「け」のところで、男の声が思いっきり裏返る。

「怪しい宗教団体などではありません。特定の神を信仰するわけでもなく、尊主、博愛の聖女ユディトも我々の敬愛の対象ではありますが崇拝の対象ではないのです。彼女は我々に無償の愛をお注ぎになるだけで我々にはなにも求めません。我々はただ星々を見上げ大地を見つめ、この世界の真理へと想いを馳はせる愛に目覚めた〝善き人〟の集まりです」

「あ、はい。それは大変に結構なことで」

　言葉ではそう返事をしながら、ユージーンが精神感応で僕とアニーに「ヤバいヤバい。これ絶対に後で布団とか売りつけられるやつだ。どうしよう？」と、訊きいてくる。「え？　普通にヤだな。ブチ殺しちゃダメかな？」

「ブチ殺すのはさすがに良くないかもしれないけれど……」

　アニーも石せつ膏こう像のように強こわ張ばった無表情のまま、口には出さず頭の中だけで返事をする。

「戦線放棄だけでも普通に拘束するに足る軍規違反だし、見た感じ、彼らはアビエニア陸軍のようだし、ここでプラプラしているということは、帝都からの指示に従っていないわけだから、とりあえず拘束してしまえばいいんじゃないかしら」

　ユージーンが精神感応の資質を持っていて、本当によかったと思う。おかげで、男が目の前で喋り続けている状況でも、こうして気取られることなく意思疎通をすることができる。この手の連中は、どんな反応をしたところで、反応した時点でややこしいことになるから、徹底的な素無視に限る。

「アーロン。その男は拘束して列車に詰めておいて」

「了解」

　アニーの指示を受けて、僕は男を手早くロープでグルグル巻きにする。

「あっ！　なにをするんですか!!　やめてください！　あなたがたがまだ愛に目覚めていないのは仕方ありません!!　我々もほんの少し前まではそうだったのです!!　しかし、考え方や世界を捉える視点が違うからといって、それで誰かを排斥したり攻撃したりするのは間違っているのです!!　そんなことをしてはいけない!!　ほんの少し、ほんの少しの思いやりの気持ち、すなわち愛さえ持てば!!　話を!!　話を聞いてください！　あ！　やめろ!!　やめろこのレイシスト!!　レイシストめ!!　理由もなく〝善き人〟を差別する未いまだ愛に目覚めぬ愚かな人よ!!　やめなさい!!　下ろしなさい!!　恥を知れ!!　貴様らの偏見になど負けるものか!!　全であり個であるブレンゲンに栄光あれ!!」

　まだワーワーと何事か言い募る男の台詞せりふを完全に無視して、サッと担ぎ上げて貨車に放り込み、外から鍵をかける。

「なにをするんですか!!　あなたがたはどんな権限があってこのような非道な行いを!?　これは不当な拘束です!!　深刻な人権侵害ですよ!!」

　内側からドンドンと扉を叩たたく音が響くけれど、完全に無視を貫く。この手の人間は少しでも隙を与えるとグイグイ距離を詰めてくるから決して油断してはいけない。あと、魔方殷いんからの正式な要請で派遣されてきている僕たちには拘束する権限があるから、正当だ。

「どうする？　事態は思っていたよりもずっと深刻なようね」と、さりげなく僕の背後に身を隠しながら、アニーがユージーンに目を向ける。

「う～ん。でも、この怪しい新興宗教てきななにかで戦争が終結に向かっているというのなら、それはそれで悪い話ではないよね……。うんまあ、無為に殺し合いばかりしているよりはよっぽどマシって気がそこはかとなくしないでもないかもしれない」

「そうかな……？」

　と、そこに先ほどの兵士が全力の笑顔を顔面に貼り付けて駆け足で戻ってくる。ただ笑顔の男が走ってこちらに向かってくるだけなのに、その絵面にものすごい恐怖を感じる。

「え？　なになになにちょっとマジ怖い怖いやめて。え？　なに？」

　男の謎の圧におされて、ユージーンも僕の後ろにヒュッと隠れる。

　男は目の前までくると、上気した顔で僕の背後に隠れているユージーンを覗のぞき込み「セミナーへの参加オッケーですよ!!　大丈夫です安心してください！　さあ、それではご一緒しましょう！」と、異常にハキハキとした声で告げて、ユージーンの腕を取ろうとする。

「え、あ、今から？　あ、ごめんなさい。ちょっとさすがに急っていうか、考えさせてもらいたいし、え？　いや、ちょっと。触らないで、普通に」

　男が伸ばしてきた手を振りほどきながら、ユージーンが反射的に返事をしてしまう。

　兵士は電気ショックでも浴びたかのように手を引っ込め、「え？　なんでですか!?」と、心底驚いたというような大げさな表情を見せる。ひどく傷付いたとでも言いたげな顔だ。

「え？　行きますよね？　行かないんですか？　え？　行かない？　噓うそでしょう？　あなたが参加したいっていうから、わざわざ本部までひとっ走りして話をつけてきたんじゃないですか！　それなのに、なんで行かないとか言うんですか？　あなたが行きたいって言ったんですよ??」

「えっと、たぶんだけど、わたし行きたいとか一言も言ってないよね？」

「は？　行きたくないんですか？　どうして？　いいですか我々はですね、世界の真実に触れて愛に目覚めた〝善き人〟で、その愛で人々と支え合っていこうじゃないかという、そういう団体なんですよ。昼はこの荒れた大地を開墾し、丸太を運んで家を建て街を作り、夜になれば皆で焚たき火びを囲んで愛について語り合う、そういう健全な──」

　健全な、の「け」のところで、また男の声が盛大に裏返る。

「──団体なんです。子供や老人、怪け我が人にんを保護し、適切な治療や保護を与え、孤児たちの里親探しもしています。アビエニアはもとよりグランデリニアにおいても様々な人が我々の活動に賛同してくれているんですよ。ガーゴリア戦役の英雄、ジャクソン・ジェイクン・マンレイ大佐もそのひとりです。多くの有名人が我々の活動に非常に感銘を受け、協力してくださっているのです！　我々は完全に健全で安全な〝善き人〟の集まりです」

「アーロン」と、アニーがただ僕の名を呼ぶ。

「了解」と、返事をして、僕はその男もロープでぐるぐる巻きにして、肩に担ぎ上げる。

「あっ！　やめろ!!　なにをするんですか!!　私たち〝善き人〟はただ、博愛の聖女ユディトがお示しくださったこの大きな愛の精神をみなさまにも伝えたいと!!」

　またなんか喚わめいているけれども、完全に無視して貨物車両に放り込む。

　ようやく少し、静かになる。

　気を取り直すように周囲を見回して「今のところ、魔方の形跡は見えないね」と、ユージーンが言う。すでに声に疲れが滲にじんでいる。僕も、身体がこの程度の運動量で疲れるはずはないのだけれど、なんだか疲れてしまっていた。たぶん、精神的に。

　アニーがなにかを振り払うように一度左右に頭を振って、集中して周囲を走査した。

「ええ。彼らは別に、魔方によって精神に影響を受けているというわけではなさそう」

　これがなんらかの魔方による精神汚染などであれば、方術士にはその痕跡を見てとることができる。もちろん、方術士の目を欺ぎ瞞まんするような高度な構成もあり得なくはないけれど、これだけ大規模に展開して、さらに痕跡も完全に消し去るほどの高度な構成というのは想定しづらい。そんな魔方を使いこなすような方術士が実在するなら、たぶんそいつひとりで世界を牛ぎゆう耳じることもできるだろう。

「これが本当にただの愛の力なら、それも大したものだと思うけれど」

　そう呟つぶやくアニーの表情は硬い。ただでさえ、もとから生きた人間の大半が苦手なのに、その中でも一番無理な類と立て続けに遭遇したせいで、平時にも増して心を閉ざしてしまっている。よくない傾向だ。

「もう、これで調査終了っていうことでよくないかしら？」と、割と本気で呻うめいているっぽいアニーに、ユージーンは渋い顔で「そういうわけにもいかないみたい」と、こめかみに指を当てながら返事をする。

　精神感応で現状を魔方殷へと知らせていたようだ。ユージーンの精神感応による通信距離は尋常ではなく、このアビエニアの南部の果てからでも魔方殷まで、ほぼタイムラグなしに情報を送ることができる。実際に検証したわけではないけれど、おそらく大陸全土をカバーできるのだろうと予測されている。

「その、さっきから彼らの話にちょくちょく出てくる博愛の聖女ユディトっていうのには、会わないといけないっぽい。どうやら、そこがこの現象の爆心地っぽいから」

「え、やめておいたほうがよくない？　それでユージーンまで高次的な魂たましいの核がどうとか言いだしたら、わたしはどうすればいいの？」

「どうすればいいのかな……？」と、ユージーンが困ったように眉毛をハの字に下げる。「まあ、なるべく気を強く持ちましょう」







　幸いなことに、最初に遭遇したあの男たちがとびきりにアグレッシブなタイプだっただけのようで、その後は執しつ拗ようにセミナーに勧誘されたりすることはなかった。

　駅の周辺には軍事用のトラックが何台も並び、アビエニア陸軍の制服に身を包んだ男たちが大勢いた。けれども、いずれも武装はしておらず、なにかの軍事行動中のようにも見えない。やはり前もってユージーンが言っていたように、全員が完全に軍の指揮からは離脱してしまっているようだ。明確な軍規違反だけれど、これだけの人数になるとすべてを拘束するというのも難しい。

「こんにちは。ここで、なにをしているのですか？」と、ユージーンが声を掛けると、上着を脱ぎ肌着だけになって、スコップを持ってなにかの作業をしていたその男は、汗を拭きながら振り返り「なにって、開墾さ」と、返事をした。

「開墾、ですか？」

「そう、開墾。生きていかなきゃならないからね。ここはろくでもない土地だ。あちこちに木の根があり、石がある。これを全部よけなきゃならない。使える木は加工して材料にする。端材は薪まきや炭にする。井戸も足りないから掘らなきゃならないし、できれば水路も通したい。家畜に餌もやらなきゃならないし、狼おおかみも退治しなきゃならない。やらなきゃいけないことがたくさんあるんだ」

　男はそう言って、労働の歓よろこびを主張するかのように、ニカッと笑い白い歯を見せる。なんとも爽やかではあるけれども、実に堂々たる戦線放棄だ。戦いをやめ、ここに街を作るつもりでいるらしい。

「え～っと、おそらくですが、あなたたちはグランデリニア軍と戦うためにこの地にやってきたのでは？」

　アニーもユージーンも、魔方殷の正規の方衣を羽織っている。男も、彼女たちが自分たちよりもずっと上の権限を持った相手であることに、気付いていないわけではないだろう。けれど、隠す様子も恥じ入る様子もなく、普通に受け答えをしている。

「そりゃまあ、もともとはお国のために戦争にきたわけだけれどね。でも、今じゃすっかり〝善き人〟さ。鉄砲やら銃剣やらを持って同じ人間を殺して回るよりも、こうしてスコップを持って石のひとつでもどけていたほうがいくらか建設的だろう？　俺たちは愛に目覚めたんだ。なにを言われても、同じ〝善き人〟同士で戦うつもりはないね」

「なるほど」と、ユージーンは感心したように呟く。「まったくもってその通りだよ。鉄砲を持って人間を殺して回っているよりは、荒れ地の石をどけているほうがずっと建設的だ。立派だね」

「ご理解いただけたようでなにより」と、男は慇いん懃ぎんに礼をする。「それじゃあ、俺は忙しいんでこれで」と言って、作業に戻ろうとする。

「ユージーン」と、アニーが眉根を寄せた。「納得している場合じゃないわ。ユディトというのに会うのがわたしたちの任務でしょう？」

「ああ、そうだった」

　我に返ったみたいにそう呟いて、ユージーンは作業を続ける男の背中に「わたしたち、ユディトという人を探しているのだけれど」と、声を掛ける。

　男が再び手を止めて、ユージーンを見る。「会ってどうするつもりだ？」と、答える男の目に、スッと剣けん吞のんな光が宿る。攻撃的な光だ。

　僕は反射的に、一歩前に踏み出してアニーとユージーンの前に立つ。

　どうやら、愛に目覚めたとは言っても、完全に攻撃性を失っているというわけでもないらしい。返答次第では暴力も辞さないという、そういう目をしている。

　そういえば、同じ〝善き人〟同士で戦うつもりはない、と言っていたか。つまり、愛に目覚めた〝善き人〟同士では争わないけれど、そうではない普通の人間への攻撃はあり得るということなのだろう。なんとも、実に〝善き人〟だ。

「それを見極めるために、会って話をする必要があるのです」と、アニーが答える。

　男は、まるで値踏みするかのようにアニーとユージーンに交互に目を向け「いいや。やっぱり、会わせるわけにはいかないね」と、返事をし、再び背中を向ける。

　その後頭部に、アニーが指先を突きつけた。腕に刻まれた紋様が蒼あおく光り、いつでも光弾を発射できるスタンバイ状態であることを示している。

「ユディトの居場所を知っていますね？　案内してください。従わなければ撃ちます」

「なるほどね」

　言って、男はアニーの警告を無視して、そのまま作業を続ける。

「そんな暴力的な人間を、ユディト様に会わせるわけにはいかないよ。撃ちたければ撃て。抵抗はしない。けれど、たとえ俺がここで死んだとしても、もはや愛の光が途絶えることはない。それはゆっくりと確実に、この世界に拡がっていくだろう」

　アニーは無言のまま、下唇を嚙かむ。そのまま、三秒が経過した。

「撃ちます」アニーが言う。

「だから、撃てばいいって言っているだろう。俺は忙しいんだ」男が答える。

「おやめください」

　女の声が響いた。とてもやさしげなのに、中心に硬い芯が通っていそうな不思議な声だった。僕たちは揃そろって、そちらに目を向ける。

「ユディト様……」と、男が手を止めて呟いた。

　人形めいて手足が長い。全体としてはシャープな印象なのにくらべて、輪郭や目は丸みを帯びている。美人というよりは、牧歌的で愛あい嬌きようがあるタイプの顔だ。

　どうやら、この女が件くだんのユディトらしい。

「お話を伺います。ですから、その手を下げてください。心配しなくとも、ここにはあなたに害をなす人などおりません。無為に誰かの命を散らせるべきではありませんわ」







「改めまして。ユディト・フリンツァーと申します。そうですわね。いちおう、このへんの人たちの元締めのようなことをやっているかもしれませんわ」

　カウチに浅く腰掛け、背中をピンと伸ばしてユディトは自分をそう紹介した。

　質素ながらも、開墾地にしてはまともな家屋の一室だ。カウチやテーブルやシェルフなどの家具が一通り揃っていて、床には絨じゆう毯たんも敷かれている。どこから調達したのか、窓にはガラスまで嵌はまっていた。

「ユージーン・ゲフィオンです。魔方殷いんから派遣されて調査にきました。こちらはアンナ＝マリア・ヴェルナー」

　ユディトの対面のカウチにアニーとユージーンは並んで座り、ユージーンが代表して話をした。僕はいつでも対応できるように立ったまま、周囲を警戒する。

「さようでございますか。それで、後ろの彼は？」ユディトが僕のほうに目を向けた。

「ああ、そっちは……」と、ユージーンがなにか言いかけたのを遮って、アニーが「彼はアーロン・ヴェルナー。わたしの弟です」と、説明する。

「そう、素敵な弟さんですわね」ユディトが優雅に微笑ほほえむ。

　珍しい反応だと思った。なぜか、大抵の人は僕のことを居ても居ないかのように扱いたがる。これも、愛に目覚めた故のことだろうか。

「お茶でも用意いたしましょうか？　帝都の方にお出しできるような、立派なものはございませんが」

　ユディトがそう言って立ち上がりかけるのを、ユージーンが「いえ、お構いなく」と、制する。「それほど長居するつもりはありませんので」

　大人しそうな印象だ。少なくとも、数千人規模の信者を抱える新興宗教の教祖という風には見えない。僕も他のサンプルを知っているわけではないから想像でしかないけれど、通常、そういったタイプの人間はもっと、精力的で積極的なもののような気がする。

「それで、お話というのは？」

　ユディトの声は、変わらずやさしげだ。声そのものもさることながら、仕草や表情もあいまって、いっそうの効果を発揮している。やさしさは受容の表明だ。自分を受け入れてくれるに違いない、という幻想をかきたてるようななにかがあるような気はする。

「この南部戦線において、兵士たちの戦線放棄があまりにも目立っています。魔方殷は、それを扇動しているのがあなたなのではないかと推測しています」

　単刀直入に、ユージーンが用件を切り出す。ユディトと比較すると、ユージーンの声はやはり硬質に響く。こちらは、相手を切りつける意志を示している。

「扇動、ですか。しておりますでしょうか？　ええ、ひょっとすると、しているのかもしれませんわね。わたしは、無む暗やみに人を傷つけてはいけませんよ、ですとか、このような荒野にきてまで、人間同士で争うのは愚かしいことですよ、といった、一般論を申し上げているだけなのですが」

　なにしろ、ここでは最大の脅威は自然ですから。力を合わせなければ、人間はただ生きていくだけでもままならないのですのよ、と言って、ユディトは頰ほおに手を当て、首を適切な角度で傾ける。

「確かにこの荒れ地で生活していくのは大変そうですが。けれど、そんな普通な話をした程度のことで兵士たちが次々と戦線を放棄するとは、にわかには信じられません。そもそも、ここはグランデリニアとの戦争における前線でしょう？　戦線を放棄すれば、あっという間にグランデリニア軍に蹂じゆう躙りんされてしまうはずです」

　ユージーンの質問に、ユディトは睫まつ毛げを伏せて憂いを表現する。

「ええ。たしかに初期の段階では、幾度かグランデリニアの軍が攻め込んでまいりましたわ。物は奪われ、数少ない女たちはさらわれ、多くの男たちが無残に殺されてしまいました。聖堂もないこの地では、死者たちに充分な弔いをすることもままなりません。たいへんに悲しいことです」

　ユディトが袖で目をこする。

「けれど、それも最初だけのことです。やはりどんな人の心にも、その奥底には輝かしい愛の光が眠っているのですわ。人の心は、無抵抗な相手に対して一方的に蹂躙し続けるということに、そう長くは耐えられないのです。ほどなくして、グランデリニアの人々も武器を捨て、わたしたちから奪うことをやめました。グランデリニアとアビエニアの男たちが、武器を捨て荒野で肩を抱きあい、涙を流してお互いを尊厳のある人同士だと認めあったのです。それはそれは、感動的な光景でした」

「無抵抗を貫くことで、グランデリニア軍も考えを改めたと？」

　荒唐無稽とも思えるユディトの話に、ユージーンは少なからずの興味を覚えているようだった。そういえば彼女の目的は、手段を問わず、とにかく戦争を終わらせることだ。ユディトはすでに、彼女の目的を部分的には達成している。その手法に、ユージーンが興味を抱かないはずがなかった。

　やや前傾姿勢のユージーンの隣で、アニーはなんとも言えない微妙な表情をしている。苦虫を嚙かみ潰つぶしたような、という形容が一番しっくりくるかもしれない。

「愛があれば、人の想おもいというのはきちんと伝わるのです」ユディトが言う。

「愛」と、ユージーンが繰り返す。

「そう、愛です。愛が足りないんですのよ。愛が足りないから、人はこの数百年も飽きもせず延々と戦争を続けていたのです。お互いを尊厳をもった人間であると認め合い、きちんと愛しあっていれば、争いなんて起こらないのですから」

「愛なんて……そんな抽象的なことで……？」

　堪たまらずといった雰囲気で口を挟んだアニーに目を向けて、ユディトは「抽象的ではございませんわ」と、答える。「愛はとても、具体的です」

「具体的、と言うと？」

　アニーがやや言葉に棘とげを含ませて、そう質問する。

「具体的に申しますと、愛とは粘膜接触のことですわね」

「は？」

　ユディトの返答に、アニーは反射的に低い声を漏らす。ユディトのほうは特に表情を変えることもなく「ええ、そうです。粘膜接触ですわ」と言って、自然な動作でスッとカウチから腰を浮かせ、身を乗り出してユージーンの顎へと手を伸ばした。「教えて差し上げましょうか？」と言って、そのまま、ユディトはユージーンの唇へと顔を近づける。

　あまりの急展開に一瞬反応が遅れたアニーが、我に返って咄とつ嗟さにユージーンへと伸ばされたユディトの腕を摑つかみ──。

　アニーの手が、その資質によってあらゆる情報を一瞬にして正確に読み取る掌てのひらが、ユディトの身体からだに触れた。直後、アニーが切迫した声で「アーロン!!」と、叫んだ。

　僕の名前を呼んだ。

　刹那。僕は一歩前に足を出し、床を踏みしめる。それだけの行動で足元で爆発が起こり、床が抜ける。ユディトがそこに転落していくのを見届ける前に、アニーとユージーンをまとめて引き寄せ後退する。

　なにか危険があったのだ。だから、アニーは僕を呼んだ。それがどんな種類の危険なのかまでは僕にはまだ分からないけれど、とにかく、ふたりをユディトから引き離す。

「そうか、愛か。なるほどね……？」

　僕の腕の中で、ユージーンが小さな声でそう呟つぶやいた。
















　アホのドルミンのおかげで、予定をかなり前倒しできそうだった。ドルミンの機動ゴーレムをそのまま乗っ取ることに成功したからだ。超磁場をアニーが解除すると、大地に縛りつけられていたゴーレムは再びのっそりと浮かびあがった。

「帰巣機能があるみたいね。放っておけば魔方殷いんまで勝手に運んでくれるわ。ラッキー」

　ざっと内部を検証して、アニーが言った。機動ゴーレムは空に浮いているから、あらゆる障害を無視して直進できるし、なにより、歩かなくて済むというのは助かる。

「それにしても、無駄の多い構成。エレガンスの欠片かけらもないわ」

「仕方がないさ。あの男の感性ほど、エレガンスから程遠いものもそうそうない」

　いったん昨夜の家へと戻り、準備しておいた背はい囊のうを取ってくる。

　アニーがコンソールを操作をすると、空中に静止していた機動ゴーレムがゆっくりと移動を開始した。「頼んだわよ。兄弟アンソニー」と、アニーが末弟に声を掛ける。

　こういう時、彼女の読取は本当に便利だ。取り扱い説明書もなにもいらない。

　ブチ抜いてしまった装甲の大穴はどうしようもないけれど、穴があったほうがゆったりと流れる景色を楽しむこともできるから、むしろ良かったかもしれない。

「いい眺め」と、アニーが呟く。風で長い髪がなびく。「だいたい、熱気球くらいの速度かしら。なかなか優雅な旅だわ。悪くない」

「いいね。一度、空を飛ぶ乗り物に乗りたいと思っていたんだ」

　眼下はふかふかとした深い森。その緑のクッションに開いた裂け目のように、うねうねと川が流れている。遠くにところどころ見える森の穴のような部分には、それぞれに小さな村落でもあるのだろう。最終的には、世界中のああいう細々とした集落まですべて潰して回らないといけないのかと思うと、その果てしなさに少しうんざりした気分になる。

　このペースでいけば、夕方までには魔方殷に到達できそうだ。激しい戦闘になるだろう。アニーは昨日の夜からなにも食べていない。今のうちに、食事を済ませておくことにする。

　背囊から食料とお茶を出す。ポットに水を張り、固形燃料に火をつけて湯を沸かす。パンにナイフで切り込みを入れて、ベーコンとソーセージを挟む。さすがに陶器のカップは無理だからアルミ製のお椀わんを持ってきたのだけれど、これは「雰囲気が出ない」と、アニーには不評だった。

「カップでもお椀でも機能としては同じだろう？　お茶を注つげるし、飲むこともできる」

　器のエッセンスは機能にこそあるはずだ。

「そういう問題じゃないわ」と、アニーが口を尖とがらせる。「物事の本質というのは常にエッセンスにあるのではなく、時にはディティールこそが重要なこともあるのよ」

　パンも固すぎると不評だったけれど──絶対に顎を破壊してやろうという強い意志を感じるらしい──もののついでで持ってきたピーナッツバターは気に入ったみたいだ。

「規模の大きな魔方を使ったあとは、甘いものがおいしいの。脳が糖分を消費して、身体が自然と甘いものを求めるのね」

「ふーん、そんなものか」

　僕とアニーでは身体が稼働するメカニズムそのものが異なっているから、そういう通常の人体の身体性に関わる話はよく分からない。

「ああ、食べたら眠くなってしまったわ」

　アニーが欠伸あくびを嚙かみ殺ころしながら、そう漏らす。横になるのに都合の良さそうな場所を探して、結局どこもしっくりこなかったのか、僕の膝を枕にして寝転がる。「魔方殷が近づいたら起こして」と言い残して、あっという間に穏やかな寝息を立てはじめる。

　アニーは本当によく眠る。近頃は状況が許さないせいでそれほどでもないけれど、東の山脈の向こうで隠いん棲せいしていたころは、だいたい寝ているか、起きていても寝ころんでいるかのどちらかだった。頭だって、たくさん働かせれば疲れる。

　アニーは最高の知性の持ち主で、今では世界最強の方術士でもあるけれど、本来なら、この至高の知性をたかが戦闘のためだけに使い潰すなど、あまりにも罪深いことだ。神と世界に対する反逆だと言ってもいい。けれど、もはや〝善き人〟たちと戦おうとする者は、アニーの他には誰も残ってはいないのだ。

　やつらは残らず、皆殺しにする。その決意はもう、済ませている。

　けれど、心のどこかで僕は、ひょっとしたらこれが最期になるのかもしれないと考えている。弱気になっているわけじゃないが、実際のところ、ユージーンは僕たちを凌りよう駕がするほどに強い。ただ単純な計算量や魔方の技量だけでなく、生き残るための意志の力がとてつもなく強きよう靭じんだ。

　限られた時間の中で、最悪の中からもっともマシな最悪を選び、生き抜く嗅覚。そういった土壇場の粘り強さが、ユージーンにはある。

　野良犬のよう、と、アニーは評していた。その精神性は、魔方殷の飼い犬となった後でも、巧妙に隠されていただけで、決して失われたわけではない。

　アニーは過去に一度、ユージーンと戦って敗北し、逃走している。

　この二年間でさらに強くなったとはいえ、それはユージーンも同じだろう。

　──たとえ君が真に世界最強の方術士だったとしても、個では種には勝てないよ。

　エルシーの腹立たしいにやにや顔を思い出して、僕は首を振る。

　膝の上で眠るアニーの髪に触れる。彼女の頭は、僕の掌てのひらの中にすっぽりと納まってしまうほどに小さいのに、その内側には世界そのものに匹敵するほどの情報が格納されている。

　太陽が燦さん々さんと輝いていて、眼下はとても暑そうだけれど、大した高度ではないにせよ空の上は遮るものがないから風がよく通って気持ちがいい。ドルミンは最初から、アンソニーを穴があいているデザインで造るべきだっただろう。

　雁がんの群れがＶの字の編隊を組んで、僕たちよりも高い空を横切っていく。先頭の雁が羽ばたいて作り出した上昇気流をとらえ、省エネルギーで飛ぶための隊形だ。

　それはたぶん、水が低きに流れるように、各々が個別に自分が最も楽に飛べるポジションに落ち着いた結果。そこに彼らの友愛の情などを見み出いだすのは、おそらく人間の側の勝手な投影だろう。綺麗に見えるものほど、ごく簡単な関数で書き表すことができる。

　たぶん、そこに意志や自我などと呼べるようなものはない。

　簡単な関数。ごく単純なメカニズム。

　それは僕の耳から入り、内側に入り込む。

　もはや導火線に火はつき、止める術すべはない。あとは時間がくれば起爆する。

　だから、そうなる前に終わるしかない。終わってしまう前に、終わらせるしかない。

「アニー」

　アニーが振り返る。磁器のように白いはずの頰ほおが黒い。煤すすで汚れている。

「アーロン。まさか」

　僕は自分の左側頭部を押さえ、頷うなずく。

「どうやら、ここまでみたいだ」

　視界が滲にじんでいる。見たいのに、彼女の顔がよく見えない。

　アニーが僕に駆け寄る。僕の胸に手をあて、こちらを見上げている。

「そんな、アーロン。そんなはずは。いいえ、なにか方法があるはず。今すぐに対応すれば、まだきっと。間に合う！　間に合うから!!　アーロン!!　アーロン!!!!」

　アニー。

　名を呼ぼうとした。ちゃんと声になっていたかどうか、確証が持てない。

　アニーの綿のように軽い身体さえ支えきれずに、僕の身体は後ろに倒れる。

　糸の切れた人形のようにぐにゃりと倒れた僕の身体の上に、抱きつくようにしてアニーが跨またがっている。泣いている。なにかを言っている。聴こえない。音が、遠い。

　頭の奥深くで、なにかがブチリと千切れた気がした。

　こいつがブレンゲンか！

　野郎！　食い破ってやがる!!

「アーロン」

　アニーに呼ばれて、僕は目を覚ます。膝の上で、アニーが僕の顔を見上げている。

「苦しそうな顔。大丈夫？」

　そう言って、アニーが手を伸ばし、僕の頰に触れる。眠ったつもりはなかったけれど、いつの間にか眠ってしまっていたらしい。

「もう大丈夫。すこし妙な夢を見ただけだよ。たぶん、変な姿勢で寝ていたからだ」

「なにそれ、わたしのせい？」

「そんなことは言っていないよ、アニー」

　アニーは絹布のように滑らかにするりと起き上がり、穴の外に目を向けて大きく伸びをする。眼下の森が途切れた。もう、魔方殷が近い。

「さて、そろそろ準備を始めましょうか」と言って、アニーはキャビンの中央に立ち、おもむろに床面に魔方陣を描かきはじめる。アニーは四肢の紋様を組み合わせることで、原理的にはあらゆる想定可能な魔方陣を構成することができるけれど、身体そのものを魔方陣として使う以上は、あまりにも大きな威力の魔方を放つと、その反動をまともに身体で受けることになってしまう。時間や空間が許すのであれば、こうして新たに魔方陣を描きおこしたほうが安全だ。

「なにしろこの巨大さだから、魔方殷でもすでに機動ゴーレムが飛来していることは察知しているだろうし。応戦の準備を整えているはず」

「この目立つゴーレムを囮おとりにして、僕たちは下から背後に回るというのは？」

　僕の提案は、アニーの「面倒」の一言で、一瞬で却下される。

　描き出される魔方陣は、最初は断片すぎてなんなのか分からない。やがて、大きな関係性がぼんやりと見えてきて、意図と目的が理解できるような気がしてくる。けれど、それらが複雑に接続しながら拡ひろがっていくにつれて、全体としてどう絡み合っているのかが再び分からなくなってくる。

　全体を際限なく部分に分解しても、真理には辿たどり着つけない。

　拡大と俯ふ瞰かん、両方の視点を同時に保持する必要がある。

　アニーの描く魔方陣はおそろしく複雑で精緻で、調和している。その構成を本当の意味で理解できる者は、彼女自身の他にはほとんど存在しないだろう。

　けれど、それがとても美しいということは、見れば分かる。

　優れた魔方陣はどれも、最終的には美に収束する。

　空いている床面のほぼ全てを模様で埋め尽くして「さてと、完成」と、アニーが言う。

　魔方陣は方力の反応経路だ。本来は多次元的、多層的に複雑に絡み合うそれを近似的に平面上に描き出しているだけだから、規模の大きなものは必然、広大なものになる。

　立ち上がったアニーは、また穴の外に目を向けて「すこし様子を見てみましょうか」と、両腕の紋様を組み合わせ、魔方陣を構成する。

　蒼あおい光が空間に円を描き、内側の像が歪ゆがみ、拡大される。

　魔方殷の特徴的な五ご芒ぼう星せい型の城郭が見えた。

「無益なことを。愚かなのね」と、アニーが呟つぶやく。「でも、集まってくれていたほうが、駆除が楽でいいわ」

　魔方殷の南にひろがる見通しの良い平原に、大軍が整然と陣を張っていた。青と赤、二色の軍旗がはためいている。

「感動的な光景だな」と、僕もつい、感想を漏らす。

　西のグランデリニアと東のアビエニア、数百年にもわたって泥沼の戦争を続けていたその二大国の軍が、共に戦線を張っているのだ。

　彼らは自らが、たった数行の指令に操られているだけの兵隊蟻ありに過ぎないことを自覚することもなく、その心に宿る愛の力を信じて、自らの愛する者のために、愛する世界を次世代に繫つなぐために、これから世界最強の方術士と戦おうとしている。

　もはや自分ですらないものを、自分自身であると信じて。

　そんな哀れな魂たちを、いったいどうすれば救えるというのだろうか？

「死者を救うことなど、何者にもできはしないわ。死は誰にとっても個別で、絶対的で、不可逆なもの。終わったものは、もう終わったのよ」

　魔方陣の端に屈かがみ込み、アニーが方力を流す。光が走り、連鎖反応しながら数瞬のうちに全体へと拡がり、収束していく。最後に、掌大の小さな光球をポンと吐き出す。

　アニーが静かに手を振ると、光球は音もなく高速でグランデリニアとアビエニア、両軍の陣の直上へと飛んでいき、そこで起動する。

　まず最初にきたのは、風だった。

　上空の、目をこらさなければ見えない程の小さな光球に、周辺の大気が急激に吸い寄せられていく。急に強く吹き始めた風に、兵士たちはすこし訝いぶかしむ様子を見せ、軍旗を掲げている者は、それをグッと強く握り直した。

　強風はまもなく竜巻となって軍旗を払いのけ、瞬く間にさらに強大となり、鉄で重武装した歩兵たちすら大地から引きはがして空へと巻き上げる。

　蜘蛛くもの子を散らすように、一瞬にして陣形はぐちゃぐちゃに乱れる。

　次に起こったのは、急激な気温の低下だ。

　大気中の水分はすさまじい速度で凝固して成長し、大きな氷の礫つぶてとなる。それが渦巻く風に混じり、散弾となって兵士たちを激しく打つ。

　そして、雷。

　渦巻く風は大気に摩擦をおこし、蓄積された電気は雷撃となって大地に降り注ぐ。

　最後に、閃せん光こう。

　光球に蓄積された熱量が保持できる限界を超えて、一気に解き放たれる。

　音は最後にやってくる。轟ごう音おん。それから、衝撃波。

　爆風の余波が、遠く離れた僕たちのところにも届いて、アニーの白い方衣をひるがえした。すべてが去ったあとで大地に残ったのは、巨人の足跡のような大きな丸い穴だけだ。

　二大国が手を取り合った大軍勢が、たったの一撃で、ほぼ完全に消滅した。

　しかし、魔方殷いんそのものには爆発の影響は一切見られない。巨大な円形の破壊の爪痕は、魔方殷を取り囲む五芒星に綺麗に阻まれている。

　魔方殷全体をすっぽりと覆う、あらゆる干渉を弾はじく防御結界。

「くるわ！」と言って、アニーが僕に駆け寄り、身体からだに腕を回してきた。僕は意図をすぐに把握して、アニーを抱き寄せ、ゴーレムの大穴から空中へと跳び出す。

　魔方殷の中央、特徴的な尖せん塔とうの、その先端が光り輝いた。

　次の瞬間、超巨大な光線が空を真まっ直すぐに引き裂き、ゴーレムの巨体をすっぽりと飲み込む。あらゆるものを焼き尽くす最強の魔方兵器。神の槍やりレーヴァテインだ。

　高空に逃れた僕とアニーは、空中からその光景を眼下に見下ろす。

「すごいわ。アンソニー、あれを食らってもまだ飛んでいる。ただの物質的な頑強さも、ここまでくると大したものね。さすがはわたしたちの末弟だわ」

　神の槍の直撃を受けたアンソニーは、表面が灼やけて溶けてしまっているように見えるけれど、未いまだ原型を保って飛んでいる。しかし、ゆっくりと高度を下げはじめてはいるから、遠からず墜落するのだろう。まあ、既に十分に役には立ってくれた。ありがとう、アンソニー。お前がこの世に生まれた価値はたしかにあった。

「レーヴァテインのリロードは最速でも五分。その前に俯ふ角かく限界の内側に潜り込むわ」

　レーヴァテインも、防御結界も、元は魔方殷にいた彼女はその仕様を熟知している。懐に入り込んでしまえば恐れることはない。

　空中に跳び出した僕たちは、すでに放物線の頂点を越えて下降へと転じている。僕の腕の中でアニーが複雑に腕を組み、魔方陣を構成して、軌道上の空中に足場をつくる。僕は身体を捻ねじって体勢を整え、それを蹴って再び弾丸のような速度で前方へと加速する。乗り物などなくとも、疑似的に空を飛ぶことはできる。

　堀にかかった跳ね橋の外に、数十人規模の方術士の部隊が展開している。アニーが放った魔方の爆風と衝撃波は、魔方障壁を展開して凌しのいだようだ。こちらを視認し、応戦しようとしているのが仕草から分かる。そういった仕草のひとつひとつまでを確認できる距離にまで、もう近付いている。

　方術士同士の戦いは、よほどの実力差でもない限り、遠距離での撃ち合いではお互いに決め手に欠け、決着がつかない。攻撃の構成の複雑さに比べ、防御を展開するほうが圧倒的に単純で速く、敵の攻撃を視認してからでも到達までに障壁を張ることができるからだ。

「バラけるわよ」と、アニーが言って、直後に僕の胸を蹴って跳んだ。その反動で僕の落下軌道も斜めにずれて、その刹那、僕たちが居た座標を敵の放った光弾が通過していく。

　アニーは空中で回転しながら魔方陣を構成し、身体を開いて空気抵抗を利用して、姿勢を整える。空中から地上の方術士たちと正対し、右腕をかざす。

「砕け散りなさい」

　方衣が風でめくれあがり、剝むき出だしとなった彼女の右腕の紋様に蒼い光が走る。

　回転する二重螺ら旋せん構造の光線が放たれる。

　地上の方術士たちは協力してドーム状の魔方障壁を展開する。

　障壁に当たった光線は、その二重螺旋構造で障壁を切削し、貫通し、内側で炸さく裂れつする。

　自分たちが展開した障壁によって力の逃げ道を完全に塞がれ、内側で反射を繰り返す衝撃波で、方術士たちはミキサーにかけられたヒヨコのように一瞬にして粉々になり、赤黒い液体となって障壁の内側にへばりつく。

　障壁が霧散し、ベシャリと粘性の液体が大地に拡がる。

　方術士同士の戦いでは、遠距離での撃ち合いではお互いに決め手に欠ける。

　よほどの実力差でもない限りは、だ。圧倒的に勝っていれば、一方的に蹂じゆう躙りんして終わる。

　放った魔方の反動で斜め後方に飛ばされていたアニーは、クルクルと回転しながら、地面を走る僕のところにちょうど落ちてくる。僕はアニーを受け止める。

「３・５秒後に、０・５秒だけ魔方殷の絶対防御を中和するわ。タイミングを間違えないで」と言って、アニーは僕の腕の中で休みなく右手と左手を組み替え続けている。

「了解」と、僕が返事をした瞬間が２・５秒だ。斜め45度で前方に踏み切る。その衝撃で僕の足元の地面がへこみ、砂ぼこりが舞い上がる。

　１秒でジャスト、防御結界の境界に到達。

　激突の寸前、アニーが放った蒼い光が境界を中和し、僕たちがギリギリ通り抜けられるだけの穴があく。開いた直後にはもう閉じ始めている。あれに挟まれたら、ゆで卵みたいに輪切りにされてしまうだろう。アニーを強く抱え直し、なるべく小さくなって通過する。

　振り返るともう、防御結界はなにごともなかったかのようにツルリと復元されている。空中でアニーを抱え直し、体勢を整えて、轟音と共に城郭の上へと着地する。

　石造りの堅けん牢ろうな星型城郭。その内側にひしめくギュウギュウ詰めの街。そして、中央の小高い丘の上に堂々と聳そびえる偉容。魔方殷。

　帰ってきたのだ。かつて僕たちが過ごした、この場所に。

「戻ってきたわね」と、馬車から下りるような優雅さで、アニーが僕の腕から立ち上がる。腰に手を当て、殷の尖塔を見上げて言い放つ。

「さあ、わたしたちの世界を返してもらうわよ。ユージーン」







　アニーの動きは決して速くない。

　どれだけアニーが素早く動いたところで、方学反応そのものが速くなるわけではないのだ。それは絶対的な法則に支配されていて、同じ反応は常に同じ速度で再現する。

　しかし、次々と襲い掛かってくる魔方殷の警護兵や方術士たちは、アニーに触れることすらできずにポンポンとリズミカルに殺されていく。

　動きが速いのではなく、判断が早い。否、判断の必要がないから行動が常にワンテンポ先んじている。敵は同士討ちを避けるために、アニーを見分けて攻撃する必要がある。対象を見て判断する、という認識行動が挟まるだけで、脳は既に数瞬は遅れている。そして、その数瞬の遅れは方術士を相手どって戦う場合には致命的だ。

　アニーのほうは、それが何であるのかも一切気にすることなく、問答無用で動くものはすべて壊せばいいだけなのだ。

　なにしろ、彼女以外の人類は、もうすべて絶滅してしまっているのだから。

　アニーはこの世界でたったひとりの、人類最後の生き残りだ。

　すべての〝善き人〟を滅ぼし、世界を人間の手に取り戻すためには、目につく者すべてを殺し尽くすしかない。話はシンプルだ。

　魔方殷の内部を、迷わず奥へと進んでいく。

　僕たちの古巣だ。内部構造は完全に知り尽くしている。

　前を行くアニーは角の直前で右に跳び、壁を蹴ってその反動で左へ曲がる。破壊力がありすぎる僕ではできない芸当だ。狭い建造物の内部においてはアニーのほうが機動力が高い。結果的に、本来はアニーを守るべき僕が、アニーの後こう塵じんを拝することになってしまう。

　総長室へと続く大階段の手前の角を曲がった瞬間、アニーが勢いよくバックステップしてきて、僕は反射的にその身体を受け止める。その直後、圧倒的な熱量の光線が、アニーが一瞬前にいた地点を通り過ぎた。

「ここは通しませんよ、アンナ＝マリア」

　聞き覚えのある、懐かしい声が廊下に響いた。

　アニーは僕を制して先に歩み出て、その声の主と相対する。

「ご無沙汰しております。ヒルデガルダ副局長」

　かつてのような、人形のような無表情で、アニーがそう挨拶をした。

　大階段の下に、アニーのかつての直属の上司、スレイプニルの副局長、ヒルデガルダ・ローベンシュタインが待ち構えていた。

「やはり、あなたを手放すべきではなかったのだと、今では後悔しています」

　眉を吊つり上あげ、ヒルデガルダが言った。

「あなたはその身の丈に合わない巨大な才能に圧おし潰されそうになっている、よくいる早熟な、可哀かわい想そうな子供でした。わたしはあなたがゆっくりと時間をかけて人間性を養えば、その嵐のように暴力的な才能さえも御することができるようになるのだろうと考えていました。いいえ……それはおそらく、願っていたと表現したほうが適切なのでしょう。けれど、あなたは未だ、自らの才能に振り回されている弱く哀れな子供に過ぎません」

　ヒルデガルダが、カッと両目を見開く。

「あなたはここで散りなさい！　アンナ＝マリア!!」

　右手を突き出し、広げた掌てのひらを、握る。ヒルデガルダの手のその動きに連動して、アニーの周囲の風景が、否、空間が歪ゆがみ、圧迫され、握りつぶされる。

　けれど、その時にはすでに、アニーの身体はヒルデガルダの背後にあった。

　一瞬の後に、ヒルデガルダは「かはっ」と、咳せき込み、口から血を吐き出す。その胸のど真ん中に、赤く小さな穴があいている。

　ただひらいた掌を握りこむ。たったそれだけの行動が、アニーの反応速度の前ではあまりにも遅い。

「ライルがやられるなんて、まさかとは思っていましたが……これほどの速度とは……」ヒルデガルダが片膝をつき、そのまま床に崩れ落ちる。「これも……世界の選択なのでしょうか。ああ……ライル、いま、そばに……」

「あなたのことは嫌いではありませんでした、ヒルデガルダ副局長」

　アニーは振り返り、ヒルデガルダの亡なき骸がらを一いち瞥べつだけして、そのまま総長室を目指し大階段を昇る。

　すさまじい計算量と情報の解像度を持つ彼女の時間は、おそらく主観的にはゆっくり流れている。情報の入力速度と、その処理速度によって、時間を引き延ばしている。常人の１／10の速度か、１／１００なのか、あるいはもっと遅いのかもしれない。彼女の計算量をもってすれば、いつでも世界の時間をほぼ停とめられる。圧倒的な演算能力を持つというのは、つまりそういうことなのだ。

　それでも、質量を持った肉体の動きだけは現実の時間に縛られる。当初、アニーはそのことに苛いら立だっていた。しかし、完全に慣れてしまった今となっては、彼女は先を読み、動作を最適化することによってそれも部分的に克服している。

　アニーはとんでもなく強くなってしまった。

　一番最初に出会ったとき、彼女は僕に「わたしを守ってください」と言った。

　アニーを守る。それだけが僕の目的で、存在理由だった。

　かつては、その関係性もある程度はうまく機能していたと思う。けれど、最近はそれももう、あまり必要なくなってきている。一度行使されてしまった抑止力には、もう抑止力としての機能は期待できない。

　アニーはひとりの個体として、究極に洗練され完成されていて、実のところ、もう誰の助けも必要とはしてない。彼女に他者はいらない。

　僕がまだアニーといるのは、ただ僕がそう望んでいるからに過ぎない。

　アニーがそれを許してくれているのは、彼女の優しさだ。

　なんの目的意識もなく、存在理由も持たずに生きていけるほど、人間は強くない。

　それは僕だって、例外ではない。

　だからアニーは、僕に幻想の目的意識を持たせるために、偽りの存在理由をもっともらしく見せるためだけに、僕が彼女を守ろうとすることを許している。

　けれど実際には、もう誰も彼女を阻むことなどできはしないのだ。

　何なん人びとにも、神を止めることなどできないように。

　長い大階段を昇りきる。廊下を突き当たりまで進めば、総長室だ。

　アニーは待ち伏せを警戒するでもなく、そのままの勢いで扉を蹴り開ける。たとえ待ち伏せがあったところで、アニーなら認識してから対応しても、まだ間にあう。

「ひさしぶ──」

　なにかを言おうとしたユージーンに対し、アニーは構うことなく、いきなり最大威力のエッケザックスをぶつけた。しかし、アニーの放った魔方の刃やいばはユージーンに到達する直前に、その構成を崩され、分解され、霧散する。

「ちょっとちょっと、問答無用ってわけ？」と、ユージーンが呆あきれたような声を出した。

「エッケザックスを、キャンセルされた……？」

「驚くほどのことじゃないでしょ？　だって、わたしだよ？」

　ユージーンが笑う。例の、口を横に引き延ばすような、悪魔的な笑いかただ。

「もはやユージーンでもないくせに」と、アニーが吐き捨てるように言う。「そんなユージーンみたいな顔をして、ユージーンの声で、ユージーンみたいに悪魔的に笑わないで」
















　アニーがとにかく全速力で撤退しろと言うので、ユディトの拘束は諦めざるを得なかった。僕はアニーとユージーンを小脇に抱えたまま走って列車に乗り込み、それもアニーが慌てて出発させて、まるで泥棒みたいな勢いでフェラントンバーグを発たった。

　列車の中でシートに収まり、ようやく一息をついて、僕はアニーに「そろそろ、説明してもらえるんだろう？」と、訊たずねる。

「ええ……そうね」と、アニーは額に手を当てて目を閉じ、すこし言いよどんだ。彼女にしては珍しく、時間が掛かっている。

「結論から言うと、あれは死体」と、アニーが口を開く。

「死体？」と、ユージーンはアニーの言葉を鸚おう鵡む返しにする。理解できていない、という意思表示だ。

　アニーはまた、１秒だけ黙り込む。どう説明するか考えているのかもしれないが、彼女が思考に秒単位で時間を消費するのは極めて異例だ。

「わたしがユディトに触れたとき、彼女の情報はとても綺き麗れいに整頓されていて、行儀がよかったの。普通の人間はもっとノイズにまみれていて、混こん沌とんとして、醜いものなのに。けれど、わたしはそういう綺麗に整頓された記憶のありようを、よく知っている」

「死体」と、ユージーンがまた同じ台詞せりふを繰り返す。ただし、今度のは理解したという意味の復唱だ。

　スレイプニルに所属していたころ、アニーの任務は主に死体から情報を読み取ることだった。その、死人特有の記憶の手触りを、彼女はよく知っている。

「そう。あれは死体だった。死体が立って歩き、人の言葉を喋しやべっている。おそらく、フェラントンバーグ周辺で愛だ愛だと騒いでいた彼らは、全員がその状態。病気なの。死体が立って歩いて、生きた人間のように振る舞う。そういう病気」

　そして感染する、と、アニーが言う。

「噓うそ？　え？　わたしたち、大丈夫？」ユージーンが慌ててシートから背中を浮かせる。

「大丈夫。おそらくユディトが言っていたように、主には粘膜の接触によって感染する。感染力じたいはそこまで強くないはず。けれど、感染経路が粘膜接触だけに特定されているわけではないから、詳細が明らかになるまでは隔離しておくに越したことはないわ」

「粘膜の接触って……。ええ……？　つまりそういうこと？　それであの人数って、いくらなんでも、爛ただれすぎじゃない？」

　ユージーンは嫌悪感を滲にじませて、引ひき攣つった笑いを見せる。

「そういうことかしら？　あとは、戦闘中の血液の飛散でも感染するかもしれない。グランデリニア軍のほうには、きっと、さらわれた女たちを媒介に感染が拡がったのね」

「そうか。それで帝都からどれだけ新たに兵士を送り込んでも、つぎつぎと愛に目覚めてしまっていたというわけね。文字通り、愛に感染していたんだ」と、僕は腕を組む。

「そういうことね」アニーが頷うなずく。

「でも、愛が感染するって、いったいどんなメカニズムで？」ユージーンが首を捻る。

「愛が感染しているわけじゃない。たんに、症状の発現の仕方が見かけ上そのように解釈できるだけ。病気というか、寄生虫症なのよ。彼らがブレンゲンと呼んでいたものの正体は、高次的な魂たましいの核なんかじゃなくて、小さな寄生虫。体内に侵入したブレンゲンは、脳の中枢を目指し、宿主の自我中枢を食い破って殺してしまって、その身体からだを乗っ取る。宿主が死んだあとも、栄養を供給させるために、ブレンゲンがその身体を動かし続ける。ブレンゲンの至上目的は自らを繁殖させることだから、繁殖の場である宿主の母数が減ると困ってしまう。それで、なるべく同属殺しを避けるようになる。自らの寝床を確保するために。その行動が、傍はた目めには愛に目覚めたかのように解釈できるというだけ」

「ああ、なるほど」ユージーンがすこし落ち着きを取り戻して応える。「寄生虫が宿主の行動に影響を与えるパターンは自然界にも結構見られるよね。ある種のエビに寄生する条虫は、本来は個別に活動するはずの習性を、群れでまとまって行動するように変えてしまうんだって。最終宿種である鳥に食べられやすくなるように。エビを、最終宿種に乗り換えるためだけの、ただの乗り物に変えてしまうんだ」

「でも、彼らはとても死んでいるようには見えなかったよ」と、僕は口を挟む。

「そうね。見た目にはほとんど生きている人間と変わらない。ブレンゲンは自分が定着した脳の記憶領域にもアクセスして、生前の人間と同じように振る舞う。すべての記憶を保持しているから、客観的には生前の人間と、ブレンゲンに乗っ取られた後のそれは、区別することができない。それどころか、おそらく主観的にも区別はついていない」

「……？　つまりは、どういうこと？」

　僕の疑問に、ユージーンが「沼男だね」と、応じる。

　けれど、そんな当たり前みたいに沼男とか言われても、僕はその概念を知らないから、何の説明にもなっていない。ちゃんと分かるように言ってほしい。

　そういった意志を表情で表現していると、ユージーンが解説してくれる。

「ブレンゲン自身も自分が他人の身体を乗っ取っただけの小さな寄生虫であることに気が付いていない。けれど、ブレンゲンに憑とり殺されてしまった宿主の主観的な自我体験は、死んだ時点で途切れている。ブレンゲンはすべての記憶を保持した状態で、その瞬間に新たに生まれた沼男のような存在で、その自我は連続していない。そういうこと？」

「おそらくは」と、アニーは呟つぶやいて、首を傾ける。「なにしろ、他人の主観的な自我体験なんて、推測することしかできないもの。けれど、ユディトが動く死体に過ぎないのは間違いがないわ。わたしの資質が、そう言っている」







「沼男か……」

　魔方殷いんに戻り総長室に報告にいくと、ライルもユージーンとまったく同じことを言った。僕が知らないだけで、ひょっとすると一般教養的な知識なのかもしれない。

「まさか、そんな馬鹿げた思考実験じみた事態が実際に発生しうるとはな。しかし、まあ理路は通っている。あり得ない話ではない」

「お言葉ですが、マスター・ベネディクト」

　アニーが、彼女にしてはかなり強い口調で、ライルに言う。

「これは可能性の話ではなく、事実です。それはすでに発生していて、かなりの規模まで拡大しています。早急に最大限の対策を講じなければ、手遅れになります」

　きっかり３秒、ライルはアニーの目を見つめ、それから溜ため息いきをつき、眼鏡の位置を直す。デスクから立ち上がり、部屋の中をゆっくりと歩く。

「もちろん、君の資質を疑っているわけではない、アンナ＝マリア。我々はこれまでの君の仕事ぶりから、その能力が充分に信頼に値するものだということを知っている。しかし、客観的に検証が可能な物証がない以上は、現状、それはひとつの仮説として取り扱われる。君たちがフェラントンバーグで拘束してきた兵士たちは、軍規に違反して勝手に戦線を離脱したのだから、これは拘束するに足る理由がある。しかし、その後の処分は正式な軍法会議を経て決定されなければならない。そして、その管轄は我々ではなく、魔方省だ。我々は速やかに、彼らの身柄を魔方省に引き渡さなければならない」

「拒否すべきです」アニーは部屋の中を歩き回るライルを目で追いながら、変わらず強い口調で続ける。「彼らは致死性の寄生虫症にかかっていて、それは感染します。これは防疫なのです。なによりも重要なのは、速やかな、厳重な隔離。あとは、調査と研究です」

「しかし、客観的な物証がない。書類に添える証拠がなければ、そのようなイレギュラーな処置は認められないだろう」

「拘束してきた検体のうちのいくつかを開いてみれば、証拠となるサンプルが採取可能だと考えられます」

「君の説明を信用するのならば、それは脳の深層に寄生しているのだろう？　我々には、脳の深層部分から生命を維持したままサンプルを採取できるだけの技術がない」

「なぜ、生命を維持する必要があるのですか？」

　ばんっ！　と、アニーがライルのデスクを叩たたく。

「当然だろう？」ライルは心底驚いたというように、両の眉毛を限界まで上にあげる。「彼らは軍規を犯したとはいえ、生きたまま拘束してきた以上は、我々の独断で殺してしまうわけにはいかない。それは、重大な人権侵害だ」

「……現場で殺してから、死体を持ち帰るべきでした」アニーが声を低くする。「人権とは、生きた人間に対して認められるものでしょう。彼らはすでに、生きてはいません。身体を乗っ取った寄生虫が、死体をまるで生きているかのように操っているだけなのです。寄生虫には、そもそも人権などありません」

「その説明で魔方省の連中が納得すると思うかね？」と、ライルもとうとう、声を荒らげる。「我々は彼らと会話ができる。意思の疎通ができる。ことあるごとに彼らのセミナーの素晴らしさを説かれるのにはたしかに辟へき易えきさせられるが、しかし、まだ人間の範はん疇ちゆうだ。いま、そのような説明で我々が無理を通せば、確実にドルミンがそこを突いてくる。最悪の場合、魔方殷の組織としての独立性が脅かされることになるぞ？」

「魔方殷の独立性など!!」アニーの声は、ほとんど叫び声になっている。「人類の存亡に関わる問題なのですよ。人がすべて滅んだあとで、魔方殷の独立を守ってなんになると言うのです」

「あれが寄生虫症ならば、やるべきことは治療法の確立だ。独断専行での処刑ではない」

「何度も申し上げておりますが、マスター・ベネディクト。既に死んでいるのです。この場合、治療とは中枢を動かしている寄生虫を取り除き、本来あるべき物言わぬ死体に戻してやることです」

「殺してみれば、既に死んでいたということが証明できる。そんな理屈では、人ひとりを殺すことはできない。ここは戦場ではないのだ、アンナ＝マリア。人の命の取り扱いは、それなりに重い。仮に君の仮説が誤りだった場合は、どう責任を取るのかね？　殺してしまったら、死んだものは、もう生き返らないのだぞ？」

「その言葉はそのままお返しいたします。死んだものは生き返らないのです。今ここで食い止めなければ、さらに多くの人が死ぬことになる。最悪の場合、人類のすべてが死滅してしまう可能性さえあるのです。仮にそうなったら、いったいどのように責任を取るおつもりなのですか？」

「あの」と、アニーのあまりの剣幕にずっと大人しくしていたユージーンが、おずおずと口を挟んだ。「ここで言い争っていても仕方がありませんし、ここはひとつ間をとって、拘束してきた彼らをまずは人道的に許される範囲内で、いろいろと検査してみるべきなのでは？　それから、これ以上の被害の拡大を防ぐために、南部から帝都方面への移動を制限するとか」

　ライルはまたきっかり３秒、睨にらみつけるような目つきでユージーンを見つめ、それから「しばらくは時間を稼ごう」と、答えた。「その間に、ユージーンはそれなりの傍証を揃そろえろ。説得できる材料があれば、魔方省や皇帝に働きかけることもできるだろう。交通の制限についても、軍部に打診はしてみる。私は今からすぐに出掛ける。魔方殷の防疫はアンナ＝マリアが指揮をとれ。君に、一時的に私の権限を委譲する」







　ライルから権限の委譲を受けたアニーは、防疫のためという名目で、唯一の外界との経路である跳ね橋を上げ、魔方殷を完全に封鎖した。けれど、充分な説明もないままに、突然よく分からない小娘に出入りを禁止されたことで、内部では反発が強まった。

　魔方殷も、書類上の権限さえあれば全員を納得させられるというほど、名目だけで回っている組織というわけではない。強引に物事を押し通せば当然、それを不満に思う者も出てくる。気質として個々人の自主独立の傾向が強い魔方殷においては特に、強権的に振る舞うことはまったくもって得策ではない。

「けれど、他に方法がないわ。全員を説得している時間はないし、充分に時間をかけたところで納得が得られるとも思えない。アーロンだって、実のところはまだ半信半疑といったところなのではないの？」

　すぐにでも泣き出しそうな顔でアニーにそう訊きかれて、僕は一瞬上を見る。虚空にはなにも書いてはいない。仕方がないから正直に「そうだね」と、答える。死んでいるとは言っても、生前の人間とまったく区別がつかないのであれば、特になにも問題はないのではないかとも思える。いや、みんながみんな、あんな風に愛だの健全なセミナーだのと言い出したら、それはそれで困ったことにはなるだろうけれども。

「ああ。アーロンにすら、言葉で説明して納得してもらえないのなら、他の人間に問題の本質を理解してもらうことなんて、絶望的でしょう？」と、アニーは頭を抱える。

「けれど、実際なにが問題なんだ？」僕は訊く。

「だって、死んでいるのよ。ブレンゲンはわたしを殺す。そして、わたしを殺したあとで、素知らぬ顔でわたしのふりをして、またアーロンの姉になるの。わたしのことを殺したブレンゲンが、わたしのふりをして、アーロンの姉として振る舞うのよ。アーロンは、それを受け入れられる？　わたしとまったく区別のつかない、寄生虫が動かしているだけのただの死体を、アーロンは変わらず愛することができる？」

「いや、無理だ」と、僕は即答する。「そいつはアニーを殺すんだろう？　だったら、たとえアニーの顔をして、アニーの言葉で喋しやべり、アニーの記憶と思考回路を完全に引き継いでいて、まったく区別がつかなかったとしても、それはアニーを殺したやつでしかない。僕はそいつを殺すよ。君の敵かたきをとる」

「ええ」アニーは泣き出しそうな顔で、でも笑った。「つまりは、そういうことなのよ」

　ユージーンがブレンゲン実在の傍証を揃そろえるために、南部で拘束してきた兵士たちを調査している間に、アニーは僕を引き連れて、魔方殷の各所に出入りの禁止を徹底して回る。どこに行っても邪険に扱われる。はいはい、分かりましたよ。従えばいいんでしょう？

「帝都を完全に封鎖するのは、困難でしょう。地続きだもの。どこからだって、どうにかして人は出入りするものだわ。その点、魔方殷は構造的に、隔離が容易たやすい。せめてこの城郭に囲まれた領域だけでも、絶対の安全を確保しなければならない。ブレンゲンに感染した個体がひとりでも侵入してしまったら、それを区別することはかなり困難になる。絶対に中に入れないということがなによりも重要なの」

　ブレンゲンの感染がどこまで拡大しているのかは分からない。ひょっとすると、このとても小さな街ひとつだけを残して、もう既に世界のすべてが滅んでしまっているのかもしれなかった。

「魔方殷に防御結界があってよかった。あれのおかげで、非正規のルートでの侵入は完全に防ぐことができる」

　たとえ全世界を敵に回したとしても、魔方殷単独でそれらと張り合わなければならない。今はどうやら、そういう状況らしい。しかし、彼女のその危機感は、組織の全員に充分に共有されているとは、とても言えなかった。

　そして間もなく、それはやってきた。







　圧倒的な人数が、魔方殷の星型城郭の周辺をぐるりと取り囲んでいた。

　南部において急速にその数を増やした愛に目覚めた〝善き人〟たちだ。しかし、その群衆は、なんらの武装もしてはいなかった。

「現在、魔方殷は総長権限で完全に封鎖されている。何者も立ち入ることは許されない。早急に立ち去られよ」

　徒手のまま、ただ魔方殷を取り囲むだけの〝善き人〟たちに向けて、警護兵が城郭の上から通告した。銃眼から小銃の銃口が差し向けられていたが、〝善き人〟たちの誰ひとりとして、怯ひるむ様子は見せない。

「これは平和的なデモですわ。敵対するつもりは毛頭ございません」

　凛りんとした、それでいて柔らかさのある、鈴の音のような涼やかな声が響いた。

　ユディトが群衆の中から一歩前に出て、城郭の上へと呼びかける。

「わたしたちはただ、あなたがたに不当に拘束されているわたしたちの仲間の解放を求めているだけですの」

　大声ではないにもかかわらず、その声は高い城郭の上にまではっきりと届いた。

「認められない。現在、魔方殷いんは完全に封鎖されている。早急に立ち去られよ」

「彼らはわたしの大切な友人で、仲間ですわ。わたしたち〝善き人〟は、決して仲間を見捨てたりはいたしません。どうか、彼らの即時解放を。それが成されるまで、わたしたちは決してここ立ち去りませんわ」

「認められない。早急に立ち去られよ」

　ユディトは警護兵の通告を無視して、一歩前に足を進めた。

　警護兵が威嚇のために、ユディトの足元に向けて小銃の弾丸を一発、発射する。

　ユディトは足を止め、ゆっくりと両手を上に上げる。抵抗の意志がないことを示す。

「それ以上近付くな。現在、魔方殷への立ち入りは許可されていない。近づけば撃つ」

　ユディトはそのままの姿勢で、また声をあげる。

「わたしたちに暴力に訴えるつもりはございませんわ。けれど、決して暴力には屈しません。友人たちの解放が聞き入れられない限り、絶対に引き下がりません」

「認められない。近づけば撃つ」

　ユディトは首を振り、また歩を前に進めた。ユディトの背後に控えていた〝善き人〟たちも、ユディトと同じペースでゆっくりと魔方殷へと近付いてくる。

「撃つぞ！」

　警護兵が足元に向けて威嚇射撃をしても、もはや誰も止まらない。小銃に対してなんの防御策も講じていない生身の群衆が、ただ粛々と魔方殷に向けて歩を進める。

　警護兵たちの間に、動揺がひろがる。彼らは小銃を構えたまま、一様に隊長に向けて指示を求める目線を送っている。

「撃ちなさい」

　報告を受けて現場に駆け付けたアニーが、警備兵にそう指示をした。

「しかし……」

「撃って。魔方殷の内部へあれの侵入を許してしまったら、もうおしまいよ。疫病なの。わたしたちはまだ、あれの正体すらまだ正確には見極められていない。抗虫薬も駆虫薬もなにもない現状では、対処のしようがありません。感染経路を絶つことしかできない」

　警護兵の隊長は、それでもまだ逡しゆん巡じゆんを見せていたけれど、アニーの必死の表情に、意を決したように頷き返し、隊員たちへと指示を出す。

「撃て!!」

　小銃の一斉射撃。

　群衆たちのうち、十人程度が被弾して、その場で倒れる。けれど、それでも他の群衆たちは歩みを止めない。同じペースで、静かに押し寄せてくる。

　まるで、川の氾濫を柄ひ杓しやくで止めようとしているかのようだ。いくら撃っても、この流れは止まらないと、警護兵たちは思い始めているようだった。

「第二弾装そう塡てん！」

　警護兵たちの動きに、少しの乱れが見えた。動揺している。無理もない。彼らはどんな強敵にも臆することのない魔方殷防衛の要となる精鋭たちだけれど、無抵抗の一般人を撃ち殺す訓練など受けていないのだ。それにはまた、別種の強さが必要となる。

「撃て!!」

　再度の射撃命令。しかし、響く発砲音は少ない。

「ありえません！」

　警護兵のひとりが、その場に小銃を投げ捨てて立ち上がり、隊長に詰め寄った。

「彼らは非武装の民間人ですよ!?　我々は、無抵抗の人間を高みから一方的に射殺するために、厳しい訓練を積んできたわけではありません!!」

　ひとりが声をあげると、あとは堤防が決壊するかのように連鎖的に崩れた。警護兵たちは次々と小銃を投げ捨て、職務を放棄する。

　アニーは唇を嚙かみしめ隊長へと目を向けるが、彼もまた肩を竦すくめて首を振るだけで、もはや隊の掌握を諦めたようだった。

　一般の警備兵に比べれば方術士のほうが階級は上だし、ライルから権限の委譲を受けているアニーは、彼らに対して命令を下せる立場にある。しかし、魔方殷に転属して間もない彼女にはまだ兵卒からの信頼などないし、権限さえあれば、それだけで人間を動かせるというわけではないのだ。

　仕方なく、アニーは自ら城郭の縁へと駆け寄り、指を鉄砲の形にして、ユディトへと狙いをつけた。

　ともかく、あれらの群衆を先導しているユディトを止めなければならない。しかし、ユディトが死ねば、他の連中が暴走してより状況が悪くなる可能性もある。どうするのがベストだろうか？

　アニーが逡巡を見せている間に「よせ！」と、横合いから警護兵が手を出して、彼女の身体からだを押した。

　不意をつかれて、アニーがよろめき、倒れる。

「おい」と、僕は言った。

「だめ、アーロン」という、アニーの声は僕の耳にも届いてはいたけれど、その言葉の意味を認識する暇もなく、身体は実になめらかに、ほぼ自動的に動いていた。

　言われた警護兵の耳には、僕の声などもう届いていなかったかもしれない。

　その時にはそいつはもう、ただの赤い霧となってこの世から消滅していたからだ。

　身体に触れたものを、なんでも問答無用で爆散させる、最強の破壊力。神の槌つち、ミョルニル。ずっと抑制していたその力を、解き放った。

「君が本当にアニーを守りたいと思うのなら」と、かつてユージーンは僕に言った「決してその力を振るってはいけないよ、アーロン」と。

　けれど、そんな後先のことなんて、僕はなにも考えていなかった。ただの警護兵風情が、いや、たとえどんな立場にあろうとも、どんな崇高な目的があろうとも、人間ごときがアニーに危害を加えるなど、決してあってはならないことだ。

　アニーのことは、この僕が守る。

　アニーの命令に従うことには躊ちゆう躇ちよを見せていた警護兵たちも、その後の動きは完全に統制がとれていて、実にスムーズだった。全員がいましがた投げ捨てた小銃を拾い上げ、その銃口を真っ直ぐに僕に向けていた。

「なんだ？」と、僕は周囲を睨ねめまわす。「そんなチャチなオモチャで、僕の身体に傷のひとつでもつけられるつもりなのか？」

「アーロン!!　やめなさい!!」

　立ち上がったアニーが、僕の身体に腕を回す。僕を止めようとしているらしいけれど、そのあまりの軽量さに笑いそうになってしまう。なんの障害にもならない。

　僕はそのまま、アニーを抱き上げる。

「大変だ、アニー。肘を擦りむいている」

「大丈夫よ、アーロン。こんな怪け我がは大したことじゃない。それよりも、ここはもうダメかもしれない。完全封鎖の意志が崩れてしまっている。防衛ラインをさらに下げるしかないわ。せめて、殷の建物だけでも完全に封鎖しないと」

　城郭の警護は、もう統制を失っていた。外の〝善き人〟たちの行進を止めるものは誰もおらず、その銃口はいま、すべて僕とアニーに向けられている。

「同胞殺しは重罪ですよ、アンナ＝マリア様」

　隊長が、落ち着いた口調でアニーに告げる。

「法に従い、現時点をもってアンナ＝マリア・ヴェルナーの方術士の権限を一時凍結。あなたを拘束します」

「どうしてだ？　やったのは僕だ。アニーは関係ないだろう」と、僕は隊長に抗議するが、隊長は僕を一いち瞥べつしただけで、飽くまでアニーに向かって語り掛ける。

「あなたの所有物がしたこととはいえ、責任は免れますまい。過失か故意かは、査問で判断されるでしょう。ひとまず、あなたの身柄は拘束させていただきます」

「逃げるわよ、アーロン」と、アニーが僕の耳元で囁ささやく。

　僕はアニーを抱えたまま、一歩足を引く。

「動くな！」と、警護兵が足元に小銃を撃ってくる。

　警告を無視してアニーをがっしりと抱え込み、僕は反転する。「撃て!!」という隊長の号令と共に銃声が轟とどろき、背中に銃弾を浴びる。しかし、小銃程度威力では僕を止めることなどできない。

「敵を撃つのは躊躇するくせに、味方を撃つのにはずいぶんと統制がとれているな。大したものだ」と、僕が言うと「水面下で不満が溜たまっていたのよ。仕方ない」と、アニーがしおらしいことを言う。らしくない。

「やっぱり、わたしひとりだけではダメだわ。どうにもできない。ユージーンと合流しましょう。ふたりでなら、きっとこの世界に不可能なことなんて、なにもないのだから」

　城郭から門へと続く階段を駆け下りたところで、アニーが僕に「待って」と言った。

　僕は立ち止まり、アニーが顎で示すほうを見る。見慣れた小柄な後ろ姿がある。

「ユージーン……？」

　ユージーンが、跳ね橋を管理する警護兵たちに、なにかの指示を送っている。アニーが呼びかけると「ああ、アニー」と、ユージーンは振り返り、弾はじけるような笑顔を見せる。

「そこで、なにをしているの、ユージーン……？」アニーの声が、震えている。

「なにを？　ん～、なにを、かぁ～」ユージーンは人差し指を唇にあて、わざとらしく小首を傾かしげて見せる。「見ての通り、跳ね橋を下ろそうとしているところ」

「は？」と、アニーが呆あつ気けに取られて、ぽかんと口をあける。「なにを言っているの？　そんなことをしたら、〝善き人〟が流入してきてしまう。感染を防ぐ障壁はなにも……」

「アニー!!　危ない!!」

　気配を察知して、僕は咄とつ嗟さに反転し、アニーを庇かばう。僕の頭のすぐ横で、パンッ!!　と、なにかが弾ける。痛みは感じないけれど、衝撃で左の鼓膜が破れたようだ。たぶん、左耳はしばらく使い物にならない。

「なんのつもりだ、ユージーン？」僕はユージーンを睨にらみつける。

「あはは、今のを避よけるか。流石さすがだね」ユージーンがカラカラと笑っている。

　ユージーンに、なんらかの魔方で攻撃をされた。僕が反応していなかったら、アニーに当たっていただろう。こいつは、アニーを傷つけようとした。つまり、敵だ。そういう判断が、僕の中で素早く下される。

「噓うそ……ユージーン、あなたもしかして」アニーが震える声で、絞り出すように、問う。「感染して、しまったの……？」

「ん～、50点」ユージーンが悪戯いたずらをしかけた子供みたいな顔で、あるいは残虐な悪魔みたいな顔で、ニッと笑う。「たしかに、感染はしている。ハロー、わたしはブレンゲン。ようこそこの素晴らしき新しい世界へ。どうぞお見知りおきを。今後ともよろしく。でも、感染してしまったわけじゃない」

　え～？　噓？　本当に分からない？　そんなわけはないよね？　歌うように言葉を連ねるユージーンは、心の底から愉快そうだ。

「本当はさ、とっくに気付いているんでしょう？　だって、アニーだもの。アニーはとても頭がいいから、もう分かっているはずだよ？」

「あなた……」アニーが言って、そこで言葉を切った。息を吞のんで、続ける。「もしかして、自ら望んでブレンゲンを？」

「ピンポーン。だいせいかーい」と、ユージーンはあっさり認める。「実はね、約束を破って勝手にひとつ開いて、サンプルを採取して調べたんだ。まあ別に、ひとりくらい殺しちゃってもいいでしょ。いっぱいいるし。で、だいたいアレの生態は分かったから、そこにちょっと手を加えてさ。感染力を強めたの。この改良型ブレンゲンは、飛ひ沫まつ感染する。ただ近くにいるだけで、どんどん感染していく」まるで、新しく買ってもらったオモチャを自慢する子供のように、嬉うれしそうに説明する。

「どうして……そんなことを？　それじゃあ、もう魔方殷いんの内部も……？」

「え～、だってさ。それで結果的に世界が平和になるなら別によくない？　これで人類は愛に目覚めて同属同士での争いをやめて、お互いに協力しあって生産的に発展していけるわけでしょう？　やっぱさ、果てしなく不毛な戦争なんかしてるよりも、荒れ地の石のひとつでも取り除いているほうがよっぽど有意義ってものじゃない？」

「その人類が、滅んでしまうのよ。ユージーン、分かっているの？」

「もちろん、分かってるよ。分かっていてやったんだよ。わたしの目的は馬鹿げた戦争を終わらせることで、それは飽くまで目的で、そのための手段はなんだっていいんだっていうことは、何度も言ってきたじゃない。誰もが虐げられることなく、奪われる心配のない、安心して幸せに暮らしていける世界を実現するためなら、人類の存続なんか全然大した問題じゃない。輝かしい未来のために必要な尊い犠牲っていうやつだよ。それに、みんな等しく一度死ぬんだから、完全なる平等でしょう？　誰かが誰かを踏みつけにして不当に奪うんじゃない。みんなでちょっとずつ不利益を受け入れればいいの」

「命よ!?　ちょっとした不利益なんてものじゃないわ!!」

「たかが命だよ。そんなもの、いつでも捨てられる覚悟は、とうに済ませたはずだよ、わたしたちは」

　ユージーンが、ゆったりとした歩調でこちらに近付いてくる。

「さあ、一緒にいこう。アニー」そう言って、ユージーンは手を差し出した。「これからも、わたしたちふたりでなら、きっと不可能なことなんかなにもない。これがわたしの望んだ、誰もが幸福に生きられる、より良い世界だ」

　どっちだろう？　と、僕は素朴に思った。

　ユージーンの手をとり、命を捨てて新たな自分として、より良い平和な世界に生きるか。

　ユージーンの手を払いのけ彼女と決別し、世界を敵に回して戦う運命を選ぶのか。

　どちらもあり得るような気がした。

「アニー？」僕は腕の中の彼女に呼びかける。

　アニーがどちらを選んだとしても、僕は最後まで彼女に付き従うだろう。この命のすべては彼女のために使い潰すと、とうの昔に僕は決心を済ませている。

　けれど、もしも僕に願うということが許されるのならば。僕の望みが聞き入れられることがあるのならば──。

「僕はアニーに、このアニーに、生きてほしい」

　アニーが両手に力をこめ、僕の方衣をぎゅっと摑つかむ。消え入りそうな声で「ええ」と、返事をする。「アーロン、下ろして」

　僕の腕から下りて自分の足で立ったアニーは、決然とユージーンを睨にらみつけて宣言する。

「わたしはそちらの世界にはいかないわ、ユージーン」

「あらそう。結局はそっちにつくんだ。なんだろう？　最後は姉きよう弟だい愛っていうやつ？　まあ、わたしがけしかけた部分もあるんだけれど、つまらない価値観に染まってしまったものだ。古い世界だね。残念だよ、とても」そう言って、ユージーンは両手を広げる。

　次の瞬間には、ふたりは同時に腕を組み替え、魔方陣を構成している。蒼あおい光の奔流がふたりの身体からだを包み込む。

「いくよアニー!!　わたしがこの年老いた、不条理で理不尽な馬鹿げた世界に引導を渡してあげる!!」

「きなさいユージーン!!　わたしは、あなたの甘え根性に満ちた、このくだらない自己満足の世界を否定する。わたしは、わたしたちの世界を取り戻す！」
















「二年ぶりか。あの時の続きだね、アニー」

　二年前と変わらない、宿命的に常に軽薄さがつきまとう声で、ユージーンが感慨深そうに言う。けれど、その双そう眸ぼうには隠しようのない憤ふん怒ぬの炎が燃えている。

「それで、どうだった？　古い世界にたったひとりで取り残されていたこの二年間は。哀かなしかった？　楽しかった？　寂しかった？　嬉うれしかった？　辛つらかった？　まあ、実のところ、本当はそんなに興味はないんだけどさ。ねえ、どう？　今からでも、こちらにきなよ？　アニー。わたしたちふたりでなら、今よりももっとさらに世界を良くできる。この世界から、悲しみをもっと取り除ける。多くの歓よろこびを生み出せる」

「よく吼ほえるのね」と、アニーは嘲る。「際限なく飼い主に餌をねだる、馬鹿な飼い犬のよう」

　軽口を叩たたきながらも、ふたりの四肢に刻まれた紋様には絶えず蒼い光が走り、それは奔流となって周囲に発散されている。お互いがお互いの魔方の構成を阻害しあい、発動できないでいる。力が、拮きつ抗こうしている。

「アーロン！」

　アニーが僕の名前を呼ぶ。ようやく僕も、仕事ができる。

　僕は床を蹴って一気に前に飛び出し、ユージーンへと殴り掛かる。

「おっとぉ!?　ここでグーパンは普通に卑ひ怯きようなんじゃない？」と、言いながら、ユージーンは易やす々やすと僕のパンチを躱かわし、かわりにハイキックを頭に叩き込んでくる。

　僕の身体が、派手に横に吹っ飛ぶ。

　なんだ!?

　触れるだけで物体を爆散させる神の槌つちミョルニルを資質として持ち、巨人の性質を色濃く継いだ僕の巨体が、ただの物理的な蹴りで、それも小柄なユージーンのそれで吹き飛ばされるなど、本来は絶対にあり得ないことだ。

「ミョルニルを、中和しているのか？」

「そりゃまあ、いくらわたしでも、君のその破壊力はおっかないからね、アーロン。なにも対策を用意していないなんてことが、あるわけないじゃない」

　ユージーンはアニーに次いで、僕の近くに長くいた人間だ。ミョルニルの方学構成もよく知っているし、理解していればそれを中和する魔方を構成することもできるだろう。けれど、ユージーンは今、アニーの魔方とも拮抗している状態なのだ。それなのに、そこに加えてさらにミョルニルまで中和してみせた。

　つまり、ユージーンの計算量は拮抗しているどころか、アニーを遥はるかに凌しのいでいるということになる。

　あり得ない。

　この二年間で、いかに魔方の知識を身に付け、構成を軽量化し最適化していたのだとしても説明がつかない。人の頭脳が持つ根本的な素の計算量じたいが、これほど大幅に伸びるということも絶対にない。

「あれ？　気付いた？　さて、一体どんな仕掛けがあるのでしょ～か？」

「並列接続ね」と、アニーは瞬時にそのカラクリを見抜く。「〝善き人〟たちのネットワークに接続して、計算量を分割して代替させているんだわ」

「ご賢察～」と、ユージーンが両手を広げて前に出す。「あれ？　ご明察？　ご賢察っていう言葉もあるよね」と、唇に人差し指を当てて、首を傾かしげる。

「最初から、それが目的だったの？」と、アニーは眉間に皺しわを寄せる。

「ううん。これはただの副作用というか、もののついで？　みたいな。ちょっと思いついたからやってみたら、たまたまうまくいったって感じの」

　わたしの資質は精神感応だからと、頼みもしないのにユージーンは解説してくれる。

「接続した相手と通信できるっていうのがわたしの資質だけど、本来はその接続先は、ひとつか、せいぜい近場のふたりくらいが限界なんだよね。でもブレンゲンの生態って、全にして個っていう感じなわけ。ひとつに接続するだけで、すべての〝善き人〟と、同時に接続できてしまう。あとは簡単だよね。計算量を分割して、それをブロックごとにそれぞれの〝善き人〟に受け渡すでしょ？　そうすると、〝善き人〟たちはそれを計算して結果を再び戻してきてくれる。計算じたいはそっちに代替させて任せちゃって、わたしはその分割とフィードバックの統合だけを行っているってわけ。言わば、頭脳の拡張。いまや全人類の集合が、ひとつのわたしの頭脳というわけ」

　繫つなげば拡ひろがる。理屈は単純だが、たいていの場合、単純な理屈ほど、より強力だ。

「真の天才であるアニーの計算量は圧倒的だよ。取るに足らない凡庸な天才に過ぎないわたしでは、まともにやりあったのではとても敵かなわない。けれど人類はね、お互いに協力し、支え合うことであらゆる物事を克服していくことができるんだ。たったひとりで世界を敵に回しているアニーには、決してできないことだね」

「問答無用で感染させて、そこに相乗りしているだけなのに、勝手なことを言うのね」

　ユージーンのあまりの身勝手な理屈に、さすがのアニーも呆あきれている。

「世界はアップデートされたんだよ」と、ユージーンは首を横に振る。「最初、アニーの天才に触れたとき、わたしはとても興奮した。自分よりも頭の良い子供がこの世に存在しうるなんて、アニーに会うまでは考えたこともなかった。わたしは世界で一番頭の良い子供で、わたしがこの頭脳で、わたし自身のこの手で、いつかは世界をより良いものに変えてやるんだって、そう思っていたんだ。けれど、アニーの天才はわたしなんかとは比べものにもならないくらいに圧倒的だった。わたしが天才であるという自信には揺るぎがなかったよ。けれど、アニーは真の天才だった。そういうものが実在しうるのだと、アニーを見て初めて理解した。この真の天才は、きっと世界をより良いものへと変えてくれるだろうとわたしは確信した。わたしはアニーに出会ったから、結果的に世界がより良いものに変わるのであれば、それを成し遂げるのはわたしでなくていいと思えたんだ」

　アニーがこのわたしを作り上げたんだよ。そう言って、ユージーンは口を歪ゆがめる。

「わたしはアニーになりたかった。わたしがアニーになれないのなら、アニーにわたしになってほしかった。アニーに世界を変えてほしかった。けれど、アニーは世界になんかちっとも興味がなかった。ただ自分の内に閉じこもり、内宇宙の最奥へと潜っていくばかりで、出会った頃のまま、いつまでたっても全てを吸い込み続けるだけの虚うつろな穴、ううん、巨大なブラックホールだった。それどころか、今ではあなたひとりだけが、変わりゆく世界に対処できずに取り残されている」

「当たり前でしょう。望んで寄生虫に自我を明け渡すなんて、自ら精肉機に飛び込む豚のようなものだわ。どうすれば、そんな愚かな判断ができるというの」

「〝善き人〟たちは人だよ。人間だ。数百年もの長きにわたって戦乱に明け暮れた粗野で野蛮な人類から、博愛と調和の人類へと、新たなステージに進化したんだ。世界のすべては急速に、より良くなっている。やっぱり、戦いというのは局所的な富の偏りを生み出すだけだった。奪うことをやめて、みんなで力を合わせれば、絶対的な富そのものを増やすことができる」

「馬鹿げた屁へ理り屈くつね。全人類で虫けらの奴隷に成り下がっただけじゃない。虫けらのために、せっせと餌を運ぶだけの巨大な装置を作り上げただけだわ」

　アニーはユージーンの話には取り合わない。

「ん～、やっぱり話し合いでは決着はつかないか。潰しちゃうには、わりと惜しいんだけどな、その頭脳」と、ユージーンは悩ましげに顔を顰しかめる。「でも、まあいっか。もう自分で、それを超越する頭脳は手に入れちゃったし」

　今ではもう、わたしこそが真の天才だし。

　ユージーンが方衣を翻し、紋様の刻まれた腕を交こう叉ささせる。魔方陣を構成する。

　アニーはそれを阻害しようとするが、絶対的な計算量で圧おされている。

「並列接続によって今のわたしが持つ計算量は世界に匹敵する。一個の真の天才ごときでは、世界そのものには立ち向かえないよ」

　アニーは魔方を発動できず、僕のミョルニルも機能しない。

　ならば、あとは小細工なしの肉弾戦しかない。幸い、僕の身体からだはミョルニルがなくとも、そもそもの造りが強きよう靭じんだ。

　僕はユージーンへと愚直に殴り掛かる。右左右左と、頭部を狙って打撃を繰り返す。ユージーンはそれを退きながら、頭を振って躱かわす。

「ははは。これまで資質に頼り切って戦ってきたんだろう？　ミョルニルを中和してしまえば、体捌さばきそのものには驚くほど無駄が多い。二年も時間があったんだから、おいしいお茶の淹いれかただとかサクサクふんわりのクレープの焼きかたとかだけじゃなく、格闘技のひとつでも覚えておくべきだったね」

　ユージーンの表情には、まだまだ余裕が見える。

　回転しながらしゃがみ込み、蹴りで足元を払う。ユージーンはそれを側転でまた躱す。僕が立ち上がって正対したとき、ユージーンは両腕を脇に引き絞って構えを作っているところだった。ユージーンの両の掌底が僕の胸を打ち、彼女のその小さな身体から発せられたただの物理力で、僕は弾き飛ばされる。

「アーロン！」

　アニーが僕を振り返る。すこしだけ動揺して、魔方の構成にわずかな乱れが生まれた。

「アニー！　油断するな!!」

　僕は即座に立ち上がり、アニーへと駆け寄る。

　ユージーンが右腕をあげ、掌てのひらをこちらに向けている。

　その右腕の表面に刻まれた紋様に、流麗に、複雑に、蒼あおい光が走っている。

　ユージーンの計算量が、アニーのそれを完全に上回った。

　見慣れた、理論上最強の魔方構成。〝災厄の魔女〟の証あかし。その象徴。極限まで洗練された美しい力の連なりが、発動し、放たれる。

　僕は咄とつ嗟さにアニーの身体を抱え込み、反転する。

　首に衝撃を感じて、次の瞬間にはもうなにも感じない。

　ものすごい速度で、視界が回転する。

　回転しながら、視点が上昇していく。

　めまぐるしく回る視界の中に、ときおり、アニーの姿と僕自身の身体が見える。僕の身体はアニーを庇かばうようにして、床に屈かがみ込んでいる。

　その身体には、首から上がない。首はいま、回転しながら宙を飛んでいる。

　ユージーンの放ったエッケザックスで、首を刎はねられたのだ。

　視界から色が遠のいていく。僕の身体が急速に、その機能を停止していく。
















　過去の話は、これで最後だ。







　複数の足音が聞こえた。

　ユージーンのものではない。魔方殷いんの警備兵たちだろうか。けれど、もうどこまで感染が拡がっているのかが分からないし、仮にまだ感染していなかったとしても、僕たちの味方かどうかも分からない。だから、誰にも遭遇しないのが安全側だ。僕はアニーの身体を抱え、建物の陰に身を隠す。

　すこし頭が痛い。初手でユージーンにやられた左耳が地味に効いている。片方が聴こえないから、音の出で処どころを推定しづらく、逃げるのにも難儀する。

　アニーが左腕から血を流している。致命的な怪け我がではなさそうだが、一刻も早く手当てをしなければならない。もっと安全な場所に身を隠す必要がある。

「くそ……ユージーンが強いのは知ってはいたけれど、なんだあれは。認識が全然足りなかった」壁に背を預けて、ぼそりと毒づく。ユージーンは、尋常でなく強い。

　アニーはユージーンに完全に負けた。僕は負傷したアニーを抱きかかえ、周囲の建物を巻き込んで爆散させ粉ふん塵じんで煙幕を張ってなんとか逃げ出したのだけれど、あの程度の崩壊ではユージーンは怪我ひとつ負っていないだろう。

　絶対的な計算量では、アニーはユージーンを凌りよう駕がしている。けれど、ユージーンは戦闘における嗅覚が異常に利く。感知できるはずのない攻撃を避よけ、思いもよらない攻撃を仕掛けてくる。彼女のその戦闘センスは、一対一の接近戦で特に活いきるようだ。

　ならばこちらは正対せずに、身を隠しながらのゲリラ戦に持ちこむしかない。

「先に相手の位置を把握して、不意をついてミョルニルを叩たたきこめれば、一撃で勝負は決められる……」

　僕がそう思案していると、不意にアニーが「あ、もういいわ」と言った。振り向くと、アニーが妙にスッキリとした表情をしている。

「ふたりでどこかに逃げよう、アーロン。他に誰もいないような、どこか辺境の地へ。他の誰とも関わらず、わたしたちふたりだけで生きていけばいいのよ。よく考えたらわたし、そもそも人類の存亡なんかに、そんなに興味がない気がするの。アーロンがいてくれれば、それだけでいいわ。だって、わたしたちふたりで部屋に籠りきりで、とても平穏で嬉うれしかったもの。これからもあんな風に、ずっとふたりだけで生きていくの」

　そう言って、アニーはにっこりと微笑む。

　まるで女神のようだ。

「そうだね」と、僕もすぐに答える。「それはとてもいい考えだ」心から、そう思う。

　僕だって、アニーさえ無事でいてくれるのならば、他のことなどどうだっていいのだ。怪しげな新興宗教が世界を席せつ巻けんしようと、人類のすべてが寄生虫症で死滅しようと、そんなのは僕の知ったことではない。仮に、世界中のすべての命と引き換えにアニーを救うことができるのならば、僕は迷わず世界を滅ぼしアニーを救うだろう。

「うん、大丈夫だ、アニー。食べるものも、着るものも、住むところだって、必ず僕がなんとかするよ」

「そうね。じゃあ、できればもっと涼しいところがいいわ。わたし、寒いのはちょっとくらい我慢できるけれど、暑いのは本当にダメだもの。汗をかくのって、大嫌い」

「なるほど。じゃあ、東の山脈を越えてみようか」

　魔方殷も、世界も人類も、すべてを投げ出してふたりだけで逃げる。

　その決意さえ固めてしまえば、こんなにも心は軽やかだ。

　僕はこのとき、たしかにすこしはしゃいでいた。

「正面の跳ね橋はダメだ。もうすぐ陽ひが暮れる。そしたら、夜闇に乗じて堀を跳び越える。たぶん僕のジャンプ力なら届く。それから東の森に入って山脈を越える」

「ええ、そうね。森に入ってしまえば、おそらくユージーンもこの混乱がおさまるまでは、わたしたちを追ってはこれないでしょう。それまでに引き離しましょう」

「ああ、急ぐよ」

　周囲の音に気を配りながら、僕たちは細い路地を縫うようにして東へと向かう。建物の間から見える細長く切り取られた空は、すっかり紫のグラデーションになっている。

　城郭に近付いた。うえに上がるときが一番目立つから、また建物の陰に身を隠し、完全に陽が暮れるのを待つ。

「順調だ。この様子なら、たぶん大丈夫だろう。アニー、心配ないよ」

「うん、そうね」と、アニーが力なく笑う。「東ってどんなところなのかしら。地図は把握してはいるけれど、想像がつかない。わたし、まだまだ知らないことがたくさんある」

「標高が高くなるから、冬は寒いかもしれないね。山の上では、雪も積もるらしい」

「雪か。アビエニアでは、ちらつく程度で積もることなんてないものね」

「山脈を越えてしまえば、その向こうは無人のフロンティアだっていうし、なにもないところから始めないといけないな。まずは家を建てないと。やったことはないけれど、たぶん僕はそういうの得意だと思うんだ。力は強いし、体力もある」

「ふふ、いいわね。寒いのなら、大きな暖炉のある家がいいわ。あと、クレープを焼く平たい石のついた竈かまも」

「ああ、任せてくれ、アニー」

　そんな話をしているうちに、陽が暮れた。完全に夜になる直前の薄明の時間。僕たちは立ち上がり、城郭の上へと通じる階段をのぼる。

「さあ、跳ぶよ。アニー、しっかり摑つかまっていて」

　僕はアニーを抱き上げる。彼女は僕の首にしっかりと腕を回す。

　二歩、助走をつけて踏み切った。音が出るのを警戒して、かなり力をセーブして跳んだけれども、それでもぜんぜん余裕で掘を越えられる。

　魔方殷からの脱出に成功する。

「ここまでくれば、もう一安心ね」と、アニーが笑う。僕の腕から下りて、前を歩き始める。その彼女の背中を見ている僕の視界が、滲にじんでいた。

　──泣いているのか？

　違う。悲しくて泣いているのではない。異物に対する身体からだの防衛反応として、左目が涙を流している。

　自分の頭蓋骨の内側で、なにかが這はっている気配がする。

　いや、人体はその内側に、触覚など有してはいないはず。

　なんらかの別の感覚を、触覚のように誤認しているのか。

　けれど分かる。こいつは、ブレンゲンだ。そいつはもう、頭の奥深いところまで進行していて。僕の脳髄を食い破ろうとしている。

　どこで感染した……？　と、僕は記憶を探る。

　馬鹿か。決まっている。最初にユージーンの不意打ちで左の鼓膜を破られたときだ。あの魔方は僕たちを直接に攻撃するためのものではなく、ブレンゲンを炸さく裂れつさせ感染させるためのものだったのだ。

　くそ……!!　ユージーン!!

　奥歯を嚙かみしめる。いくつかの方法を想定し、すべて棄却する。

　間もなく僕は、この僕は死ぬのだろう。それに、僕が感染してしまっていては、いずれこいつはアニーにも乗り移り、その脳髄をも食い荒らす。そんなことは、決してあってはならない。

　僕は今、ここで死ぬしかない。

「アニー」

　僕は前を行くアニーの背中に呼びかける。

「なあに？　アーロン」と、アニーが振り返る。その瞬間は、笑顔。次の瞬間には、表情は悲ひ愴そうなものにかわっている。

「アーロン、まさか」

　僕は自分の側頭部を押さえ、頷うなずく。

「どうやら、僕はここまでみたいだ。アニーと一緒には、行けない」

　アニーが僕に駆け寄ってくる。僕の胸に手をあて、見上げてくる。

「そんな、アーロン。そんなはずは。いいえ、なにか方法があるはず。今すぐに対応すれば、まだきっと。間に合う！　間に合うから!!　アーロン!!」

　音が遠のく。

　頭の奥深くで、なにかがプツリと千切れた音を聴いた気がした。

「アーロン!!」

　アニー。

　名を呼ぼうとした。ちゃんと声になっているかどうか、確証が持てない。

　彼女の綿のように軽い身体さえ支えきれずに、僕の身体は後ろに倒れる。

　糸の切れた人形のようにぐにゃりと倒れた僕の身体の上に、抱きつくようにしてアニーが跨またがっている。泣いている。なにかを言っている。音が、遠い。

「噓うそ！　アーロン!!　待って!!　わたしを置いていかないで!!　約束したじゃない！　わたしを守ってくれるって、アーロン!!　ねえ!!　お願い起きて!!　アーロン!!」

「頼む、アニー」

　僕は彼女の顔を見る。ひどい顔をしている。泣いている。嗚お咽えつを漏らしている。腕の血は乾いてこびりつき、髪も乱れ、方衣も汚れてしまっている。鼻水まで、すこし。

　ああ、そんな顔は君には似合わないよ、アニー。

　君はこの世で最高の知性を持ち、常に理性的にコントロールされていて、取り乱すことなんて絶対になくて、いつだって最高に美しくて、凛りんとしていて、神々しくて。

　どうか、泣かないで。あの綺き麗れいな笑顔を見せて。

　僕はアニーの頰ほおに手を伸ばす。ただそれだけの動作さえ、ものすごく億おつ劫くうだ。自分の腕が、驚くほどに重い。アニーは僕の手に掌てのひらを重ね、目を閉じる。

「アニー、お願いだ。もう、ものすごく眠いんだ。僕は、これ以上はもたない。僕は、君のその自我を消したくない。君を殺したくな、い。だから、いま」

　もうそろそろ、本当の限界みたいだった。

　すぐ目の前にあるはずなのに、僕にはもう、アニーの顔もよく見えない。

「僕がまだ、僕であるうちに、終わらせてくれ」

　腕が重い。重すぎて、支えきれない。僕はアニーの頰から手をはなす。ドンッと、自由落下の速度で、手が地面を叩たたく。鈍く、重い音が鳴る。

　アニーが涙を拭い、魔方陣を構成するために両腕をクロスさせた。

　アニーの右手が、淡く蒼あおく光り輝く。

「アーロン。大好きよ、愛している」

　アニーが言って、僕の左側頭部に手をかざした。そこに、ブレンゲンが潜んでいるのだ。

　笑いかけてあげたかった。アニーには、笑っていてほしいから。

　うまくできたかどうかは、僕にはもう、分からない。

「僕もだ、アニー。大好きだ。愛している」

　世界中の他のなによりも、全部をひっくるめた世界そのものよりも、アニーが好きだ。愛している。だからどうか、アニー。姉さん。この先も。

　──生きて。

　ピュウンッ！　という甲高い音が最期に響いて、僕のその意識は闇に閉ざされた。

　アニーが、魔方の光弾で僕の左側頭部を吹き飛ばしたのだ。

　飛散した僕の血が、アニーの顔を、方衣を汚していた。

「アーロン……、アーロン……!!　約束する……あなたの敵は、わたしが必ず……必ず!!」

　潔癖症のはずのアニーが、血で汚れることも厭いとわずに、僕の死体の頭を抱きかかえて泣いている。泣きながら、彼女の四肢をくまなく覆う精緻な紋様のうえを光が走り、まるで彼女の感情に呼応するかのように、激しく明滅している。

　どれほどの時間、そこでそうしていただろうか。

「ユージーンがくるよ」と、背後で女の声がした。

　アニーはとても緩慢な動きで身体を起こし、振り返って「だれ？」と、誰すい何かした。

　辺りは完全な夜闇に包まれているにもかかわらず、その闇の影響を一切受けずに、あまりにもくっきりとしたド派手なドレスの女が佇たたずんでいた。

「はじめまして。僕はエルシー・パルー。この世界の行く末を見届ける者だ」

　突然の事態にも、アニーはあまり驚かない。たんに、感情が疲弊しすぎて、擦り切れてしまっていただけかもしれない。

「ユージーンはまだ、ブレンゲンを使って、なんとか君を得ようとしている。そのままそこでうずくまっていたら、じきにユージーンに見つかるよ」

「そう……」

　あまり関心がなさそうな調子で、アニーはエルシーに返事する。

「たぶんね、彼女は別に世界なんてどうでもよかったんだよ、本当は。彼女が本当にほしかったのは世界なんかじゃなくて、君だったんだ。だからたぶん、彼女はまだ諦めない」

　アニーは答えない。エルシーは気にせず、勝手に話を続ける。

「もう、いいのかな？　まあ、これ以上粘っても、きっと無理だよね。立ち向かおうとしても勝てなかった。逃げ出そうとしても、一番大事なものは持っていけなかった。君はここで、おそらくユージーンに見つかって殺される。君の死体は〝善き人〟として再び立ち上がり、新しい世界でユージーンと共に、幸福に過ごす。あるいは、当初の予定通りに東の山脈を越えたところで、どうする？　なんの文明もない未開の地で、なにひとつ得るものもなく、きっと、君は遠からず死ぬことになるだろう。どうしようか？　それでもまだやる？　それとも、もう諦める？」

　エルシーの問いに、アニーは答えない。僕の死体の額に触れ、囁ささやきかけるように、やさしく「起きて」と、声を掛ける。

　僕の死体が、その目を開けた。

「ふぅん、なるほどね。その死体を操って、まだ続けるつもりなんだ。姉きよう弟だいごっこを」

　のっそりと、僕の死体が立ち上がる。アニーはその手をとって、小さな子供を導くみたいに歩き出す。

「さあ、行きましょう、アーロン。東へ。山脈の向こうへ。石をどけて、木の根をどけて、穴を掘って土台を作って、森に入って木を切りましょう。それで家を建てるの。山の向こうは寒いから、大きな暖炉と煙突がほしいわ。暖炉を作るには、煉れん瓦がも焼かないといけないし、煉瓦を焼くには窯を作らないと」

「あはは。異常だね」エルシーはとても感銘を受けたように、心を込めて言った。「異常だ。でも、どれだけ絶望しても、人に失望しても、それでもまだこの世界そのものを憎んではいない、その魂の高潔さは素晴らしいね。あまりにも惜しい」

「動物を飼うのもいいかもしれない。鶏にわとりと山羊やぎがいれば、卵と乳には困らないもの」エルシーの言葉を完全に無視して、アニーは僕の死体に話しかける。「川では魚が釣れるでしょう。ちょっとした畑もあれば、もう言うことはないわ」

「本来なら、僕は現世の事象には関わり合いになるべきではないんだろうけれど、まあ、こうして姿も見せてしまったわけだし、ここまできたら乗り掛かった船だ。君がユージーンに見つからないように、ほんのすこしだけ欺ぎ瞞まんしてあげよう。それでもし君が生き延びるなら、それもまた、この世界の選択なんだろうさ」

　夜の森を、アニーと僕の死体がゆっくりと歩く。その姿が完全に闇に溶けて、消える。

「食べ物はなんとかなるとして、食器って、どうやって作るの？　陶器は難しそう。木を削り出す？　あんなにたくさん本を読んだのに、まだまだ、知らないことがたくさんあるわ。やらないといけないことがいっぱいあるの。ねぇ、アーロン」
















　視界が回る。

　僕の首は回転しながら空中を舞っている。

　上昇していた視点が下降に転じ、床まで落ちて跳ね、さらに数度転がって、アニーのほうを向いて止まる。視界が90度、横を向いている。

「アーロン!!」

　アニーの反応が、珍しく遅かった。

　最初にまず、自分を庇かばって覆いかぶさっている僕の身体からだを見上げ、そのあるべき場所に僕の首がないことに気付き、目を見開いて驚きの表情を見せ、それから視線を彷徨さまよわせて、床に落ちた僕の首を見つけ、叫んだ。

「あっは。ひょっとしたら効かないんじゃないかとも思ったんだけれど、ヨトゥンにも通用するじゃん。連鎖する死神の鎌、エッケザックス。本当に、素晴らしい威力だよね」

　平へい坦たんな、ユージーンの声が聞こえる。

　首だけになってしまった僕は、自力で視点を変えることができないから、そちらの様子を窺うかがうことはできない。ただ、声だけが聞こえる。あとは、目に涙を浮かべて叫んでいるアニーの姿と、僕自身の首なしの身体しか見えない。

「あ～、やっとだよ。いつか君の首をブチ引き裂いてやりたいと思っていたんだ、アーロン。君さ、弟のくせに年とし甲斐がいもなくアニーにべったりで、正直ちょっとウザかった」

　アニーはユージーンの言葉をまるで聞いていない。首無しの身体を押しのけて、僕の首へと駆け寄ってくる。

「アーロン!!」

　アニー、大丈夫だ。

　僕は大丈夫。

　だから、頼む。今は目の前の危機に、ユージーンに集中してくれ。

　そう伝えたかったけれど、首から下を失った僕の口は虚むなしく開閉を繰り返すだけで、その行動はどんな音も発生させない。

　アニーが、僕の首を両手で抱えあげる。

　視界が動く。

　ユージーンが余裕の表情で、ゆっくりとこちらに歩を進めてきているのが見える。

　すでに魔方陣のスタンバイを終え、右腕の模様が蒼く光り輝き、あとは放たれるのを待つばかりの状態になっている。

「それにしても、酷ひどい話だよね。もう世界にはアニーの他には誰も生き残ってなんかいないのに、世界に最後にたったひとり取り残された人間に対して〝生きて〟だなんて、そんなの、願いでも祈りでも望みでもない。ほとんど、ただの呪いだよ」

「アーロン!!　大丈夫!?」

　大丈夫だ、アニー。僕はこんなことでは死なない。消えない。

　僕の身体は、ただの受信体レセプタに過ぎない。

　僕の本体、僕の人格、僕の自我は、アニーの頭の中にある。

　アニーだって、当然そのことを知っている。

　僕はアニーの頭脳の内に並列に存在する別人格だ。

　魔方殷いんを脱出するとき、ブレンゲンに感染してしまっていた僕は、そいつが脳の中枢を完全に乗っ取ってしまう前に、アニーの手で殺してもらった。

　アニーを殺してしまうくらいなら、僕が死んだほうが何倍もマシだ。

　彼女はそのあと、その資質で僕の死体から僕のあらゆる情報、あらゆる要素を読み取り、余すことなくすべてをその頭脳に格納して、再構成し、僕の人格を復活させた。

　疑似的な死者の復活。

　彼女の読取の精度と、無限に近い容量を持つ記憶領域があれば、そんなことさえも可能となる。

　アニーの頭脳の中でも、僕の存在する領域はパーテーションで区切られていて、基本的には混じり合うことがないから、僕の人格は完全に彼女から独立している。これは、彼女の優しさだ。

　僕の人格はアニーの頭脳で思考し、そこから魔方の力で死体を動かし、また、僕の死体から視覚や聴覚などのフィードバックを得ている。

　知識としては自分の人格がアニーの頭の中にあることは知っているけれど、僕の主観的な実感としては、僕は僕の身体、アーロン・ヴェルナーの死体こそを自分自身だと感じている。

　今こうしている間も、僕はアニーの頭の中にいて、魔方の力で僕の首が見た映像を受信している。それが僕の視界だ。

　僕とアニーが会話をするときには、アニーの思考から生まれた言語が、アニーの口から声となって出て、それが音となって僕の身体に伝わり、そのフィードバックをアニーの頭の中にいる僕が受け取って思考し、言葉に変換して僕の身体へと指令を送り、僕の口から発せられた声をアニーが聴く、という、とてつもなく迂う遠えんなルートを辿たどることになる。

「ああ、アーロンごめんね。すぐに元通りに治してあげるから」

　分かった。アニー、大丈夫だ。

　ただ魔方の力で死体を動かしているだけに過ぎない僕の身体は、レシーバーである首を切り離されたところで、繫つなぎ直してしまいさえすれば問題なくまた動く。少なくとも、普通の生きた人間の落ちた首を元に戻すのよりは、ずっと簡単だ。

　ユージーンが歩み寄ってくる足音がする。

「ねえ、これでもういいじゃん？　アニー。そんなやつの言うこと、気にすることないよ。アニーを古い世界に縛り付ける呪いは、わたしが打ち砕いてあげる、切り裂いてあげる、ブチ殺してあげる。だから、もう気にしなくていいんだよ。救われてしまってもいいの。アニーだって、もうずっと前から本当は死にたかったんじゃないの？」

　アニーはまだ、僕の首を抱えて座り込んでいる。ユージーンのほうを見ようともしていない。興味が完全に、僕の首に向いてしまっている。彼女の集中力はこんな風に、ときどき不随意だ。

　僕の首は音を紡がない。

「さて、じゃああんまり勿もつ体たいつけてもアレだし、サクッとお別れしちゃおうか。さようなら、最後の旧人類。大丈夫だよ。ちょっと死ぬけど、すぐに生き返るからね」

　ユージーンの声。

　ユージーンはアニーに止とどめを刺そうとしている。

　けれど、ユージーンの魔方は発動しなかった。

「え……なんで？」

　間の抜けた、相変わらずの、どこかのんびりとした調子のユージーンの声。

「たかが全人類と並列接続したくらいで、ずいぶんと調子に乗るのね、ユージーン」

　アニーが僕の首を抱えたまま、ゆっくりと立ち上がる。僕にもユージーンの姿が見える。

　ユージーンは紋様の刻まれた腕をこちらに向けている。

　しかし、どれだけユージーンが魔方を放とうとしても、それは紋様の上で蒼あおい光を放つことすらなく、霧散していく。

「あ、えっ？　いや、そんなわけなくない？　ちょっと、たんまたんま」

　そんなことをユージーンが言うけれど、どれだけ否定しても事実は揺るがないし、待ったもない。

　アニーの計算量が、ユージーンのそれを上回っている。

　それも、わずかに勝っている程度ではなく、圧倒的に。全人類の頭脳を並列接続しても、まったく話にならないくらいに、アニーの計算量のほうが大きい。

　なぜなら、僕の首が身体から切り離されたことによって、いまは僕の身体が完全に停止しているからだ。アニーは普段、その余りある計算量の大部分を、ただ僕というシステムを動かすためだけに浪費している。

　とんでもなく非効率的なネットワーク。僕を動かしていることが、完全な無駄なのだ。

　宇宙を司る原理であるブラフマと人間を司るアートマは根源的には同じもの。どれほど凡庸な人間の自我であろうとも、ただそこにあるというだけで、その複雑性はひとつの宇宙そのものだ。人ひとりを完全に再現しようという試みは、宇宙の創造に等しい。

　その、いつもは無為に消費されているだけの計算量の大部分が、僕が停止することで彼女の制御下に戻った。余計なバックグラウンド処理がなくなり、完全なパフォーマンスを取り戻したアニーの計算量は、世界どころではなく、宇宙にも匹敵する。

「よくもアーロンを傷つけてくれたわね。絶対に許さない」

　アニーが素早く腕を振り、魔方陣を構成する。紋様に光が走り、大気が渦を巻いて吸い込まれていく。蒼あおと赤、二色の光が絡み合うように彼女の全身を覆う。

「ユージーン。あなたは髪の毛一本さえ、この世には残さない。消えなさい」

　ほんの一片の光の粒が、アニーの指先から放たれる。

　ユージーンはそれを防ごうと、反射的に両の掌てのひらを前に向ける。

　だが、そんな行動には一切の意味がない。

　光の粒がユージーンの掌に静かに触れて。

　──分解がはじまる。

「うっそお!!」

　掌から腕へ、肘へ、二の腕へと、次々と分解反応が連鎖して進行し、ユージーンの身体を細かな光の粒子に還元していく。ユージーンの身体が、過不足なく完全に消費されていく。音も熱もなく、ただ消えていく。止まらない。

「え？　ちょっ！　まっ！　は？　こんなのおかしいって!!　全人類だよ!?　全人類の頭脳を掛け合わせたのよりもまだ大きい計算量なんて反則でっ!!　ずるい！　そんな!!」

　消えゆく身体で、恐怖に怯おびえた表情で、ユージーンが叫ぶ。

「アニー、おかしいよ!!　こんなの、やっぱりおかしい！　こんなの、間違っている!!　こんな！　たったひとりで世界のすべてを敵に回して、回しきれてしまうだなんて！　異常だ!!　ありえない！　こんなの間違えている!!」

　けれど、どれだけ叫ぼうと、始まってしまった分解はもう止まらない。

「ああ!!　あとちょっとで、完全に調和のとれた、誰もが虐げられることなく、奪われる心配のない、安心して幸せに暮らしていける世界が訪れるはずだったのに!!」

「それは残念ね」と、アニーは女神のように微笑ほほえんで、静かに言った。「でも、わたしの勝ち。それが世界の選択」

「ああ……消える!!　消えてしまう！　わたしの身体が……わたしの意志が……!!」

　とうとう首だけになりながら、最期にそう呟つぶやいて、あとは蒼い光の粒子だけがわずかな余韻を残し、ユージーンはこの世界から完全に消滅した。

「終わったわ、アーロン。あなたの敵かたきは、とったわよ」

　アニーが抱えていた僕の首に頰ほおを寄せる。

　僕の敵。

　どっちのだろう？　と僕は思う。

　ユージーンに首を刎はねられたこの僕か、それとも二年前に死んだ、アニーがその手で殺すことになったあの僕か、アニーはどちらの敵をとったのだろう？

　けれど、僕はいま声を発する機能を失っているから、その疑問が口から零こぼれることはなく、僕は余計なことを言ってしまわずにすむ。

　そんなこと、別にどっちでもいいじゃないかと、僕は自分で勝手に納得する。

　その代わりに、僕は声にならない声で、ただ素直にアニーを労ねぎらう。

　終わったね。おつかれさま。

「ああ、可哀かわい想そうなアーロン。さっさと後片付けを済ませて、はやく元通りに繫いであげなくてはね」
















　籠を持って外に出た。

　この頃は陽ひ射ざしもだいぶ和らいできている。

　夏が過ぎ、秋に差し掛かったようだ。

　世界の彩度がだんだんと落ち着きを見せている。もうすぐ、すべてをモノクロームに染める長い冬がやってくる。今のうちに、畑の芋を掘り起こしておかなければならない。

　本来は自給のためではなく研究目的で作られた畑だから、バリエーションは豊かだけれど、それほど広くはない。けれど、人間ひとりが生きていくには、ここだけで充分な量が収穫できる。

　土に手を入れる。表面は乾いているけれど、ほんのすこし掘るだけで中は湿し気けてしっとりとしている。太陽の熱がもう奥深くまでは届かないのだ。

　芋はまだすこしは大きくなるだろう。ひとまず、今日食べるぶんだけを収穫して、あとはもうしばらく置いておくことにする。

　カボチャの硬くて太い蔓つるも、僕のミョルニルの力があれば、ちょっとつまむだけでプツリと切れる。最近ようやく、これの本当に便利な使い方が分かってきた。これくらいしか、もう力の使い道がない。

　小さなカボチャをまるまるひとつと、茄子なすと瓜うり。これだけあれば充分過ぎる。

　小柄なアニーは、もともとが少食だ。運動をすることが減ったせいか、最近はますます食べる量が少なくなった。あまり良い傾向ではない。

　坂を下って水路に向かう途中で、リンゴの木の様子も見る。こちらも、もうしばらくすれば収穫できそうだ。とても食べきれないくらいの量があるから、砂糖で煮てジャムかコンポートにするといいだろう。

　水中に沈めた罠わなを引き上げてみると、マスがかかっていた。外敵のいない環境で育ったせいでのんびりとしているのか、川で魚を釣るよりもずっと簡単にとれる。簡単にとれすぎるので、いらないぶんはまた水路に戻してやる。

　どっさりと食べ物を抱えて、屋敷へと戻る道を歩く。殷いんで一番豪華なお屋敷だ。もう誰も使う人がいないので、せっかくだから僕たちがもらってしまった。

　足元を見て歩いていたら、綺き麗れいな落ち葉がたくさんあったから、思いついてそれも何枚か拾っておく。松ぼっくり、綺麗な小石、良い形をした木の枝なんかも拾ってみる。

　うちに帰るとアニーがカウチに寝そべって目を閉じていた。寝ていたわけではないらしく、僕が扉を開けると薄く目をひらき「おかえりなさい」と言う。

「どこまでいっていたの？」

「畑と水路」

　僕はそう答えて、カウチの横のローテーブルに松ぼっくりをひとつ置く。

「ああ」と、声をあげて、アニーがゆったりと微笑む。「かわいい松ぼっくり。そうか、もう秋になったのね。全然外に出ないから、気が付かなかったわ」

「気に入るだろうと思って拾ってきた」

「うん、素敵。ありがとうアーロン」

　彼女はゆっくりと起き上がり、カウチに座り直して松ぼっくりに手を伸ばす。手の内で弄んだり、匂いを嗅いでみたりしている。

「お腹なかは空すいている？」

「空いている。ような、気がするわ」

「そうか。それはよかった。食事の準備をするよ。たくさん食べてもらわないと、食べ物が余ってしまって仕方がないんだ」

　僕は収穫してきた諸々を持って、台所に向かう。

　なにしろお屋敷だ。台所の設備も充実していて、料理をするのも楽しい。

　とはいえ、東の山脈の向こうでは、基本的に生き延びるためみたいな食事ばかりだったから、僕は手の込んだ料理はあまり知らない。これから勉強すればいいだろう。なにしろ、ここは大陸の知の最高峰なのだ。料理に関しても、大図書館には一生かかっても読み切れないくらいの資料が納められているし、時間だってたっぷりある。

　オーブンを温め、茄子、瓜、芋を洗って、まるのまま鉄のバットに並べる。マスはすこし臭みがあるから、捌さばいてから香辛料をまぶして、下ごしらえを済ませておく。

　野菜をオーブンに入れる。じっくりと火を通すつもりだから、焼き上がるまでに時間が掛かる。ここまでやってしまうと、もうしばらくは、することがない。

　そういえば、鶏とり小ご屋やの卵を回収するのを忘れていたなと思い出して、僕は裏口からまた外に出る。木々に囲まれた小こ径みちを辿たどると、すこしパカッと開けた場所に出る。

　たぶん、以前は山羊やぎかなにかを飼っていたのだろう。今は隅にあるひしゃげた小屋に、鶏がいるだけだ。山羊か牛か、乳の出る動物を見つけてくると良いかもしれない。探せばどこかにはいるだろう。きっと、栄養がある。

　魔方殷に戻って以降、アニーはぐうぐうと寝てばかりいる。本を読むか、寝ているか、寝ていなくても寝そべっているかのどれかだ。

　あまり元気そうには見えないけれど、山の向こうにいた頃は毎日そんなものだったから、元の生活に戻っただけとも言える。

「だって、起きているだけで、すぐに疲れてしまうのよ」と、アニーは笑う。「いくらでも寝ていられるわ。寝ている間に、勝手に世界が滅んでくれていればいいのに」

　防御結界にまるごと包まれている魔方殷は、外部からの干渉を受けない。ユージーンもライルもいなくなった今となっては、おそらくこの世界にこれを打ち破れる者はもう存在しないだろう。ここにいれば、少なくとも安全だ。

　アニーはときどき、思い出したようにレーヴァテインを起動して、遠くの村落を焼き尽くしてみたりもする。けれど、もう以前のようには〝善き人〟を殲せん滅めつすることに対して、熱心ではないように見える。

　ひとまず危険はない、という今の状況が彼女を安心させ、怠惰に緩慢にさせているのかもしれないし、殺しても殺しても一向に滅ぶ気配のない、むしろ増える一方の〝善き人〟のあまりの多さに、うんざりしてしまっただけなのかもしれない。

「やあ、元気そうにしてるじゃないか。なによりなにより」

　鶏小屋の脇の物置から飼料の袋を出しているところで、不意に声を掛けられた。

「エルシー」

　後ろを振り返り、僕はその名を呼ぶ。

　ふざけたドレスの金髪の女が、空中で足を組んでいる。

　忘れていた。そういえば、まだこいつがいた。

　この世界で、魔方殷の防御結界を打ち破りうる存在。原初にして至高のこの方術士なら、なにができても不思議ではない。

「なんの用だ？」と、問いつつも、まだまったく戦闘体勢が整っていない自分に、自分自身ですこし驚く。以前なら、声を掛けられた時点で既に攻撃をしていただろう。

　僕もまた、ずいぶんと怠惰に緩慢になってしまっているらしい。

「うーん、なんだろう。名探偵の解決編、みたいな？　ひょっとすると、君にはいくらかのアレが必要なんじゃないかなと思って。え～っと、なんだ？」

　ああ、そう。解説、と言って、エルシーはポンと手を打ち合わせる。

「いや、大丈夫だ。必要ない」僕は迷わず即答する。

「わーお、相変わらず取りつくアレもないね。僕は別に、君たちに嫌われるようなことはなにもしていないと思うんだけど、まあ、たぶんアレだよね。聞きたくないことを聞かされそうなアレがして、それで本能的に避けているんだろうな。まあ、僕は人に好かれるよりは嫌われるほうがアレだから、別に全然いいんだけれど」

「そうか。満足したか？」

　僕はそう返事をすると、飼料の袋の口を開け、手ですこし掬すくって餌箱に入れる。鶏たちが餌箱に集まっている間に、素早く小屋に入り込んで卵を回収しなければならない。

「君のほうこそ、もう満足したんじゃないのかい？」

　エルシーが僕の背中に問いかけてくる。

「なんの話だ？」と、僕はエルシーには目を向けず、鶏小屋の戸を薄く開けて、身体からだを横にして滑り込ませる。

「もういいだろう？　ここにいれば〝善き人〟は君たちに手出しができない。安全は確保されている。畑もあるし、魚が獲とれる水路もある。鶏小屋にはソレもある。よほどサボらなければ、食べるのに困ることもそうそうはないだろう。誰も君たちの邪魔をしない。君たちも、敢あえて外の世界に干渉する必要は、もうないんじゃないのかな？」

　僕が小屋に入ると鶏は一瞬こちらに目を向けたが、今はそれどころではないみたいな顔をして、また餌をついばみに戻る。僕はその隙に卵をふたつ回収する。卵は僕にとっては最難関のひとつだった。けれど、うっかり殻を割ってしまわないように力を調整するのも、もう慣れた。

「それは僕の決めることじゃない」僕は答える。鶏小屋を出る。

「君が決めるんだよ」エルシーが言う。いつの間にか、正面に回り込まれている。僕に正面を向けながら、僕が歩くのと同じペースで背後に移動している。エルシーの碧あおい瞳が、僕の目の奥にあるなにかを覗のぞき込もうとしている。

「もう薄々は気付いているんだろう？　君たちは別々の個人じゃない。同じアレなんだ」

　なんだ、その話か、と僕は思う。「もちろん、知っているさ」と言う。

　僕がアニーの頭脳に同居している別人格であることを、僕は知っている。彼女はそのことを隠してはいない。僕は最初から知っていた。彼女は誠実だ。

　僕にアニーへの疑念を植え付けて分断しようとでも企たくらんでいるのか。無駄なことだ。

「いや、分かってないよ」と、エルシーは続ける。「君たちはお互いに決断せずに相手に判断を委ねてしまうことで、どちらもなにも背負わなくていいように作られた、自己防衛のシステムなんだよ。そうでもしなければ、世界をひとつ滅ぼしてしまうような罪悪を一個の人間が背負えるわけがないだろう？」

　背負わないから、背負っていないから、それだけのことをやってしまえるのさ。無責任もここに極まれりという感じだね。

　そう言って、エルシーは肩を竦すくめて首を振る。いちいちリアクションの大きい女だ。

「僕たちは個別に独立している。ただ、普通の人間とはそのメカニズムがすこし違っているだけだ」

「その理屈が通用するなら、アレだって同じだろうに。普通の人間とはアレがすこし違っているだけのことだよ。いや、もうアレが普通の人間になってしまったんだけど」

　それにさ。

　エルシーはすこし言いい淀よどんで、溜ため息いきをつく。

「君はまだ自分がもともとは一個の自分自身だったと思っているようだけれど、君の元になった人格なんていうのは、実は最初から存在していないんだよね」

　言っている意味がよく分からなかったし、そもそも僕はいま、オーブンに火をかけたままうちを出てきているから、あまりモタモタしているわけにもいかない。エルシーを無視して、小径を家へと戻る。

「人間って不便だよね。なにかを食べないと生きていけないし、食べれば排はい泄せつしないといけない。喉も渇くし、汗もかく。お風呂にも入らないといけない。死体の君にも、概念である僕にも関係のない話だけれど、あの子はそういうわけにはいかないもんね」

「ああ。だから忙しいんだ。アニーの食事の準備をしないと」

「ところでさ。ドルミンが君を閉じ込めていた鋼鉄の箱に、そういうものはなにかあった？」と問うてくる、エルシーの声が聞こえる。姿は見当たらない。

「光も届かない暗闇の鋼鉄の箱。それは部屋ですらない。ただの頑丈なコンテナなんだ。金庫みたいなものだよ。その箱の中で、君はどうやって生きていたんだ？」

　僕はエルシーの話を無視している。無視してはいるけれど、聞こえてしまうと自動的に思い出そうとしてしまう。勝手に考えてしまうのを止とめることは難しい。

　思い出せるのは、アニーが「起きてください」と、僕に言ったところからだ。

「ドルミン・ヴェルナーが、あの執念深くねちっこい男が、なぜ君のミョルニルの研究の継続を諦めたんだと思う？」

　あの男が、そう易やす々やすと力を手放すというのも、言われてみれば不自然なことではある。

「研究の過程で、君の力が暴発して、君が死んでしまったからだよ。制御の主体が死んでしまったのでは、ドルミンの持つ技術ではどうしようもないからね」

　箱の中に保管されていたのは、アーロン・ヴェルナーの死体だよ。エルシーが言う。

「資質って完全に身体性にアレするものだからさ、種類に依よっては死んだ後も身体からはその能力が失われないんだよね。皇帝ロバートのカレドヴルフとか、君のミョルニルとかさ。その身体じたいに宿っている資質だから、死体でさえも使い道がないことはない」

　まあ、要するに爆薬だね。すっごい威力のある爆弾。箱に詰めて、あとはなんとか敵の領地にドーン！　とブチ込めば、ドーン！　っていうわけ。まあ、あの短絡的な馬鹿が考えそうなことだよ。ドルミンはそういう用途で、箱の中に君の死体を保管していただけなんだ。君は、あの子に出会った時点で既に死体だったんだよ。

「人間嫌いの彼女にとっては、そっちのほうが都合がよかっただろうね。昔から、生きている人間は誰であれ、ほとんど全員嫌いだっただろう。たとえ弟だったとしても、あの子が生きている人間に対して興味を抱いたかな？　君が既に死体だったから、彼女は君のことを好きになったんだよ。死体操術ネクロマンスは彼女の得意分野。君の死体を操って弟の真似まね事ごとをさせることくらい、彼女には容易たやすいことだっただろうさ」

　そうかもしれないなと、僕は思う。あまり記憶がはっきりしないけれど、言われてみれば、そんな感じだった気がしないでもない。

「あの子が愛しているのは君じゃなくて君の死体だし、君があの子を愛しているのも、君がもともと彼女にそういう風に作られているからにすぎない。自作自演なんだよ」

「そうか」と、僕はようやくエルシーに返事をする。「それはずいぶん、喜ばしいことだ」

　アニーが僕を作ってくれたというのなら、どこの誰とも知れない神とかいうやつに作られたとか、ましてやアホのドルミンに作られたなんていう話よりは、よほど素晴らしい。

　アニーが僕のことを、アニーを愛するようにと作ってくれたのなら、それほど喜ばしい話も他にない。それこそがまさに、僕の望みであるのだから。

　僕はただ、求められる限り彼女のために動くだけだ。

「というか、じゃあ僕はもとからブレンゲンに感染する危険性なんてなかったってことだろう？　最初から死体だったんだから。じゃあ、アニーはなぜ、わざわざ僕のことを一回殺したんだ？」

「それはたぶん、君を騙だますためだろうね」と、エルシーが言う。「君がただの死体であることに気が付いていなかったのは、君自身だけだよ？　周りのみんなは普通に知っていた。よく思い返してみてごらん？　なにか違和感はあったはずだ。けれど、君はその違和感を違和感として認識したことはない。君はありのままの世界を見せてもらっていたのではなく、彼女によって都合よくフィルタリングされた世界を見ていたんだ」

　そういえば、そんな部分もなくはないのかもしれないなと、僕は思う。

「彼女は君に噓うそをついていた。君が自らの命を賭してまで彼女を救おうとした時でさえ、彼女は自分がついた噓をつきとおすために、君が一度死んでその後で蘇よみがえったっていう筋書きをでっちあげた。君の誠意よりも、自分の噓がバレないことを優先したんだ。とんでもなく面倒な回り道をしてまでね。子供が噓に噓を重ねるみたいにさ」

「なるほど。それはなかなか、彼女らしい」

　むしろ、死ぬ心配なんかしなくていいのに、なにも知らずにひとりで勝手に盛り上がって、勝手に命を賭けていた僕のほうが恥ずかしい気がしてくる。

「はぁ～、すさまじい受け入れ力だね。異常だなぁ」と、エルシーが溜め息をつく。

　あのね、世界に馴な染じめなかったちょっと変わった女の子が、ひとりお人形遊びをしていただけなんだ。それが真相なの。

　自分以外の人間がすべて滅んでしまった後で、まだひとり寂しくお人形遊びを続けているだけなんだ。それが現状なの。

「別にいいじゃないか」と、僕は言う。

　お人形遊びをしていれば幸せだというのなら、お人形遊びをしていればいい。

　幸せのかたちは、人それぞれだ。

「あのさぁ……、まあいいや。でもどっちみち、もう先はないよ。あの子は人類最後の生き残りでひとりきりだ。〝善き人〟を殲せん滅めつし尽くしたところで、もう人間は増えようがない。だから、もういいだろう？　あとは、残された時間を穏やかに生きればいいじゃないか。この防御結界に守られた小さな楽園でさ」

「そうだな」と、僕は素直な心持ちで答える。それは普通に、素敵だなと思う。

　ふと、ひょっとしてこのエルシーも、アニーが僕に見せているだけの映像なんじゃないだろうかと思いつく。アニーが自由に僕の認識を欺ぎ瞞まんできるのだとすれば、エルシーも彼女が作り出した別人格でも、別に不思議ではない。というか、こんな頭のネジがいくつか飛んだような変なやつが、四百年前に魔方のすべての基礎をひとりで体系づけた希代の天才だと言われるよりも、よっぽど納得できる。

　もしそうだったとしたら、彼女は自分でついた噓を僕にバラすためだけに、わざわざこんな変なキャラクターを創造してまで、腹話術をやっているということになる。

　なんと微笑ましい想像だろうか。僕はつい、口角を上げてしまう。

　いや、エルシーに限らない。それはすべての存在に対して言えること。

　いま採ってきたばかりのこのまだ温かい卵も、チャーミングな松ぼっくりも、この世界のすべてさえも、彼女が僕に見せている幻影かもしれないのだ。僕は彼女が作った少し個性的なジオラマに置かれたフィギュアに過ぎないのかもしれない。

　十分にあり得そうなことだとは思う。彼女の頭脳なら、世界を丸ごと脳内で再現することだって容易いだろう。

　けれど、その世界に包括されている僕には、それを見極める術すべがない。

　だいたい、どんな世界であれ、その世界に包括されてしまっている者には、その世界の上位構造の真理を知ることなど永久にできはしないのだ。

　考えても分からないことを考えるのは、どうしようもない馬鹿か、哲学者だけだ。

　戸を開けて、台所に戻る。

　野菜の焼ける香ばしい匂いが漂っていた。まだしばらく時間はかかるだろうけれど、今からマスを焼き始めれば、ちょうどよいタイミングで仕上がりそうだ。

　フライパンを火にかけ、薄く油をひく。

　下ごしらえを済ませたマスの切り身に小麦粉をはたいて、ムニエルにする。寸ずん胴どうに作り置いてある野菜の出汁だしを手鍋に汲くんで、火にかける。塩で味を調えて、煮立ったところに溶き卵を落として、ふわふわの卵スープを作る。

「準備ができたよ」と、アニーを呼びにいくと、結局眠ってしまっていたらしく、彼女は目をこすりながらカウチから身を起こした。

「気候がちょうどいいから、今日は外で食べよう」

「ああ、いいわね。いい気分転換になるわ」

　もう夕方だけれど、日没まではまだ時間がある。

　僕が前庭のテラスに用意した食卓を見て、アニーは「まあ、素敵」と、両手を組んだ。

　テーブルの真ん中には、まるのまま焼いた茄子なすや瓜うりや芋をざっくりと盛った大皿。その周りを拾ってきた松ぼっくりや小石や木の枝で囲ってある。あまり拘こだわらず、敢あえて無造作っぽく散らして、牧歌的な雰囲気を出す。お皿も木のものにした。ムニエルにしたマスの下には綺き麗れいに洗った落ち葉を敷いて、あとはお椀わんにたっぷりの卵のスープ。

「秋のごちそうね」

　食べている間、僕たちはそんなに話をしない。ときどき、アニーがマスをぺろりとめくって、下に隠れていた紅葉を「これはいい葉っぱね」と、批評したりする。

　時間は静かに過ぎて、空が紅あかく染まる。

　陽が地平線の陰へと沈み、完全に夜になる前の薄明の時間。

　この時間帯、オレンジと金のグラデーションを背景にしたアニーの横顔は、本当に息が止まるくらいに綺麗で、幻影でないことが逆に不思議なくらいだ。

　中までホクホクだった野菜たちもすっかり冷めてしまったけれど、まだ半分も食べ終わってない。「こんなにも、とてもじゃないけれど食べきれないわ」と、アニーは言う。

　だけど、ここ最近にしては、今日は比較的よく食べたほうだ。

　やっぱり、ときどきは趣向を変えてみたほうがいい。

「お茶にしようか」と、僕が訊きく。

「いいわね。そうしましょう」と、アニーが笑う。

　台所でポットにお湯を沸かして、時間をかけて丁寧に茶葉を開かせる。ちゃんと香りを引き立てるためには、辛抱が肝心だ。決して、慌ててはいけない。

　お茶の用意を持ってテーブルに戻ると、城郭の縁を金に染める太陽の最後の光に目をやりながら「ああ、こんなに穏やかな時間を過ごせるなんて、まるで夢のようだわ」と、アニーがとろけるような口調で呟つぶやいた。

「ああ、本当に。まるで夢のようだね」と、僕は答える。




「好きよ、アーロン。大好き。愛しているわ」

「ああ、僕もだよ。アニー。大好きだ。愛している」
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